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子
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(2」はさ
虫
送
り
踊

P
ヤ
レ
今
年
の
稲
は
葉
色
が
良
う
て

黄
色
の
露
が
盛
る
ほ
ど
に
盛
る
ほ
ど
に

歌
に
合
わ
せ
、
花
笠
に
浴
衣
、
た
す
き
が
け

の
村
人
が
太
鼓
を
叩
き
芯
が
う
、
田
ん
ぼ
の
中

を
進
ん
で
い
く
。
列
に
は
田
の
害
虫
に
見
立
て

た
実
盛
の
わ
う
人
形
|
土
用
の
入
の
七
月
二
十

日
鹿
子
原
で
虫
送
り
踊
が
行
わ
れ
た
。
百
六
十

年
の
歴
史
が
あ
り
、
四
十
四
所
帯
で
保
存
会
を

つ
く
っ
て
い
る
。
素
朴
な
踊
り
が
受
け
、
平
成

大田市の羅漢寺三
年
に
は
ア
メ
リ
カ
で
公
演
し
た
。

虫
送
り
は
、
全
国
で
行
わ
れ
る
五
穀
豊
穣
の

祈
願
行
事
。
平
家
の
武
将
斎
藤
実
盛
が
戦
で
稲

株
に
足
を
取
う
れ
討
た
れ
る
際
、
「
自
分
の
魂
は

害
虫
に
生
ま
れ
変
わ
り
、

稲
を
食
い
荒
う
し
て

や
る
」
と
呪
っ
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
霊
を
鎮
め
る

た
め
始
ま
っ
た
と
い
う
。

大
田
市
は
石
見
銀
山
の
ま
ち
。
当
時
の
面
影

を
残
す
町
の
石
窟
に
、
百
五
十
年
前
地
元
の
石

工
が
彫
っ
た
五
百
羅
漢
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

石
見
路
の
し
ぐ
れ
や
す
さ
よ
子
持
鮎

飴

山
貫

・
文
H
E
・
カ
メ
ラ
H
松
岡
勉

，.. 
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地域ブランドを

創る・守る

安全・健康指向やふるさと指向が強まる中、 IT、通販、宅配便など

情報・流通網の整備が後押しし、地域ブランドづくりへの試みが盛んである。

だが、ブランドは一朝一石に創れるものではない。

地域特性へのこだわりはもちろん、信頼性、話題性やビジョンが要求される。

今回、地道な積み重ねにより地域ブランド化した事例や、

異業種コンソーシアムにより統一ブランドづくりに取り組んでいる事例などを紹介する。

勺 内、 『

屯

平
フ
ト
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北 野工房のまち=判例 i
「ここにしかなしりを基本戦111告に、 職人が l三役のまちづくり。

ショッブ体験できるまちをPR

ti白 z畠福ル削.，叩""" 
も のづ引くωりh州l'山剛l町1
ものつづeくりのまち府'小lド"巾liで、iは七は;ま主、地上必の災業純が交流し、

-

ニJ

バーチャルモールとI，'{J阪府のー体巡併で新尚品1m発・日以路IJトj桁を|立|る

昌広盆i下深!汚水がブランドに= ，':~""M
117・いちいく海洋深!凶水に取り組lみ、今では食料』lJh化粧品などの
山知lブランドが1111111'し。年尚は100億川を必え地えの扉!IJにも 」役

閑 あじ
R尚百k杭限~!r登査島鉱止することてで、 1 1対あじJ 11刻さば」をブランド化。

l則さばのi兵1ltiは15年で101fTに

ト作

品戸
オホーツクビール= ~山道北見 dï
1"1内地ビール製造第1けとなって以ヰ号、

地元1半.二条去を{史い地Jcによる地元のための地ビールづくり

大 川ブランド=川i大川医
ものづくりのまち大川院では、 |天内企業しか作れない

技術・製l1lIが数多く、これら「大111ブランド」を武器に|王|際分業をH指す

一一一ι -ωJ捌 1(1'.fUD21・にいがたjフォーラム
、'"創

U~~にいがた=新川限利州:のコンソーシアムで
ユニバーサルデザイン (UD)をキーワードにものづくり。

グループと して 1 年で以低 I UD~"II" の開発を目指している

重量怠・越l狗!長=f!.¥)I:W'}時H也l天
有事F目越 Ijíj焼 ・ i奈~{・和紙・打メJ物の4 伝統点在地が災業平車交流の，，-，から、

「仁芸の屯」椛fJ.!を進め、統一ブランドづくりも411二11を迎えた
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民
の
カ
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

巻頭エッセー

巻
頭
エ
ッ
セ
ー

今
年
四
月
に
第
二
十
八
代
目
の
横
浜
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
私
は
、
「
最
大

の
人
口
を
持
つ
都
市
横
浜
が
変
わ
れ
ば
日
本
が
変
わ
る
」
と
い
う
信
念
の
も
と
、

新
し
い
都
市
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

私
が
目
指
す
望
ま
し
い
社
会
の
あ
り
方
を

一
言
で
い
え
ば
、
「
民
(
み
ん
)
の

力
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
る
社
会
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
民
」
と
は
、
社
会
の
構
成

員
た
る

一
人
ひ
と
り
の
市
民
・
国
民
で
あ
り
、
各
種
の
団
体
で
あ
り
、
民
間
の
企

業
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

地
方
自
治
体
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
ど
こ
も
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
で
多

様
化
し
増
大
す
る
市
民
ニ

l
ズ
に
網
羅
的
に
応
え
て
い
く
こ
と
に
、
限
界
が
き
て

い
る
と
思
う
。
市
民
の
ニ

l
ズ
は
ま
す
ま
す
細
分
化
し
て
い
て
、

い
わ
ば
皆
が
少

数
派
だ
。
こ
う
な
れ
ば
当
然
、
市
民
の
ほ
う
が
ニ

l
ズ
を
十
分
把
握
し
て
お
り
、

市
民
が
持
っ
て
い
る
知
恵
や
知
識
を
活
用
し
な
け
れ
ば
迅
速
な
解
決
を
図
る
こ
と

は
難
し
い
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
何
で
も
か
ん
で
も
行
政
が
公
的
サ
ー
ビ
ス
を

供
給
す
る
の
で
は
な
く
、
市
民
に
も
公
的
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
担
い
手
に
な
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
日
本
各
地
で
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ

ツ
カ

l
大
会
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
市
民
の
力
が
大
会
の

成
功
を
支
え
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
通
訳
や
案
内
誘
導
、
街
の
美
化
、
イ
ベ
ン

ト
補
助
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
な
け
れ
ば
、
あ
れ
ほ
ど

円
滑
な
大
会
運
営
は
成
り
立
た
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

ま
た
、
高
齢
者
福
祉
、
子
育
て
、
環
境
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
幅
広
い
分
野
で
、

市
民
の
手
に
よ
り
、
公
的
な
活
動
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
行
わ
れ
て
い
る
。

結
果
と
し
て
、
そ
う
い
っ
た
活
動
が
行
政
の
手
が
届
き
に
く
い
部
分
ま
で
サ
ボ

ー
ト
し
て
、
社
会
を
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
行
政
の
役
割
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
答
え
の

一
つ
は
、
実
際
に
横
浜
山
手
地
区
で
起
こ
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題

を
契
機
に
、
市
が
開
設
す
る
「
ま
ち
の
ル

l
ル
づ
く
り
相
談
セ
ン
タ
ー

(
仮
称
)
」

に
あ
る
と
思
う
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
住
民
発
意
型
の
地
区
計
画
」
を
積
極
的
に

推
進
す
る
た
め
、
た
っ
た

一
人
か
ら
で
も
相
談
を
受
け
付
け
、
市
民
に
よ
る
ル

l

ル
づ
く
り
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

ま
た
、
市
で
は
、
歴
史
的
建
造
物
と
し
て
保
存
が
決
ま
っ
て
い
る
旧
富
士
銀
行

横
浜
支
庖
を
暫
定
活
用
し
、
市
民
活
動
共
同
オ
フ
ィ
ス
を
設
置
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
。
今
秋
か
ら
、
市
民
活
動
団
体
に
事
務
所
と
し
て
賃
貸
す
る
予
定
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
行
政
に
は
、
民
が
創
意
工
夫
し
て
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
応
援

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
や
夢
が
実
現
し
て
い
く
環
境
を
つ
く
る
と
い
う
役
割
が
あ

る
。
三
百
五
十
万
の
横
浜
市
民
が
、
よ
り

一
層
誇
れ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
民
の

3⑨地域づくり2002年9月号

力
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

横
浜
か
ら
日
本
を
変
え
る
新
風
を
巻
き
起
こ
し
、
社
会
に
漂
う
閉
塞
感
を
吹
き

払
っ
て
い
く
決
意
で
あ
る
。



悶
胡
地
域
ブ
ラ
ン
ド
で

聞
川
臨
ま
ち
お
こ
し

日
本
総
合
研
究
所

ま
ち
・つ
く
り
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ク
ラ
ス
タ
|
長

金
子
和
夫

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

地
域
ブ
ラ
ン
ド
増
加
の
背
景

地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
増
加
し
て
い
る
背
景
と
し
て
は
、
安

全
、
健
康
と
い
っ
た
消
費
者
ニ

l
ズ
の
高
ま
り
、
安
価
な

海
外
商
品
の
流
入
、
宅
配
便
な
ど
の
物
流
革
命
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
通
信
革
命
が
挙
げ
ら
れ
る
。

@
安
全
、
健
康
芯
ど
の
消
費
者
二
!
ズ

安
全
、
簡
便
、
健
康
、
本
物
と
い
っ
た
消
費
者
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
各
種
食
品
の
産
地
表

示
な
ど
に
か
か
わ
る
不
祥
事
が
相
次
ぎ
、
消
費
者
が
産

地
表
示
に
敏
感
に
な
っ
た
結
果
で
あ
る
。
消
費
者
は
生

産
地
・
生
産
者
の
情
報
を
確
認
し
て
、
安
心
し
て
商
品

h 

-・ー

を
購
入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

@
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

こ
れ
ま
で
の
地
域
特
産
品
づ
く
り
は
、
大
規
模
な
産
地

を
形
成
し
、
大
量
生
産
、
安
定
供
給
、
品
質
の
向
上
を

図
り
な
が
ら
、
大
量
輸
送
手
段
を
通
じ
て
、
大
都
市
で
高

い
市
場
シ
ェ
ア
を
と
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
と
も
に
、
海
外
か
ら
安

価
な
商
品
が
流
入
し
て
、
価
格
競
争
に
は
勝
て
ず
、
付

加
価
値
を
付
け
た
商
品
し
か
生
き
残
れ
な
く
な
っ
た
。

@
宅
配
便
な
ど
の
物
流
革
命

宅
配
便
の
普
及
で
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
小
口
出
荷

や
低
温
輸
送
が
可
能
と
な
り
、
代
金
回
収
機
能
も
持
つ

ー‘'同

ー・-

圃・F

よ
う
に
な
っ

た
た
め
、
消
費
者
と
生
産
者
が
直
結
し
た

小
口
物
流
シ
ス

テ
ム
が
可
能
と
な
っ
た
。

。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
通
信
革
命

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
消
費
者
と
生
産
者
が
双
方
向

的
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
「
ワ
ン
・
ト
ゥ
・

ワ
ン
」
を
可
能
と
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
不
特
定
多
数

の
消
費
者
に
対
し
て
生
産
者
か
ら
流
通
業
者
を
経
て
、

一
方
的
に
情
報
を
送
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
は
、
最
新
か
つ
詳
細
な
情
報
を
短
時
間
に
処
理
し
、

顧
客
の
好
み
に
合
わ
せ
て
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
も
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
構
築
す
る
た
め
に
最
低
限

必
要
な
初
期
費
用
は
、
他
の
メ
デ
ィ
ア
と
比
べ
て
圧
倒

的
に
安
価
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
環
境
変
化
の
中
で
、
大
規
模
産
地
に
代

わ
っ
て
、
小
規
模
な
産
地
、
個
人
の
生
産
者
な
ど
が
、

全
国
を
相
手
に
商
売
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

産
地
問
・
地
域
聞
の
競
争
が
激
化
す
る

一
方
で
、
機
能

的
に
そ
れ
ほ
ど
違
い
が
な
い
商
品
同
士
が
競
い
合
い
、

消
費
者
が
イ
メ
ー
ジ
優
先
の
判
断
を
下
す
ケ

l
ス
が
増

加
し
て
い
る
。
そ
こ
で
生
産
地
は
地
域
イ
メ
ー
ジ
を
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
表
現
し
、
ア
ピ
ー
ル
を
強
め
る
こ
と

で
、
全
国
の
消
費
者
に
商
品
を
選
ん
で
も
ら
お
う
と
し

て
い
る
。

ブ
ラ
ン
ド
と
は
何
か

ブ
ラ
ン
ド
と
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
他
の
生
産
者

の
も
の
か
ら
区
別
す
る
た
め
に
、
商
品
に
つ
け
ら
れ
る

生
産
地
や
生
産
者
の
名
前
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
女
性

が
海
外
の
高
価
な
ブ
ラ
ン
ド
・
バ
ッ
グ
を
好
む
の
は
、

ーや

園"匝
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.. . 
そ
の
バ
ッ
グ
と
し
て
の
基
本
機
能
よ
り
も
、
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
名
前
や
、
使
用
し
て
い
る
有
名
人
の
イ
メ
ー
ジ
と

い
っ
た
情
報
価
値
に
魅
力
を
感
じ
、
そ
れ
を
持
ち
歩
く

こ
と
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
セ
ン
ス
を
自
己
表
現
で
き
る

周
辺
価
値
ま
で
含
め
て
、
購
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

@
ブ
ラ
ン
ド
の
=
一
大
機
能

ブ
ラ
ン
ド
に
は
大
き
く
三
つ
の
機
能
が
あ
る
。
第

一

の
機
能
は
そ
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
だ
れ
が
生
産
、
あ

消費者にとって
重要な価値

生産者や地域の情報
など追加的な価値

商品が持つ
基本的な価値

図@ブランドの価値図@ブランドの機能

特集=地域ブランド

-FCJ ill idIi f~ 
図@地域ブランドの価値

-E霊盟理・-・E目・・
る
い
は
提
供
し
て
い
る
か
、
と
い
う
「
出
所
表
示
機
能
」

で
あ
る
。
第
二
の
機
能
は
、
消
費
者
の
商
品
、
サ
ー
ビ

ス
の
品
質
に
対
す
る
期
待
を
保
証
す
る
「
品
質
保
証
機

能
」
で
あ
る
。
第
三
の
機
能
は
、
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
の
情
報
を
伝
達
し
て
、
消
費
意
欲
を
喚
起
す
る

「
情
報
伝
達
機
能
」
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
機
能
を
兼

ね
備
え
て
は
じ
め
て
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
い
え
る
。

@
ブ
ラ
ン
ド
の
三
つ
の
価
値

ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
は
、
商
品
の
基
本
的

な
価
値
で
あ
る
「
基
本
価
値
」
だ
け
で
は

な
く
、
ブ
ラ
ン
ド
が
も
た
ら
す
情
報
の
価

値
「
情
報
価
値
」
や
、
商
品
と
は
直
接
関
係

が
な
い
が
顧
客
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を

持
つ
価
値
「
周
辺
価
値
」
も
ブ
ラ
ン
ド
の
重

要
な
価
値
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
る
。
市

場
が
成
熟
し
、
商
品
の
基
本
価
値
レ
ベ
ル

で
の
差
別
化
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
中

で
、
消
費
者
は
商
品
が
も
た
ら
す
情
報
価

値
、
周
辺
価
値
に
対
し
て
よ
り
大
き
な
価

値
を
見
い
だ
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

@
ブ
ラ
ン
ド
の
効
果

商
品
名
に
ブ
ラ
ン
ド
名
を
つ
け
る
こ
と

で
、
生
産
者
に
明
ら
か
な
効
果
が
生
ま
れ

る
。
生
産
者
に
と
っ
て
は
、
商
標
権
な
ど

に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
特
徴
を
保
護
で

き
、
他
生
産
者
と
商
品
の
差
別
化
が
可
能

と
な
り
、
市
場
に
お
け
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が

明
確
に
な
り
、
競
争
相
手
に
対
す
る
優
位

性
を
確
保
で
き
、
値
引
き
販
売
を
避
け
る

生産地、生産者情|地域の風土やイメ
報など |ージなど

パッケージ、名前、|健康、安全、環境
生産地情報芯ど |問題砿ど

デザイン、職人砿|生活様式、価値観
ど |など

昧、鮮度など農水産物

昧、栄養価など加工食品

機能、価格など家具

• 

こ
と
が
で
き
る
。
長
期
的
に
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
の
高
い
顧

客
を
確
保
で
き
、
売
上
高
の
安
定
を
も
た
ら
し
、
利
益

率
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

@
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
は
何
か

商
品
の
基
本
価
値
に
、
情
報
価
値
、
周
辺
価
値
を
加

え
て
、
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

従
来
の
品
質
重
視
の
商
品
づ
く
り
か
ら
、
ブ
ラ
ン
ド
重

視
の
商
品
づ
く
り
へ
展
開
し
て
、
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
を

確
立
す
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
す
ま
す
厳

し
く
な
る
産
地
問
競
争
、
国
際
競
争
の
中
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
産
地
が
生
き
残
っ
て
い
く
う
え
で
進
め
ら
れ
る
製

品
差
別
化
戦
略
と
表
裏

一
体
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
る
の

が
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
で
あ
る
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
展
開
ポ
イ
ン
ト

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
開
発
・
育
成
・
確
立
す
る
た
め
に

は
、
地
域
に
こ
だ
わ
っ
た
商
品
づ
く
り
、
消
費
者
と
直

結
し
た
流
通
チ
ャ
ネ
ル
、
生
産
者
の
名
前
と
顔
と
思
い

を
伝
え
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
三
点
に
つ
い
て
、
以
下

の
よ
う
な
展
開
ポ
イ
ン
ト
を
検
討
す
る
と
よ
い
。

ー
一地
域
に
こ
だ
わ
っ
た

j
一商
品
"
つ
く
り

地
域
特
性
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
、
こ

こ
な
ら
で
は
の
商
品
テ

1
マ
を
創
造
す
る
と
と
も
に
、

商
品
化
に
当
た
っ
て
は
消
費
者
ニ

l
ズ
を
踏
ま
え
た
マ

ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
発
想
が
必
要
で
あ
る
。

@
地
域
特
性
の
掘
り
起
こ
し

商
品
そ
の
も
の
で
差
別
化
が
つ
き
に
く
い
こ
と
か

ら
、
地
域
特
性
を
う
ま
く
取
り
入
れ
た
商
品
づ
く
り
が

5⑨I由繊づくり2002年9月号



必
要
で
あ
る
。
地
域
の
自
然
、
歴
史
、
風
土
、
生
活
、

産
業
、
文
化
な
ど
の
地
域
資
源
を
見
つ
め
な
お
し
、

「
地
域
ら
し
さ
」
を
再
発
見
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
こ

な
ら
で
は
の
商
品
を
創
り
だ
す
こ
と
が
大
切
だ
。
横
須

賀
市
は
、
軍
港
の
歴
史
イ
メ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
ま
ち

ぐ
る
み
で
「
海
軍
カ
レ

l
」
を
売
り
出
し
て
い
る
。

@
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
発
想

か
つ
て
の
特
産
品
づ
く
り
は
、
生
産
者
の
論
理
で
作

れ
る
も
の
を
作
っ
て
き
た
た
め
、
消
費
者
に
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
商
品
も
多
数
見
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
の
特
産

品
づ
く
り
は
、
消
費
者
の
ニ

l
ズ
を
把
握
し
て
、
商
品

宮崎県認証

企
画
、
商
品
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
。

「
U
D
幻
・
に
い
が
た
」
は
新
潟
在
住
の
異
業
種
企
業

が
集
ま
り
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た
モ

ノ
づ
く
り
に
取
り
組
む
集
団
で
あ
る
。
高
齢
者
、
障
害

者
、
子
供
た
ち
が
暮
ら
し
ゃ
す
い
生
活
環
境
の
創
造
を

目
指
し
て
、
消
費
者
ニ

l
ズ
に
立
っ
て
、
新
潟
の
技
、

資
源
、
英
知
を
活
か
し
た
商
品
を
開
発
し
、
統

一
ブ
ラ

ン
ド
で
全
国
に
発
信
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

@
商
標
の
登
録

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
他
と
差
別
化
す
る
た
め
に
は
、
商

標
登
録
し
て
類
似
品
を
排
除
す
る
、
ま
た
真
似
さ
れ
な

....-

い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
宮
崎
県
は
、
農
産
物
の

商
品
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
「鮮

度
」
「
糖
度
」
「
安
全
性
」
な
ど
の
面
で

一
定
の
基
準
以

上
を
備
え
た
農
産
物
を
「
商
品
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
認

証
す
る
制
度
を
創
設
し
、
商
品
ブ
ラ
ン
ド
を
安
定
的
に

生
産
で
き
る
産
地
を
「
商
品
ブ
ラ
ン
ド
産
地
」
と
し
て

認
定
し
て
い
る
。

〉」
一消
費
者
と
直
結
し
た

，4
一流
通
チ
ャ
ネ
ル

地
域
ブ
ラ
ン
ド
商
品
は
、
基
本
的
に
は
大
産
地
や
大

企
業
と
競
合
し
な
い
「
す
き
間
(
ニ
ッ
チ
)
市
場
」
を
狙
う

た
め
、
地
産
地
消
や
、
直
接
販
売

シ
ス
テ
ム
な
ど
、
消
費
者
と
直
結

し
た
流
通
チ
ャ
ネ
ル
を
採
用
す

る
。

@
地
産
地
消
で
安
定
性
を
確
保

地
域
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
多
く

は
、
生
産
地
で
地
元
住
民
に
愛
さ

れ
て
き
た
「
地
産
地
消
」
商
品
が
多
い
。
地
元
に
安
定

し
た
需
要
が
あ
る
商
品
は
、
安
定
生
産
が
可
能
と
な
る
。

博
多
の
明
太
子
は
博
多
っ
子
が
愛
し
、
次
い
で
転
勤
族

や
出
張
族
を
通
じ
て
全
国
に
広
ま
っ
た
商
品
で
あ
る
。

現
在
も
、
有
名
な
ブ
ラ
ン
ド
は
、
博
多
で
販
売
す
る
こ

と
に
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、
全
国
出
荷
せ
ず
、
博
多
で
し

か
買
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
地
産
地
消
は
、
そ
こ
に
行

か
な
け
れ
ば
買
え
な
い
、
食
べ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
物

語
を
生
み
、
口
コ
ミ
で
広
が
り
、
観
光
客
を
誘
発
し
、

地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
。

@
参
加
体
験
施
設
で
フ
ァ
ン
づ
く
り

凋..  

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
る
た
め
に

は
、
生
産
地
に
参
加
体
験
施
設
を
整
備
し
て
、
見
て
、

触
れ
て
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
う

こ
と
も
大
切
だ
。
神
戸
市
は
、
閉
校
後
の
小
学
校
を
活

用
し
て
、
地
元
住
民
団
体
、
倒
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協

会
、
神
戸
商
工
会
議
所
と
共
同
で
、
観
光
客
、

一
般
市

民
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
「
神
戸
ブ
ラ
ン
ド
に
出
会
う

体
験
型
工
房
」
を
平
成
十
年
七
月
に
開
業
し
た
。
港
町

神
戸
の
ハ
イ
カ
ラ
文
化
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
「
神
戸
ブ
ラ

ン
ド
」
の
制
作
プ
ロ
セ
ス
を
公
開
、
来
館
者
は
制
作
も

楽
し
め
る
。
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
」
「
洋
菓
子
」

「
ベ
ー
カ
リ
ー
」
「
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
」
な
ど
地
元
神
戸

の
二
十
社
が
参
加
し
て
い
る
。

@
生
産
者
と
消
費
者
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
結
ぶ
直
接
販
売

シ
ス
テ
ム

地
域
ブ
ラ
ン
ド
商
品
は
、
た
く
さ
ん
の
情
報
を
伝
え

る
こ
と
が
カ
ギ
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
長
い

流
通
チ
ャ
ネ
ル
を
活
用
す
る
の
で
は
な
く
、
カ
タ
ロ
グ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
直
接
、
消
費
者
に
情

報
を
伝
達
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
消
費
者
が
フ
ァ
ン
に

な
れ
ば
、
そ
の
口
コ
ミ
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
き
、
市

場
を
拡
大
し
て
い
く
。
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
注
文
を
受
け
て
、
宅
配
使
で
直
販
・
代
金
回

収
を
す
る
。
直
接
、
生
産
者
と
消
費
者
が
結
び
つ
く
こ

と
で
、
消
費
者
の
感
想
や
ニ

1
ズ
も
伝
わ
り
、
生
産
者

に
と
っ
て
次
期
商
品
企
画
に
取
り
組
み
ゃ
す
く
な
る
。

3
一生
産
者
の
顔
と
名
前
と
思
い
を

，、
一伝
え
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

商
品
に
生
産
者
や
地
域
に
関
す
る
情
報
価
値
を
付
加

I也減づくり2002伺月号⑨6
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し
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
表
現
を
工
夫
し
て
、
消
費
者
に

直
接
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

@
商
ロ
聞
に
情
報
価
値
を
付
加

商
品
の
基
本
価
値
に
加
え
て
、
生
産
者
や
生
産
地
、

地
域
全
体
の
情
報
な
ど
の
情
報
価
値
を
伝
え
て
、
信
頼

や
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
さ
ら
に
消
費

者
の
自
然
環
境
に
対
す
る
意
識
や
、
ふ
る
さ
と
に
対
す

る
関
心
と
支
援
な
ど
の
心
情
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

で
、
商
品
の
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

@
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
表
現
戦
略

情
報
を
伝
え
る
広
告
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
な
ど
の
表
現
戦
略
が
重
要
で
あ
る
。
高
知

県
馬
路
村
の
ゆ
ず
飲
料
は
、
現
在
年
間
売
上
高
二
十
七

億
円
の
ヒ
ッ
ト
商
品
で
あ
る
が
、
山
村
の
少
年
を
描
い

特集=地域フランド
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た
パ

ッ
ケ

ー

ジ

、

ポ

ス

タ

ー

、

ー
シ
ヤ
ル
が
大
き
な
反
響
を
呼
ぴ
、
消
費
者
の
ふ
る
さ

と
志
向
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
馬
路
村
で
は
、
商
品

と
周
辺
の
印
刷
物
に
と
ど
ま
ら
ず
、
村
の
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
や
観
光
看
板
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
こ
の
デ

ザ
イ
ン
戦
略
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
馬
路
村
」

そ
の
も
の
を
消
費
者
お
よ
び
全
国
に
発
信
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
年
間
を
通
じ
て
デ
ザ
イ
ン
会
社
と
契
約
し

チ
ラ
シ
、

ダイレクトメール

インターネット

商品

図。地域ブランドのビジネスモデル

圃;

テ
レ
ビ
コ
マ

代金

一一一一砂:金の流れ…・……惨:情報の流れー園田4砂:物の流れ

て
、
「
馬
路
村
」
と
い
う
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
図
っ
て
い
る
。

t

・b・‘一ビ
ジ
ネ
ス

4
.
一モ
デ
ル
化

地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
は
、
商
品
づ
く
り
、
流
通
チ

ャ
ネ
ル
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

一
体
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
。
商
品
と
地
域
情
報
と
周
辺
的
な
価
値
を
つ
け
て
地

域
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
に
直
接

情
報
発
信
し
、
生
産
者
が
受
注
か
ら
加
工
・
物
流

・
代

金
回
収
ま
で
を
ト
ー
タ
ル
で
管
理
す
る
。
こ
の
こ
と
で
、

物
の
流
れ
、
情
報
の
流
れ
、
金
の
流
れ
を
生
産
者
が
し

っ
か
り
と
把
握
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
に
生
産
者
の

思
い
を
伝
え
、
生
産
者
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
が

完
成
し
、
消
費
者
の
意
見
や
要
望
を
直
接
受
け
止
め
る

こ
と
も
で
き
る
。

今
後
の
課
題

地
域
ブ
ラ
ン
ド
は
、
長
い
時
間
を
か
け
て
築
き
上
げ

た
、
生
産
者
や
生
産
地
の
貴
重
な
資
産
で
あ
る
。
こ
の

資
産
を
守
り
育
て
る
た
め
に
は
、
正
し
い
利
用
を
促
す

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
必
要
と
な
る
。
デ
ザ
イ
ン
、

販
売
促
進
ツ

l
ル
、
広
告
宣
伝
で
の
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
、

適
切
な
使
い
方
を
し
た
場
合
に
、
は
じ
め
て
ブ
ラ
ン
ド

の
価
値
が
高
ま
る
。
今
後
は
、
地
域
に
お
い
て
ブ
ラ
ン

ド
の
運
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
と
と

も
に
、
地
域
全
体
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
理
解
と
浸
透
を

図
る
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が

課
題
と
な
る
。

-唱h
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臨
少地l
生歪i
票暴
走害
呈T
番目Jレ
喜E♂、
廷の
経 z
曹長
話わ
率。
力主
言果
題

国
イ
ツ
に
は
6
平
の
地
ビ
l
凡

私
が
最
初
に
ビ

l
ル
造
り
を
思
い
立
っ
た
の
は
、
昭

和
六
十
二
年
の
夏
に
参
加
し
た
農
村
計
画
の
視
察
旅
行

後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
の
農
村
を
視
察
し
、
最
後
に

ド
イ
ツ
・
バ
イ
エ
ル
ン
州
食
料
農
林
省
と
の
共
同
研
究

発
表
の
た
め
、
小
さ
な
農
村
を
い
く
つ
か
訪
れ
た
と
こ

ろ
、
ド
イ
ツ
で
は
ど
の
農
村
で
も
ビ

l
ル
工
場
が
あ
り
、

そ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
地
元
の
ビ

l
ル
が
飲
ま
れ
て
い

た
。
そ
の
数
の
多
さ
は
も
と
よ
り
、
町
民
や
市
民
の
ほ

と
ん
ど
が
当
た
り
前
と
い
う
よ
り
、
意
識
し
な
い
で
町

の
ビ

l
ル
を
飲
ん
で
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
後
で
ド
イ

ツ
人
の
友
達
に
、
い
わ
ゆ
る
「
地
ピ

l
ル
」
を
ド
イ
ツ

語
で
何
と
い
う
の
か
聞
い
た
と
こ
ろ
け
げ
ん
な
顔
を
し

て
、
ビ
ー
ル
は

N
B
I
E
R
H
で
し
か
な
い
と
言
い
放

っ
た
彼
女
の
表
情
が
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
で
は
日
本
の
よ
う
に
全
国
展
開
し
て
い
る
ナ

シ
ヨ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
ビ

l
ル
メ
ー
カ
ー
は
ほ
と
ん
ど

存
在
せ
ず
、
中
小
零
細
メ
ー
カ
ー
が
供
給
し
て
い
る
が
、

都
市
部
を
含
め
る
と
、
そ
の
数
千
二
百
社
、
六
千
種
類

を
超
え
る
ビ

l
ル
が
あ
っ
た
。
一

八
七

一
年
、
ピ
ス
マ

ル
ク
に
よ
り
近
代
的
国
家
を
成
し
た
ド
イ
ツ
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
離
合
集
散
を
重
ね
、
地
方
自
治
、
地
方
の
権
力

『

が
絶
対
的
な
力
を
持
っ
て
い
た
。
現
在
で
も
一
九
九
一

年
、
東
西
統
合
後
の
十
四
の
州
に
は
、
完
全
な
自
治
権

が
与
え
ら
れ
、
地
域
ご
と
に
独
自
の
文
化
や
習
慣
が
あ

り
、
食
事
も
ビ

l
ル
も
独
自
の
味
が
受
け
継
が
れ
て
い

る
。

聞
の
会
組
織
通
し
地
元
と
阻
亘
理
解

今
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
ス
ロ
ー
プ

i
ド
運
動
」
の
本

質
を
併
せ
持
つ
、
そ
ん
な
ド
イ
ツ
国
民
が

地
元
の
ビ

l
ル
や
そ
の
歴
史

jt!J威づくり2002伺月号⑨8

オ
ホ
ー
ツ
ク
ビ
ー
ル
株
式
会
社
代
表
取
締
役

水
元
尚
也

づ
く
り
は
、
自
身
が
楽
し
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
結
果

と
し
て
地
元
還
元
経
済
を
担
い
、
地
元
経
済
の
自
立
を

促
し
、
よ
り
楽
し
く
暮
ら
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
あ
の
と

れ
ん

き
の
感
銘
が
ピ

l
ル
に
収
飲
さ
れ
た
と
い
え
る
。

や
が
て
、
ビ

l
ル
最
低
醸
造
量
が
六
十
キ
ロ
幻
へ
と
大

幅
に
緩
和
さ
れ
る
改
正
酒
税
法
が
六
年
に
施
行
さ
れ

た
。
同
年
三
月
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
ピ

l
ル
株
式
会
社
を
設

立
、
十
二
月
に
日
本
第

一
号
の
「
地
ピ

l
ル
」
製
造
免

ピルスナービール

に
誇
り
を
持
ち
、
何
世
紀
も

飲
み
続
け
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
、

平
成
元
年
「
北
見
地
域
開
発
研
究
会
」
を
設
立
。
そ
れ

を
出
発
点
に
、
原
料
調
達

・
醸
造
方
法
・
販
売
方
法
・

資
金
調
達
や
酒
税
法
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
地
元

主
張
型
ビ

l
ル
の
醸
造
販
売
の
研
究
に
着
手
し
、
模
索

し
始
め
た
。
幸
い
、
地
元
は
大
麦
・
小
麦
の

一
大
栽
培

地
と
し
て
恵
ま
れ
て
い
た
。
「
も
の
づ
く
り
を
止
め
る

と
地
域
は
や
が
て
滅
ん
で
い
く
」
と
歴
史
が
語
る
よ
う

に
、
地
元
で
栽
培
し
、
調
達
・
加
工
・
消
費
す
る
も
の

許
を
取
得
し
た
。
翌
年
に
は
醸
造
場
併
設
レ
ス
ト
ラ
ン

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
ピ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ

l
」
を
開
庖
し
、
そ

れ
以
来
、
毎
年
十
種
類
程
度
の
オ
l
ル
モ
ル
ト
ピ

l
ル

と
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
郷
土
料
理
を
提
供
し
て
い

る
。
千
三
百
人
か
ら
な
る
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
ビ

l
ル
友
の

会
」
組
織
を
通
し
て
、
地
元
民
と
の
相
互
理
解
を
深
め

て
い
っ
た
。
あ
く
ま
で
も
「
地
元
民
の
地
元
民
に
よ
る

地
元
民
の
た
め
」
の
ビ

l
ル
造
り
と
ピ

l
ル
文
化
の
創

-皿



造
が
私
た
ち
の
原
点
で
あ
る
が
、
ビ
ー
ル
製
造
に
あ
た

り
、
地
域
だ
か
ら
許
さ
れ
る
と
か
、
中
小
企
業
だ
か
ら

許
さ
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
ま
ね
事
で
は
な
い
、
本
当

の
い
い
も
の
、
や
は
り
世
界
的
な
基
準
を
目
指
さ
な
け

れ
ば
存
在
価
値
が
な
い
と
思
う
。

回
域
に
信
っ
た
関
空
加
工
が
賂
喜

そ
れ
に
は
麦
、
酵
母
と
い
っ
た
原
材
料
も
品
質
確
保

の
条
件
に
な
る
。
北
見
農
業
試
験
場
で
開
発
さ
れ
た

1
凶
は
園
調
明
週

「
北
育
問
号
」
、
現
在
「
り
ょ
う
ふ

-
-
f
¥唯
一

う
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
ビ

l
ル
用

且
闘
闘
a
FY

Y

日
二
条
麦
を
私
た
ち
で
は
採
用
し
て

・
2
圃
醐
一士

一

い
る
が
、
北
海
道
の
よ
う
な
積
雪

。
嬰
明

F

一
寒
冷
地
、
と
く
に
米
作
の
北
限
と

塑
E

一
一
い
わ
れ
て
い
る
北
見
地
方
で
も
高

、

対

積

一

川
一
品
質
の
評
価
を
得
て
お
り
、
冷
夏

4
U
U
H

万
一

の
年
で
あ
っ
て
も
比
較
的
安
定
し

掴
晶

a

E

F

A

i
は
d
'
阻

ぽ
一
た
収
穫
量
を
誇
っ
て
い
る
。
酵
母

{
JL
に
つ
い
て
は
、
世
界
で

一
番

霊

園
-
一
-
醸
麟
幽
圏

母
を
持
つ
ド
イ
ツ
の
酵
母
銀
行

「
ワ
イ
エ
ン
シ
ユ
テ
ィ
フ
ァ
ン
」
や
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
工
科

大
学
か
ら
種
酵
母
を
空
輸
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
の
が
地
元
の
北
海
道
糖
業
で
あ
る
。

私
た
ち
の
た
め
に
酒
母
免
許
を
取
得
し
て
い
た
だ
き
、

そ
こ
で
種
酵
母
か
ら
醸
造
酵
母
に
増
殖
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。
ま
た
、
ピ

l
ル
製
造
で
発
生
す
る
ピ

l
ル
糟
も

株
主
で
あ
る
畜
産
業
の
方
に
引
き
取
っ
て
も
ら
い
、
ビ

ー
ル
糟
を
食
べ
さ
せ
て
肥
育
し
た
牛
を
直
営
レ
ス
ト
ラ

ン
で
提
供
し
て
い
る
。
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か
つ
て
北
見
市
で
ピ

l
ル
祭
り
を
開
催
し
た
際
に
、

四
日
市
に
住
む
ド
イ
ツ
人
の
パ
ン
職
人
に
地
元
の
小
麦

で
パ
ン
を
作

っ
て
も
ら

っ
た
が
、
そ
の
と
き
彼
は
各
研

究
機
関
に
北
海
道
の
麦
に
関
す
る
デ

l
タ
を
取
り
寄

せ
、
分
析
し
て
い
た
。
こ
の
地
域
で
は
ハ
ル
ユ
タ
カ
、

ホ
ク
シ
ン
、
チ
ホ
ク
コ
ム
ギ
と
い
う
三
種
類
の
小
麦
が

つ
く
ら
れ
て
い
る
が
、
普
通
の
パ
ン
屋
さ
ん
が
中
強
力

粉
に
属
す
る
ハ
ル
ユ
タ
カ
が
い
い
と
言
う
中
で
、
職
人

さ
ん
の
分
析
に
よ
る
と
ド
イ
ツ
パ
ン
に
は
チ
ホ
ク
コ
ム

ギ
と
ホ
ク
シ
ン
を
半
分
ず
つ
交
ぜ
た
の
が
、
ち
ょ
う
ど

良
か

っ
た
そ
う
で
あ
る
。
実
際
に
、
ピ

l
ル
祭
り
で
は

毎
日
完
売
の
状
況
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
で
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
食
材
を
キ
チ

ッ
と
吟
味
し
て
加
工
す
る
技
術
が
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
の
地
域
は
農
産

物
・
水
産
物
に
し
て
も
素
材
だ
け
を
提
供
し
て
い
る
と

い
う
考
え
方
が
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
本
当
に

自
分
た
ち
の
良
さ
、
い
い
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
少

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
地
元
の
材
料
が
必

ず
し
も
す
べ
て
良
い
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
し
、
逆
に

悪
い
わ
け
で
も
な
い
の
だ
が
、
そ
の
地
域
に
合
っ
た
材

料
と
加
工
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。

ま
た
、
ビ

l
ル
製
造
に
関
す
る
技
術
と
、
そ
の
確
保

に
つ
い
て
も
重
要
な
課
題
と
考
え
て
い
る
。
私
た
ち
で

は
北
見
工
業
大
学
大
学
院
の
化
学
専
攻
の
者
や
東
京
農

業
大
学
出
身
者
を
採
用
し
た
が
、
実
際
に
北
見
工
業
大

学
で
は
化
学
、
電
気
の
学
生
は
地
元
に
定
着
し
な
い
の

が
実
態
で
、
就
業
の
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
少
な
い

な
が
ら
私
た
ち
は
そ
う
い
っ
た
人
材
を
留
め
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
る
が
、

元
の
大
学
で
卒
業
し
た
学
生
が
就
業
の
機
会
を
も
た
な

い
地
域
は
、
廃
れ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。
だ
か
ら
、

で
き
る
だ
け
産
業
の
芽
、
そ
れ
か
ら
派
生
す
る
よ
う
な

産
業
の
育
成
が
急
務
で
あ
る
か
と
思
う
。

や
は
り
地

回
見
市
で
の
シ
ェ
ア
印
%
を
目
指
す

現
在
、
日
本
に
は
二
百
六
十
社
を
超
え
る
地
ピ

l
ル

メ
ー
カ
ー
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
経
営
は
必
ず
し
も

順
調
で
は
な
い
。
少
量
生
産
に
よ
る
割
高
な
材
料
費
な

ど
の
経
費
問
題
、
大
量
生
産
の
ピ

l
ル
メ
ー
カ
ー
と
同

率
の
税
率
な
ど
、
少
量
生
産
に
は
不
利
な
規
制
の
厳
し

い
環
境
下
に
あ
り
、
実
際
に
、
地
ビ

l
ル
は
大
手
ビ
ー

ル
と
比
べ

二
倍

1
三
倍
の
価
格
で
売
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
は
、
ま
ず
飲
ん
で
い
た
だ
け

る
お
客
さ
ま
を
特
定
す
る
こ
と
で
販
売
経
費
を
抑
え
つ

つ
、
製
造
量
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
当
た
り
前
の
こ
と
で

あ
る
が
、
大
手
メ
ー
カ
ー
よ
り
個
性
的
で
お
い
し
い
ビ

ー
ル
造
り
に
徹
し
て
い
く
こ
と
が
現
状
に
お
け
る
最
善

策
と
考
え
て
い
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
を
含
め
現

在
の
シ
ェ
ア
は
北
見
市
内
で
三
%
で
あ
る
が
、
目
標
と

し
て
シ
ェ
ア
五
O
%
を
目
指
し
た
い
。

幸
い
、
私
た
ち
の
ピ

l
ル
は
、
「
や
は
り
オ
ホ
ー
ツ

ク
ビ

l
ル
は
美
味
い
」
と
地
元
の
人
か
ら
も
お
褒
め
を

頂
戴
し
て
い
る
し
、
日
本
の
ピ

l
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
の

金
賞
受
賞
、
イ
ギ
リ
ス
で
出
版
さ
れ
て
い
る

ρ

ポ
ケ
ッ

ト
・
ピ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
H

で
三
ツ
星
を
い
た
だ
い
た
こ

と
を
誇
り
に
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
。
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園

②
東
京
都
大
田
区

「
大
田
ブ
ラ
ン
ド
」
を
世
界
に
発
信

脱
下
請
け
型
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
目
指
す

大
田
区
は
フ
ル
セ
ッ
ト
型
高
度
加
工
技
術
の
集
積
地

と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
多
品
種
、
少
量
、
短
納
期

で
つ
く
り
出
さ
れ
る
製
品
は
、
高
密
度
、
高
精
度
で
、
世

界
で
も

一
目
置
か
れ
る
ほ
ど
の
技
術
力
を
誇
っ
て
き
た
。

つ
く
り
出
さ
れ
る
製
品
そ
の
も
の
が
「
大
田
ブ
ラ
ン

ド
」
で
あ
っ
た
。

四
ら
ぐ
屋
白
書
の
量
産
業

日
本
の
製
造
業
を
支
え
て
き
た
大
田
区
の
町
工
場

は
、
昭
和
五
十
八
年
の
ピ

l
ク
時
に
は
九
千
を
超
え
て

い
た
。
現
在
は
、
六
千
を
割
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。大

田
区
工
業
の
基
礎
は
、
得
意
と
す
る
専
門
技
術
に

特
化
し
、
高
精
度
な
加
工
を
す
る
中
小
零
細
企
業
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
て
き
た
。

多
く
の
工
場
は
、
「
い
か
に
つ
く
る
か
(
ぎ
要
件
。
)
」

と
い
う
職
人
芸
に
秀
で
て
い
る
が
、
「
何
を
つ
く
る
か

(
名
町
巳
含
)
」
と
い
う
目
的
意
識
が
乏
し
い
た
め
、
ニ

ー
ズ
の
把
握
や
市
場
動
向
を
見
る
こ
と
が
苦
手
で
あ

る
。
親
企
業
の
注
文
ど
お
り
に
加
工
し
、
生
産
増
強
に

励
み
、
設
備
を
拡
充
し
て
き
た
。

し
か
し
、

一
九
八

0
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
大
手
企
業

の
生
産
拠
点
の
海
外
移
転
は
、
大
田
区
の
製
造
業
に
か

つ
て
な
い
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

司・

. 
ー'ー

東
南
ア
ジ
ア
で
金
型
と
い
え
ば
、
「
大
田
区
」
を
指

す
よ
う
に
、
金
型
は
大
田
区
の
い
わ
ば
地
場
産
業
と
も

い
え
る
業
種
で
あ
り
、
「
大
田
区
ブ
ラ
ン
ド
」
そ
の
も

の
で
あ
っ
た
。
区
内
の
金
型
業
者
は
、
簡
単
な
図
面
か

ら
精
巧
で
耐
久
性
の
あ
る
型
を
設
計
・
製
造
し
て
き
た
。

金
型
は
工
業
製
品
を
量
産
す
る
と
き
に
欠
か
せ
な
い

部
品
の
型
枠
で
あ
る
。
自
動
化
し
た
加
工
機
で
つ
く
ら

れ
る
が
、
入
力
す
る
デ
l
タ
や
設
計
図
面
は
、
長
年
培

わ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
各
社
の
企
業
秘

密
だ
。
そ
れ
が
今
、
海
外
に
流
出
し
て
い
る
。

製
造
技
術
・
技
能
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
、
現
地
企
業
に
漏

れ
、
大
き
な
競
争
力
低
下
に
直
結
し
か
ね
な
い
深
刻
な

事
態
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
で
は
、

C
A
D
/

C
A
M
(
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
支
援
設
計
・
製
造
)
に
よ

っ
て
自
動
加
工
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
熟
練

を
要
す
る
加
工
技
術
が
入
り
込
む
余
地
が
な
い
。

日
本
の
製
造
業
を
支
え
続
け
て
き
た
「
陰
の
主
役
」

で
あ
り
、
も
の
づ
く
り
日
本
の
競
争
力
の
源
で
あ
る
金

型
。大
田
ブ
ラ
ン
ド
「
金
型
」
は
、
厳
し
い
状
況
の
中
で

ど
う
生
き
延
び
て
い
く
の
か
。

固

ノ
テ
ワ
で
息
吹
き
返
す
町
工
場
事

大
田
区
に
は
外
国
は
も
と
よ
り
、
囲
内
各
地
か
ら
た

内産大
業団

田 振区
興産

~，吾 課業
1昌 長経

義 喜

く
さ
ん
の
人
び
と
が
訪
れ
る
。
政
府
や
自
治
体
、
企
業

経
営
者
グ
ル

ー
プ
、
各
種
工
業
団
体
、
そ
し
て
大
学
な

ど
学
校
関
係
者
が
多
い
。
区
内
の
工
場
を
見
た
こ
れ
ら

の
人
た
ち
は
、
大
田
区
の
技
術
・
技
能
を
称
賛
し
、
帰

っ
て
い
く
。
日
本
の
お
家
芸
の
金
型
な
ど
、
比
較
的
付

加
価
値
の
高
い
金
属
加
工
分
野
で
、
区
内
企
業
が
技
術

力
で
異
彩
を
放
ち
、
生
き
生
き
し
て
い
る
姿
を
目
の
当

た
り
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。

長
い
不
況
と
、
産
業
の
空
洞
化
は
、
大
田
区
の
製
造

業
を
「
脱
下
請
け
型
」
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
へ
の
道

に
目
覚
め
さ
せ
た
。

特
殊
シ
リ
ン
ダ
ー
に
特
化
し
て
、
数
々
の
特
許
や
実

用
新
案
を
取
得
し
、
「
取
引
先
か
ら
問
題
解
決
型
企
業

と
呼
ば
れ
る
」
典
型
的
な
開
発
型
メ
ー
カ
ー
南
部
。
紙

幣
計
算
機
、
焼
肉
の
煙
の
吸
引
機
、
歯
科
用
吸
引
機
な

ど
に
使
わ
れ
る
小
型
真
空
ポ
ン
プ
の
開
発
製
造
の
三
津

海
製
作
所
。
日
進
精
機
は
、
創
業
当
時
か
ら
技
術
志
向

が
強
く
、
リ
フ
レ
ク
タ

l
金
型
の
製
造
技
術
を
持
つ
。

「
自
分
た
ち
で
価
格
を
決
め
ら
れ
る
商
品
を
持
と
う
」

を
合
言
葉
に
、
数
値
デ
ー
タ
を
入
力
す
る
だ
け
で
金
属

パ
イ
プ
を
思
い
ど
お
り
の
形
に
立
体
加
工
で
き
る
装
置

で
あ
る

C
N
C
パ
イ
プ
ベ
ン
ダ
ー
を
開
発
し
た
。

へ
ら

絞
り
技
術
で

H

2
ロ
ケ
ッ
ト
の
補
助
エ
ン
ジ
ン
の
先
端

部
分
か
ら
、
液
化
天
然
ガ
ス
の
圧
縮
用
圧
力
容
器
な
ど
、
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特
殊
な
部
品
の
製
造
注
文
に
応
じ
て
き
た
北
嶋
絞
製
作

所
。
次
世
代
の
産
業
基
盤
を
支
え
る
技
術
H

ナ
ノ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
、
高
精
度
の
金
型
加
工
向
け
な
ど
に
、

ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
レ
ベ
ル
の
超
精
密
旋
盤
を
開
発
し
た
ナ

ノ
。
ボ
ー
ル
ネ
ジ
を
使
っ
て
ナ
ノ
レ
ベ
ル
の
位
置
決
め

技
術
を
開
発
し
た
ケ
l
エ
ス
エ
ス
:
・
、
既
に
区
内
に
は

ナ
ノ
テ
ク
で
息
を
吹
き
返
す
元
気
印
の
町
工
場
ま
で
出

て
き
て
い
る
。

南

改
革
の
嵐
の
中
で
、
生
き
残
り
を
か
け
た
最
後
の
ハ
ー

ド
ル
に
向
か

っ
て
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
た
。

そ
の
第

一
条
件
は
、
蓄
積
し
て
い
る
技
術
力
を
生
か

し
、
よ
り
高
度
な
独
自
技
術
を
確
立
さ
せ
、
そ
れ
を
も

と
に
高
付
加
価
値
の
製
品
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
だ
。

も
は
や
横
並
び
の
技
術
・
技
能
で
は
仕
事
は
こ
な

い
。
絶
望
的
な
価
格
競
争
が
待

っ
て
い
る
だ
け
だ
。

「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
技
術
」
は
、
不
況
下
で
も
元
気
印
の

こ
れ
ら
の
区
内
企
業
が
つ
く
り
出
す
製
品
・
技
術
は
、

大
田
区
の
企
業
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
「
大
田
ブ
ラ
ン

ド
」
と
言
え
る
。
他
社
に
ま
ね
の
で
き
な
い
技
術
で
生

き
残
り
、
な
お
創
意
工
夫
と
戦
略
で
勝
ち
組
と
い
わ
れ

て
い
る
企
業
が
、
区
内
に
は
た
く
さ
ん
存
在
し
て
い
る
。

特集=地域ブランド

固
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
型
の
製
品
づ
く
り
へ

長
い
不
況
に
耐
え
て
き
た
大
田
区
の
町
工
場
。
構
造

町
工
場
の
代
名
詞
と
な

っ
て
い
る
。

第
二
に
、
徹
底
し
た
多
品
種
、
少
量
、
短
納
期
生
産

に
切
り
替
え
る
。
こ
の
よ
う
な
形
を
確
立
で
き
れ
ば
、

そ
れ
自
体
が
競
争
力
に
な
る
。

第
三
に、

「
脱
下
請
け
」
を
よ
り
進
め
る
こ
と
だ
。

持
ち
得
る
技
術
・
技
能
を
生
か
し
、
顧
客
が
満
足
す
る

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
l
型
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
を
つ
く
る
こ

と
で
あ
る
。

聞
を
つ
く
り
、
ど
う
売
る
か

中
小
企
業
が
集
積
す
る
大
田
区
は
、
マ
ニ
ユ
フ

ア
ク

チ
ャ
リ
ン
グ
ミ
ニ
マ
ム
と
い
う
べ
き
基
礎
的
な
工
業
生

産
機
能
の
維
持
を
、
よ
り
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
現
在
地
で
の
操
業
継
続
の
難
し
さ
を
解
決
し
、

後
継
者
へ
継
承
す
る
経
営
環
境
整
備
も
重
要
で
あ
る
。

大
田
区
で
は
、
区
内
中
小
企
業
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
ソ
フ
ト
支
援
策
を
講
じ
て
き
た
。
そ
の

一
つ
と
し
て

大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ

(
p
i
O
)
が
あ
る
。
異
業
種
交

流
の
中
心
的
拠
点
と
し
て
設
置
し
た
も
の
で
あ
り
、
都

の
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
機
関
と
大
田
区
の
産
業
支
援
機
関

を
合
体
さ
せ
、
中
小
企
業

へ
の
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。
「
い
か

に
つ
く
る
か
」
を

「何
を
つ
く
り
、
ど
う
売
る
か
」
に

転
換
、
零
細
製
造
業
の
弱
点
を
い
か
に
補
完
す
る
か
と

い
う
方
策
に
力
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
新
製
品
・
新
技
術
へ
の
開
発
支
援
は
、
今

後
の
大
き
な
部
分
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
現
状
の
策

を
再
検
討
し
、
よ
り
開
発
意
欲
の
高
い
企
業
の
掘
り
起

こ
し
と
育
成
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

日
本
が
得
意
と
す
る
も
の
は
、
熟
練
技
能
を
生
か
し

先
端
的
な
開
発
に
結
び
つ
け
る
総
合
的
な
技
術
で
あ

る
。
区
内
中
小
企
業
は
、
こ
の
得
意
分
野
で
生
き
延
び

て
き
た
。
今
後
、
中
小
企
業
を
中
心
と
し
た
新
し
い
国

際
分
業
体
制
を
築
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
中
で
、
大
田

区
の
工
業
は
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
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わ
れ
わ
れ
の
グ
ル

ー
プ
は
大
げ
さ
に
言
う
と
、
「
新

潟
・
佐
渡
を
世
界

一
の
エ
コ

ラ
ン
ド
に
し
よ
う
」
と
い

う
壮
大
か
つ
夢
の
よ
う
な
考
え
を
持
ち
始
め
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
地
方
の
活
力
が
大
切
で
あ
り
、
異
業
種
が

力
を
合
わ
せ
、
夢
に
向
か
っ
て
知
恵
を
絞
る
こ
と
が
今

の
世
の
中
の

一
つ
の
答
え
か
と
考
え
て
い
る
。

固
コ
ロ
ジ
l
を
U
D

の
震
に

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
夢
を
持
ち
始
め
た
か
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
幻
に
い
が
た
(
以
下

U
D

幻
)
は
、
新
潟
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
企
業
九
社

が
集
ま

っ
て
平
成
十
二
年

一
月
に
発
足
、
現
在
十
四
社

が
集
結
し
て
い
る
。

新
潟
に
は
日
本

一
の
商
品
や
技
術
を
誇
る
企
業
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
し
か
し
、
新
潟
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
他
の

地
域
か
ら
見
る
と
昔
か
ら
現
在
ま
で
相
変
わ
ら
ず
「
雪」

「
米
」
「
酒
」
の
三
つ
に
絞
ら
れ
て
い
る
。
企
業
が
ど
ん

な
に
頑
張
っ
て
も
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
く
つ
が
え
す
こ

と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
考
え
た
の
が
、
い
ろ
い
ろ
な
企

業
が
集
ま
れ
ば
大
き
な
パ
ワ
ー
が
生
ま
れ
る
し
、
こ
の

パ
ワ

l
で
新
潟
の
す
ば
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

異
な
っ
た
業
種
の
パ
ワ
ー
を
結
集
す
る
に
は
、
各
企

業
が
有
機
的
に
つ
な
が
り
、
納
得
で
き
る
テ

l
マ
づ
く

司.. 

• 

り
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の
も
の
づ
く

り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」

(
以
下

U
D
)
を
取
り
上
げ
、
共
通
の
認
識
の
基
に
勉

強
す
る
こ
と
を
こ
の
会
合
の
目
的
と
し
た
。
一

口
に

U

D
と
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
考
え
が
あ
る
の
で
、
東
京

の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
総
合
研
究
所
の
赤
池
学
所

長
の
考
え
を
根
幹
理
念
と
し
た
。
所
長
の
考
え
方
は
、

子
供
た
ち
に
千
年
の
後
も
こ
の
緑
の
地
球
を
残
す
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

一
般
的
に

U
D
と
は
年
齢
・
性
別
を
超
え
て
さ
ま
ざ

ま
な
人
に
使
い
や
す
い
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
ど
ん
な
に
使
い
や
す
い
便
利
な
商
品
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
製
造
プ
ロ
セ
ス
上
、
有
害
な
物
質
や
大
量
の
廃
棄

物
を
排
出
し
た
り
し
て
は
、
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
」
と
は
言
え
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
ん
な
考
え
を

U

D
の
概
念
に
盛
り
込
む
こ
と
に
し
た
。

発
足
か
ら
半
年
間
は
毎
月
、

U
D
の
勉
強
会
を
そ
の

後
は
各
社
の
工
場
見
学
会
や
講
演
会
な
ど
に
参
加
し
、

現
在
も
こ
れ
を
続
け
て
い
る
。
U
D
幻
の
大
き
な
特
長

は
、
民
間
企
業
が
中
心
に
な
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
る

点
に
あ
り
、
新
潟
大
学
の
先
生
や
各
地
の
専
門
家
か
ら

講
演
を
受
け
る
も
の
の
、
行
政
か
ら
の
人
的
支
援
は
今

の
と
こ
ろ
受
け
て
い
な
い
し
、
金
銭
的
な
援
助
を

一
銭

も
受
け
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
次
回
の
日
程
や
場

U
D
幻
固に
い
が
た
士
事
務
局
代
表
幹
事

秋
元
幸
平

所
、
内
容
な
ど
す
べ
て
自
主
運
営
で
決
定
し
て
お
り
、

こ
の
会
に
強
制
力
は
何
も
な
い
し
、
定
例
会
へ
の
出
席

や
展
示
会
に
参
加
す
る
か
は
各
企
業
の
意
思
次
第
と
な

る
。
と
な
る
と
、
「
U
D
n
の
会
合
に
出
席
す
る
と
、

何
か
得
る
も
の
が
必
ず
あ
る
」
と
会
員
に
思
っ
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
各

企
業
が
興
味
を
持
つ

よ
う
な
話
題
を
常
に
集
め
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
幹
事

と
し
て
大
変
苦
労

U
D
引
・に
い
が
た
が

¥
ザ

-xfe

目
指
す

¥
品
〆
・・
¥

2
4

し
て
い
る
。

ク
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

一
間
一
一
端
一

.

.
 ノ

宮
蜘

¥

/

k
薗

.

/

住

¥

.F/車
¥

今
年
の
四
月
か

.¥¥.、¥¥.、¥.、.

/し
h~
.~-
(

ら
U
D
紅
の

2ホ
l

隆
闘
・
・
前

脚

Jh
叡
F

--E胸劃幽
・
・
.
一
唯
舵
お

~
・
・
語
圏
掴
幽
・
・

ム
ベ

l
ジ
を
立
ち

4
匝
也
-
F・・・
制介。

¥a幽
・
司

上
げ
た
。
こ
れ
は

/

)

.・
ゾ

-

¥

l

/

・
、
ン
ム
/

各
社
の

U
D
に
対

w

•• 
「

附
峨
J

一一空

川副

/
協
と
・'
f-工鵠と

す
る
意
識
を
高
め
川
明

戸
、

.. ・
Mq正.・

る
こ
と
に
つ
な
が
川
叫

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
は
会
社
を
代
表
す

る
広
告
塔
と
な
る
。
各
社
の
経
営
陣
か
ら
も

U
D
に
関

す
る
認
識
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
、
ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
を
通

じ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

園
か
ゆ
と
ス
プ
ー
ン

こ
こ
で
、

U
D
n
が
共
同
開
発
し
た
代
表
的
な
事
例
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を
紹
介
し
た
い
。
こ
の
組
織
の
目
標
と
し
て
は
、

「
グ

ル
ー
プ
と
し
て

一
年
に
最
低

一
つ
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
商
品
を
開
発
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
し
て
お
り
、

い
ろ
い
ろ
成
果
も
上
げ
て
い
る
。

平
成
十
二
年
十
月
、
お
せ
ん
ぺ
い
屋
の
亀
田
製
菓
と

ス
プ
ー
ン
屋
の
青
芳
製
作
所
が
共
同
で
飲
み
込
み
ゃ
す

い
お
か
ゆ
と
そ
の
お
か
ゆ
を
す
く
い
や
す
い
ス
プ
ー
ン

を
開
発
し
た
。

食
品
会
社
と
金
属
製
品
会
社
は
普
通
結
び
つ
く
チ
ャ

ン
ス
は
あ
り
得
ず
、
こ
れ
ま
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
別
々
に

研
究
し
て
き
た
。
し
か
し
、
お
年
寄
り
ゃ
障
害
者
な
ど

口
が
聞
き
に
く
く
、

一
度
に
多
く
飲
み
込
め
な
い
と
い

っ
た
飲
み
込
み
が
困
難
な
人
が
食
事
を
取
る
と
き
、
両

方
の
商
品
を
同
時
に
使
う
も
の
で
あ
る
。
「
だ

っ
た
ら
、

同
時
に
開
発
し
よ
う
。
営
業
範
囲
も
二
倍
に
な
る
し
、

セ
ー
ル
ス
ト

l
ク
的
に
も
分
か
り
ゃ
す
い
商
品
の
提
案

に
な
る
」
と
の
共
通
の
認
識
の
も
と
で
、
お
互
い
の
不

利
益
に
な
る
こ
と
は
全
く
な
く
、
共
同
開
発
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
コ
ン
セ
プ
ト
は

U
D
で
あ

る
。

四
酢
農
活
栽
培

成
果
の
二
つ
目
が
、
米
酢
を
つ
く

っ
て
い
る
石
山
味

噌
醤
油
と
新
潟
大
学
と
の
共
同
研
究
と
し
て
の

「黒
酢

農
法
栽
培
」
で
あ
り
、

三
年
春
、

U
D
幻
の
会
合
で
発

表
さ
れ
た
。
こ
の
研
究
は
、
米
栽
培
に
米
か
ら
つ
く

っ

た
黒
酢
を
農
薬
と
し
て
使
う
と
い
う
非
常
に
分
か
り
ゃ

す
い
循
環
型
の
減
農
薬
農
法
で
あ
る
。
食
に
関
す
る
不

安
感
が
高
ま

っ
て
い
る
中
、
酒
造
メ
ー
カ
ー
の
朝
日
酒

特集=地域フランド

造、

米
菓
の
亀
田
製
菓
、

パ
ッ

ク
も
ち
の
き
む
ら
食
品
、

パ
ッ
ク
ご
飯
の
佐
藤
食
品
、
新
潟
県
総
合
生
協
が
興
味

を
示
し
た
。
黒
酢
を
成
育
中
の
稲
に
散
布
す
る
と
生
長

が
促
さ
れ
、
農
薬
の
使
用
が
大
幅
に
減
り
、
食
味
も
増

す
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
効
果
に
着
目
し
試
作
し
た
と
こ

ろ
、
質
の
よ
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
誕
生
と
な
り
、
き
む
ら

屋
の
も
ち
、
新
潟
県
総
合
生
協
の
食
用
米
の
ほ
か
、
お

に
ぎ
り
、
酒
の
新
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
な
が

っ
た
。
さ
ら
に
、

ゼ
ネ
コ
ン
の
提
案
で
、
栽
培
を
佐
渡
の
棚
田
ま
で
広
げ
、

耕
作
面
積
を
大
幅

に
広
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。
米
菓
子

な
ど
の
原
材
料
に

売
り
込
ん
で
、
新

潟
の
特
産
品
づ
く

り
を
展
開
中
で
あ

る
。一

般
的
に
は
、

食
の
素
材
を
同
業

者
同
士
が
検
討
し

合
う
こ
と
は
今
ま

で
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
黒

酢
農
法
栽
培
を
き

っ
か
け
に
減
農
薬
米
に
関
し
て
同
業

者
が
勉
強
会
を
聞
き
な
が
ら
、

意
見
交
換
を
し
、
最
終

的
に
販
売
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

四
濃
を
エ
コ
ラ
ン
ド
に

新
潟
県
は
佐
渡
島
を
か
か
え
て
お
り
、
こ
の
佐
渡
を

エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
に
し
よ
う
と
す
る
構
想
を
今
、
考
え

て
い
る
。

佐
渡
は
日
本
で
二
番
目
に
大
き
な
島
で
、
第

ら
第
三
次
産
業
ま
で
す
べ
て
そ
ろ

っ
て
お
り
、
大
き
さ

と
い
い
、
人
口
と
い
い
、
歴
史
や
文
化
な
ど
最
高
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
つ
島
で
あ
る
。

何
と
い

っ
て
も
、
佐
渡
に
は
自
然
破
壊
の
犠
牲
と
な

っ
た
絶
滅
す
前
の
ト
キ
が
い
る
。
そ
の
ト
キ
を
向
然
に

帰
す
た
め
に
は
減
農
薬
農
法
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

減
農
薬
に
よ

っ
て
、
田
畑
に
ド
ジ
ョ
ウ
や
小
魚
が
増
え
、

ト
キ
の
え
さ
に
な
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
佐
渡
で
作
っ
た
減
農
薬
米
を
買
っ

て
売
る

こ
と
も
で
き
る
し
、
佐
渡
の
地
元
雇
用
な
ど
に
も
つ
な

が
る
米
飯
工
場
を
造
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

会
員
の
暖
房
機
器
メ
ー
カ
ー
、
家
庭
電
化
製
品
メ
ー

カ
ー
、
寝
具
メ
ー
カ
ー
、
ゼ
ネ
コ
ン
、
八
ム
園
遊
具
メ
ー

カ
ー
な
ど
各
社
が
、

二
十

一
世
紀
に
向
か

っ
て
環
境
問

題
を
具
体
的
に
検
討
し
、
い
ろ
い
ろ
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
エ

コ
ア
イ
ラ
ン
ド
に
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

夢
を
持

っ
て
い
る
。

た
だ
、

U
D
幻
開
発
商
品
の
統

一
ブ
ラ
ン
ド
の
策
定

に
つ
い
て
は
、
参
加
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
上
場
企
業
の
中

に
自
社
ブ
ラ
ン
ド
だ
け
で
十
分
と
の
意
見
が
あ
り
、
現

在
の
と
こ
ろ
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
な

っ
て
い
る
。

最
終
的
な
目
的
は
、
新
潟
そ
し
て
佐
渡
が
世
界

一
の

エ
コ
ラ
ン
ド
と
し
て
立
ち
上
が
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
世
界
中
の
環
境
問
題
に
直
面
し
て
い
る
人
た
ち
が

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
の
答
え
を
見
つ
け
る
た
め
に
、

こ
の
土
地
を
訪
れ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

次
か
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④
福
井
県
丹
南
地
区

陶
器
な
ど
4
業
種
が
「
新
・
越
前
屋
」
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

見
え
始
め
た
商
晶
作
り
へ
の
目
的
意
識

閉
塞
感
増
す
地
場
産
地

「
新
・
越
前
屋
」
の
取
り
組
み
も
四
年
目
に
さ
し
か
か

っ
た
。
こ
の
間
、
政
治
の
世
界
も
経
済
の
状
況
も
良
い

手
立
て
が
見
つ
か
ら
ぬ
ま
ま
、
疲
労
感
や
消
失
感
が
深

ま
る
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
の
中
、
伝
統
的
工
芸
品
の
お

か
れ
る
環
境
は

一
層
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
工
芸
は
本

来
、
人
の
生
活
を
豊
か
に
快
適
に
し
て
く
れ
る
生
活
用

品
の
生
産
行
為
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て、

生
活
の
場
で

必
要
と
さ
れ
、
使
わ
れ
、
次
の
も
の
づ
く
り
へ
と
創
意

工
夫
さ
れ
る
循
環
の
中
で
、
地
域
特
有
の
素
材
・
技
法
・

価
値
を
は
ぐ
く
み
地
域
経
済
の
活
力
と
な

っ
て
き
た
。

物
不
足
の
と
き
を
過
ぎ
、

高
度
成
長
期
か
ら
低
成
長

期
へ
と
、

「洋
風
化
・
合
理
化
・
簡
便
化
」

へ
の
憧
れ

を
軸
と
し
て
、
多
様
な
消
費
体
験
を
積
ん
だ
生
活
者
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
激
変
し
続
け
た
。
産
地
は
変
化
か

遊
離
し
、
大
量
に
売
り
や
す
民
協
同一品
戸
棚
臼
慣
的
も
の

/

、

1
2
1
1
6

づ
く
り
に
終
始
し
、
時
低
位
流
れ
に
取
り
残
司
札
、
佐
生

i
'
n岨
『

『

F

産
の
場
と
化
し
て
い

っ
た
。

JF''
ー'付
I
F貯

そ
の
よ
う
な
傾
向
に
正

常

つ

ぷ

札

成
三

年
の
、バ
ブ
ル
崩
壊
で
あ
っ
た
。

婦
で
に
地
場
雇
地
ーは
生

活
文
化
と
し
て
の
工

2
2
1Wで本
ザ

拠
点
で

は
な
く
、

量
で
動
く
ギ
フ
ト
市
場
と
化
し
て
い
人
』O

そ

司

の
儀
礼
的
ギ
フ
ト
も
激
減
し
、
低
価
格
品
生
産
の
た
め

海
外
生
産
移
行
な
ど
に
よ
る
複
合
的
現
象
で
、
産
地
と

し
て
の
地
場
の
閉
塞
感
は
全
国
的
規
模
で
深
刻
さ
を
増

す
ば
か
り
と
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
重
た
い
課
題
を
抱
え
た

「伝
統
的
工
芸

品
産
地
広
域
交
流
対
策
事
業
」
補
助
金
事
業
と
し
て
十

一
年
の
春
、

「新
・
越
前
屋
」
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

回
想
を
超
え
る
民
社
が
参
加

I也減づくり2002年9月号⑨14

東
京
生
活
研
究
所
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

(新

越

前
屋
ト
ー
タ
ル

コ

デ

イ

ネ

卜

担
当
)

山
田
節
子

の
成
果
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

か
つ
て
、
粗
食
で
あ

っ
た
そ
ば
が
、
い
ま
や
、
飽
食

時
代
の
本
物
志
向
・
こ
だ
わ
り
志
向
の
代
表
格
と
し
て

ぜ
い
た
く
食
に
な

っ
て
い
る
。
福
井
の
人
た
ち
も
越
前

そ
ば
に
は
誇
り
が
あ
り
、
越
前
焼
を
作
る

一
人
ひ
と
り

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
う
ん
ち
く
が
あ
る
。
時
代
の
こ
だ
わ

り
イ
コ
ー
ル
越
前
焼
を
つ
く
る
人
の
こ
だ
わ
り
で
あ

り
、
生
活
実
感
を
伴

っ
た
商
品
開
発
の
手
法
を
体
得
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な

っ
た
。
女
性
事
務
局
長
を
中
心

に
、
そ
こ
で
培

っ
た
力
が
そ
の
後
の
結
束
力
や
開
発
力

に
反
映
さ
れ
、

今
日
に
続
い
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
結
果
を
期
待
し
て
集
ま

っ
た
人
の
数
が

多
す
ぎ
て
、
収
拾
の
つ
か
ぬ
こ
と
は
予
測
さ
れ
た
が
、

各
事
務
局
で
抱
え
る
問
題
の
温
度
差
を
も
含
め
て
、
初

年
度
事
業
は
、
時
代
の
変
化
を
産
地
の
多
く
の
人
が
把

握
す
る
た
め
の
勉
強
会
に
主
眼
を
置
く
こ
と
と
し
た
。

回
代
間
」
を
テ
l
マに

人
件
費
の
高
い
日
本
で
作
ら
作
る
も
の
の
コ
ス
ト
は



必
然
的
に
高
く
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
国
の
伝
統
的
美

意
識
の
精
神
と
技
術
に
は
ず
ば
抜
け
た
も
の
が
あ
る
。

今
、
洋
風
化
さ
れ
た
日
常
の
中
で
育
っ
た
日
本
の
若
者

の
心
を
と
ら
え
て
い
る
の
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
感
覚
で
の

「
現
代
和
」
で
あ
る
。
シ
ン
プ
ル
で
モ
ダ
ン
な
和
の
ス

タ
イ
ル
が
、
事
実
、
日
本
以
上
に
ト
レ
ン
ド
と
し
て
欧

米
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。

高
齢
化
し
て
い
る
作
り
手
に
「
現
代
和
」
を
感
じ
て

も
ら
う
こ
と
は
、
当
初
至
難
の
技
で
あ
っ
た
が
、
高
齢

と
い
え
ど
も
、
中
に
は
茶
道
の
心
得
の
あ
る
人
が
い
て
、

一
つ
の
答
え
を
だ
し
て
く
れ
た
も
の
も
含
め
、
試
行
錯

誤
の
中
、
百
四
十
ア
イ
テ
ム
の
試
作
品
が
生
ま
れ
た
。

年
度
末
に
は
県
外
委
員
三
人
、
県
内
委
員
十
人
の
求
評

会
を
開
催
し
、
地
域
の
方
々
に
も
見
て
も
ら
っ
た
。
好
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各種飾り釘

意
的
な
意
見
が
多
く
、
可
能
性
は
把
握
で
き
た
が
、
商

品
化
と
な
る
と
問
題
は
ま
だ
ま
だ
山
積
み
で
あ
っ
た
。

次
年
度
の
目
標
は
大
消
費
地
で
あ
る
東
京
銀
座
の
百

貨
庖
で
の
展
示
発
表
会
に
目
標
を
置
き
、
試
作
品
の
精

度
ア
ッ
プ
と
交
流
会
な
ら
で
は
の
異
素
材
の
組
み
合
わ

せ
か
ら
生
ま
れ
る
、
新
商
品
開
発
に
主
力
を
置
い
た
。

十
二
年
二
月、

二
週
間
に
わ
た
り
、
在
庫
リ
ス
ク
を

背
負
っ
て
展
示
販
売
会
を
開
催
し
た
。
自
分
た
ち
で
売

り
場
に
立
ち
、
客
の
顔
を
見
、
そ
の
戸
を
聞
く
。
容
易

な
こ
と
で
は
な
い
が
、
そ
の
こ
と
で
時
代
が
変
化
し
て

い
る
こ
と
の
実
感
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
た
。

た
と
え
ば
、
越
前
漆
器
の
蕎
麦
箪
笥
に
打
刃
物
の
取

っ
手
を
つ
け
、
越
前
焼
の
蕎
麦
の
器
を
納
め
た
セ
ッ
ト

を
「
蕎
麦
パ
ー
テ
ィ
ー
に
呼
ば
れ
手
土
産
に
」
と
う
れ

し
そ
う
に
抱
え
て
帰
っ
た
男
性
客
が
い
た
。
越
前
和
紙

に
漆
を
か
け
た
「
漆
和
紙
」
と
打
刃
物
の
技
を
活
か
し

た
「
和
釘
」
が
高
く
評
価
さ
れ
よ
く
売
れ
た
。
「
都
会

の
人
は
不
思
議
な
も
の
を
ほ
し
が
る
ね
」
と
作
り
手
た

ち
が
驚
か
さ
れ
た
。
し
か
し
身
に
つ
い
た
習
慣
的
な
も

の
づ
く
り
を
脱
し
、
驚
き
を
継
続
的
に
も
の
づ
く
り
に

活
か
す
こ
と
は
、
金
銭
的
な
リ
ス
ク
も
あ
り
、
実
に
難

し
い
こ
と
で
あ
る
。

国
貨
屈
に
常
設
売
り
場
が
方
l
ブ
ン

十
三
年、

三
年
目
の
新
・
越
前
屋
の
取
り
組
み
は
、

製
品
化
に
向
け
て
、
商
品
開
発
・
生
産
・
管
理
・
販
売

の
シ
ス
テ
ム
が
本
格
的
に
稼
動
し
、
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

市
場
欲
求
に
答
え
る
と
こ
ろ
ま
で
い
く
べ
き
で
あ
っ

た
。
し
か
し
参
加
意
識
ば
か
り
が
先
行
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
務
局
と
行
政
サ
イ
ド
の
青
写
真
の
よ
う
に
は
こ
と

は
運
ば
ず
、
開
発
費
や
在
庫
リ
ス
ク
の
問
題
な
ど
、
補

助
金
行
政
か
ら
脱
皮
し
、
自
立
事
業
の
転
換
す
る
こ
と

の
難
し
さ
に
直
面
し
た
。
ど
こ
に
も
余
力
の
な
い
時
代
、

補
助
金
の
範
囲
で
の
活
動
に
終
わ
り
、
だ
れ
の
た
め
の

事
業
な
の
か
、
そ
れ
す
ら
あ
い
ま
い
な
様
相
を
呈
し
停

滞
し
は
じ
め
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
も
、
福
井
の
人
び
と
に

は
あ
き
ら
め
ぬ
粘
り
強
き
が
あ
る
。
年
度
末
に
至
り
、

行
政
担
当
者
た
ち
が
経
済
産
業
省
の
連
携
活
性
化
計
画

認
定
第

一
号
の
指
定
を
取
り
付
け
、
新
た
な
展
開
を
創

出
し
た
。
産
地
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や
販
路
開
拓
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
も
雇
用
さ
れ
、
体
制
を
強
化
し
た
。

そ
し
て
本
年
度
四
月
に
は
、
か
ね
て
よ
り
課
題
で
あ

っ
た
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
、
福
井
市
の
だ
る
ま

や
西
武
に
常
設
売
り
場
が
用
意
さ
れ
た
。

至
れ
り
尽
く
せ
り
と
い
っ
た
観
が
あ
る
が
、
今
ま
で

あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
部
分
が
日
常
と
し
て
露
呈
し
、
売

り
上
げ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
季
節
ご
と
の
商
品
演
出

も
含
め
現
実
的
責
任
に
直
面
し
て
い
る
。
否
応
な
く
参

加
者
は
選
別
さ
れ
、
統

一
コ
ン
セ
プ
ト
に
即
し
た
多
様

な
対
応
が
不
可
欠
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
れ
で
も
体
験
の
場
を
得
、
内
部
に
熱
心
に
売
り
場

演
出
を
担
う
人
も
育
ち
始
め
、
商
品
作
り
に
意
欲
的
な

目
的
意
識
が
見
え
始
め
た
。

「
も
の
を
作
ら
ぬ
国
は
滅
び
る
」
と
い
わ
れ
る
。
「作

り
手
」
の
中
に
「
使
い
手
」
の
思
い
が
共
存
し
、
地
域

そ
れ
ぞ
れ
の
「
使
う
人
の
生
活
文
化
」
が
豊
か
で
あ
る

こ
と
が
何
よ
り
肝
心
と
感
じ
て
い
る
。

15⑨I由威づくり2002伺月号
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園
野
工
房
の
ま
ち
の
ス
ケ
ツ
チ

午
前
十
時
、
正
面
玄
関
の
門
扉
が
聞
か
れ
る
。
北
野

工
房
の
ま
ち
の

O
P
E
N
で
あ
る
。
春
秋
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
と
も
な
る
と
、
併
設
の
観
光
パ
ス
専
用
の
駐
車
場

に
、
予
定
時
間
よ
り
早
く
到
着
し
て
い
た
団
体
客
が
、

O
P
E
N
と
同
時
に
ど

っ
と
館

内
に
流
れ
込
ん
で
き
て

一
日
が

始
ま
る
。
館
内
で
は
洋
菓
子
、

和
菓
子
づ
く
り
の
作
業
が
始
ま

っ
て
お
り
、
廊
下
を
挟
ん
で
立

ち
並
ぶ
工
房
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

か
ら
甘
い
香
り
が
漂

っ
て
く

る
。
「
私
が
つ
く

っ
た
生
チ
ヨ

コ
で
す
」
と
パ
テ
ィ
シ
ェ
が
自

ら
庖
頭
に
立
っ

て
、
自
慢
の
商

品
を
笑
顔
で
勧
め
る
。
差
し
出

さ
れ
た
試
食
品
で
美
味
し
き
を

納
得
す
る
と
、
つ
い
財
布
の
ひ
も
が
緩
ん
で
し
ま
う
。

あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
工
房
か
ら
も
試
食
品
を
手
に
し
た
ス

タ
ッ
フ
が
庖
頭
に
出
て
き
て
、

HT
R
Y
O
N
E
U

を
来
館
者
に
呼
び
掛
け
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
試
食
品
に

T
R
Y
し
な
が
ら
、
ギ
シ

ッ
ギ
シ

ッ
と
鳴
る
音
に
懐
か

し
き
を
感
じ
つ
つ
階
段
を
上

っ
て
行
く
と
二
階
フ
ロ
ア

司

だ
。
お
し
ゃ
れ
な
フ
ォ
ル
ム
の
シ
ュ
ー
ズ
が
日
に
飛
び

込
ん
で
き
た
。
思
わ
ず
中
に
入

っ
て
手
に
取

っ
て
み
て
、

そ
の
軽
さ
に
び

っ
く
り
す
る
。
靴
づ
く
り
四
十
数
年
の

熟
練
の
マ
イ
ス
タ
ー
が
麻
ひ
も

一
本
で
縫
い
上
げ
た
シ

ュ
ー
ズ
だ
そ
う
だ
。
「
五
年
は
保
証
し
ま
す
。
手
入
れ

さ
え
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
十
年
は
十
分
に
履
け
ま
す
」

と
工
房
ス
タ

ッ
フ
は
自
信
あ
ふ
れ
る
顔
で
言

い
切
る
。

そ
の
隣
の
工
房
に
歩
を
進
め
る
と
思
い
が
け
な
い
光
景

を
目
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
和
紙
を
す
い
て
い
る
光
景

で
あ
る
。
和
紙
を
マ
テ
リ
ア
ル
と
す
る
ち
ぎ
り
絵
教
室

を
全
国
展
開
す
る
企
業
の
フ

ァ
ク
ト
リ

l
兼
シ
ョ
ー
ル

ー
ム
な
の
だ
。
庖
内
に
は
ア

l
ト
な
ち
ぎ
り
絵
作
品
や

和
紙
グ

ッ
ズ
が
並
ん
で
い
る
。
神
戸
の
都
心
部
で
紙
す

き
風
景
に
出
会
う
と
は
思
わ
な
か

っ
た
。
押
し
花
の
ア

ー
ト
ク
ラ
フ
ト
工
房
を
覗
い
て
見
る
と
、
そ
こ
に
は
作

品
づ
く
り
に
没
頭
す
る
親
子
が
い
た
。
ほ
か
に
も
、

C

G
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
靴
づ
く
り
に
活
か
し
た
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
シ
ュ
ー
ズ
工
房、

真
珠
の
街

・
神
戸
ら
し
い
パ

ー
ル

工
房
な
ど
見
る
だ
け
で
も
楽
し
い
施
設
で
あ
る
。

知
ら
な
い
聞
に
デ

l
ト
中
の
若
い
カ

ッ
プ
ル
、
修
学
旅

行
の
高
校
生
、
小
旅
行
で
訪
れ
た
と
お
ぼ
し
き
グ
ル
ー

プ
、
に
ぎ
や
か
な
団
体
旅
行
客
な
ど
で
混
み
合
っ
て
き

た
。
ち
ょ
っ
と

一
休
み
と
カ
フ
ェ
に
入
る
。
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
み
な
が
ら
見
て
い
る
と
、
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
や
ケ
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事
務
局
長

ー
キ
を
持
っ
て
入
っ
て
く
る
姿
が
あ
る
。
O
K
な
ん
だ

そ
う
で
あ
る
。
カ
フ
ェ
は
レ
ス
ト
ス
ペ
ー
ス
で
も
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
う
ち
、
ジ
ャ
ズ
の
演
奏
が
聞
こ

え
て
き
た
。
な
か
な
か
の
腕
だ
。
音
を
た
ど

っ
て
三
階

に
上
が

っ
て
み
る
と
、
ラ
イ
ブ
の
真
っ

最
中
で
あ

っ
た
。

無
料
の
公
開
イ
ベ
ン
ト
で
、
た
び
た
び
い
ろ
い
ろ
な
催

し
が
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
楽
し
ま
せ

て
も
ら

っ
た
。
気
が
つ
け
ば
半
日
近
く
を
こ
こ
で
過
ご

し
た
こ
と
に
な
る
。
.

閉
め
に
コ
ン
セ
プ
ト
あ
り
き

北
野
工
房
の
ま
ち
の
概
要
を
ル
ボ
形
式
で
紹
介
し

た
。
テ
ナ
ン
ト
数
二
十
、
延
べ
床
総
面
積
約
二
千
平
方

れ
と
い
う
小
さ
な
商
業
施
設
で
あ
る
が
、
平
成
十
年
七

月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
五
年
目
を
迎
え
て
い
る
現
在
、
平

均
年
間
来
館
者
七
十
五
万
人
、
年
間
平
均
の
観
光
パ
ス

誘
致
台
数

一
万
台
と
い
う
動
員
実
績
を
示
し
、
周
囲
か

ら
は
成
功
事
例
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
現
在
も
、
廃
校

に
な
っ
た
元
小
学
校
校
舎
の
再
活
用
事
例
と
し
て
多
方

面
の
耳
目
を
集
め
て
い
る
。
確
か
に
校
舎
の
保
存
が
条

件
で
は
あ

っ
た
が
、
そ
の
前
に
ρ

工
房
の
ま
ち
づ
く
り
μ

と
い
う
構
想
が
あ

っ
た
こ
と
が
成
功
の
要
因
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
も
明
確
な
コ
ン
セ
プ

ト
の
あ
る
構
想
で
あ

っ
た
。
た
ま
た
ま
、
そ
の
構
想
に
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理
想
的
な
ハ

l
ド
と
し
て
の
元
小
学
校
の
校
舎
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
下
に
北
野
工
房
の
ま
ち
コ

ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
記
す
こ
と
と
す
る
。

園
の
づ
く
り
を
男
ぜ
る

商
業
施
設
で
あ
る
の
だ
か
ら
来
館
者
が
主
役
で
あ
る

こ
と
は
当
た
り
前
で
あ
る
。
そ
の

一
方
で
来
館
者
を
迎

え
る
側
の
主
役
は
職
人
で
あ
る
と
明
確
に
し
て
い
る
。

大
量
生
産
シ
ス
テ
ム
の
中
で
職
人
の
影
が
薄
く
な
り
、

手
づ
く
り
の
良
さ
が
失
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
で
は
よ
く

な
い
。
手
づ
く
り
の
良
さ
を
な
く
し
て
は
な
ら
な
い
、

技
は
継
承
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
職
人
が
ス
ポ
ッ
ト

を
浴
び
る
主
役
の
場
を
作
ら
ね
ば
と
刀
工
房
の
ま
ち

づ
く
り
u

の
構
想
が
生
ま
れ
、
提
唱
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

構
想
を
具
現
化
す
る
た
め
に
、
基
準
ブ

l
ス
面
積
九

坪
弱
の
四
割
の
空
間
が
主
役
で
あ
る
職
人
が
も
の
づ
く

り
に
あ
た
る
場
と
し
、
か
っ
、
そ
の
姿
が
来
館
者
に
見

え
る
こ
と
を
入
居
条
件
と
し
て
い
る
。
来
館
者
に
と
っ

て
は
H

つ
く
り
手
の
顔
が
見
え
る
u

こ
と
と
な
り
安
心

感
に
つ
な
が
り
、
職
人
た
ち
に
は
見
ら
れ
て
い
る
と
い

う
意
識
が
仕
事
に
対
す
る

ρ

甲
斐
μ

に
つ
な
が
り
、
励

み
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
彼
ら
か
ら
「
工
場
に
は
な

か
っ
た
お
客
さ
ん
と
の
交
流
が
楽
し
い
」
と
言
う
声
が

よ
く
聞
か
れ
る
。

北
野
工
房
の
ま
ち
は
神
戸
の
都
心
部
に
位
置
し
、
神

戸
を
代
表
す
る
三
宮
、
元
町
の
大
商
庖
街
に
至
近
の
距

離
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
差
異
化
戦
略
が
と
り
わ
け

重
要
で
あ
っ
た
。
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
存
在
で

あ
る
こ
と
、
あ
り
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
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で
生
ま
れ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
が
H

こ
こ
に
し
か

な
い
μ

で
あ
る
。
テ
ナ
ン
ト
に
は
モ
ロ
ゾ
フ
、
本
高
砂
屋
、

U
C
C
な
ど
の
全
国
展
開
の
企
業
が
あ
り
、
近
く
に
庖

舗
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
テ
ナ
ン
ト
に
は
、
他
の
庖
舗
の

品
揃
え
に
な
い
北
野
工
房
の
ま
ち
だ
け
の
商
品
を

一
点

以
上
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
以
外
の
テ
ナ

ン
ト
は
北
野
工
房
の
ま
ち
の
外
に
同
種
の
庖
舗
を
持
た

な
い
企
業
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
企
業
に
は
ベ
ン
チ
ャ
ー

が
あ
り
、
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
も
生
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
制
約
の
多
い
食
関
係
工
房
も
含
め
て
、
押
し

花
、
ち
ぎ
り
絵
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
タ
ル

ト
ケ

I
キ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の

手
軽
に
廉
価
で
体
験
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
揃
え
た

か
モ
ノ
づ
く
り
体
験
教
室
H

展
開
に
注
力
し
、
フ
リ
ー

の
来
館
者
に
も
団
体
客
に
も
好
評
を
博
し
て
い
る
。

神
戸
の
代
表
的
な
観
光
名
所
・
異
人
館
街
を
持
ち
な

が
ら
、
北
野
地
区
に
は
北
野
工
房
の
ま
ち
誕
生
ま
で
観

光
パ
ス
の
駐
車
場
が
な
く
、
観
光
客
誘
致
の
ネ
ッ
ク
に

な
る
と
同
時
に
地
域
住
民
の
生
活
環
境
の
阻
害
要
因
と

も
な
っ
て
い
た
。
震
災
被
害
と
少
子
化
の
た
め
に
廃
校

と
な
っ
た
元
小
学
校
の
校
庭
を
活
か
し
た
大
型
観
光
パ

ス
二
十

一
台
が
収
容
で
き
る
駐
車
場
の
実
現
は
素
晴
ら

し
い
ソ
リ
ュ

l
シ
ヨ
ン
と
な
っ
た
。
異
人
館
街
観
光
の

拠
点
と
し
て
機
能
す
る
駐
車
場
は
、
北
野
工
房
の
ま
ち

に
欠
か
せ
な
い
集
客
の
装
置
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
六
年
に
建
て
ら
れ
た
大
正
モ
ダ
ン
の
香
り
と
港

町
・
神
戸
ら
し
い
和
・
洋
・
中
折
衷
の
建
築
様
式
の
元

校
舎
は
レ
ト
ロ
か
つ
お
し
ゃ
れ
な
雰
囲
気
を
醸
し
だ
し

て
い
る
。
ま
た
、
親
し
み
ゃ
す
い
サ
イ
ズ
で
構
成
さ
れ

噂

‘ 

た
空
間
は
人
と
人
の
触
れ
合
い
感
、
に
ぎ
わ
い
感
を
五

感
で
感
じ
ら
れ
る
濃
密
な
空
間
と
な
り
、
温
か
く
懐
か

し
い
空
気
が
い
や
し
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
北
野
工
房
の
ま
ち
を
キ
ラ
リ
と
光

る
存
在
と
し
、
デ
フ
レ
不
況
の
続
く
中
で
顕
著
な
安
・

近
・
短
の
レ
ジ
ャ
ー
指
向
と
と
も
に
、
モ
ノ
の
あ
ふ
れ

る
成
熟
社
会
に
お
け
る
消
費

者
指
向
・・・
時
間
消
費
お
よ
び

個
性
化
の
ニ

l
ズ
に
は
ま
っ

た
こ
と
が
健
闘
の
大
き
な
要

因
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

園
l
バ
l
ソ
ン
の
存
在

筆
者
は

O
P
E
N
作
業
に

か
か
わ
っ
た
も
の
の
、

セ
プ
ト
メ

l
キ
ン
グ
に
は
か

か
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
に

構
想
の
提
唱
者
で
あ
り
、
現

在
も
テ
ナ
ン
ト
会
の
ボ
ラ
ン

コ
ン

テ
ィ
ア
顧
問
と
し
て
献
身
的

に
か
か
わ
っ
て
お
ら
れ
る
モ

ロ
ゾ
フ
の
前
会
長
・
松
宮
隆

男
氏
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事

業
に
お
い
て
は
キ

l
パ
l
ソ
ン
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い

も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
お
役
所
臭
を
感
じ
さ
せ
な
い

神
戸
市
の
柔
軟
な
対
応
も
ま
た
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
ら
が
十

一
カ
月
余
の
短
期
間
に
構
想
を
具
現
化
し

た
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
た
。
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開

幽

⑥
広
島
県
府
中
市

異
業
種
交
流
の
「
メ
イ
ド
イ
ン
府
申
」
を
全
国
発
信

バ
ー
チ
ャ
ル
・
直
販
眉
体
運
営
で
消
費
者
結

広
島
県
府
中
市
は
、
人
口
四
万
二
千
人
余
り
の
内
陸

工
業
都
市
で
、
古
く
は
山
陽
と
山
陰
を
結
ぶ
石
州
街
道

の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
物
資
の
集
積
地
と
な
っ
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
物
資
を
利
用
し
た
家
内
工
業
が
農
家
の

副
業
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
当
地
の

産
業
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
る
。

園
の
づ
く
り
の
ま
ち

現
在
で
は
婚
礼
家
具
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ウ
ェ
ア
、
機
械

金
属
、
味
噌
、
桐
箱
な
ど
幅
広
い
分
野
の
地
場
産
業
に

発
展
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
を
表
す
デ

l
タ
の

一
つ
を
紹
介
す
る
と
、

人
口

一
人
当
た
り
の
製
造
品
出
荷
額
は
七
百
九
十
七
万

円
(
平
成
九
年
)
で
、
広
島
県
内
で
ト

ッ
プ
、
全
国
六

百
七
十
二
都
市
中
で
も
三
十
三
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い

る
。
市
外
か
ら
の
工
場
進
出
の
な
い
地
方
都
市
と
し
て

は
、
極
め
て
珍
し
い
存
在
と
い
え
る
。

し
か
し
、
製
造
業
の
空
洞
化
と
近
年
の
不
況
で
、
当

市
の
地
場
産
業
も
衰
退
傾
向
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
産
地

と
し
て
の
活
気
に
陰
り
が
見
え
始
め
て
き
た
。
そ
こ
で
、

広
島
県
お
よ
び
府
中
市
の
支
援
の
も
と
、
府
中
商
工
会

議
所
が
中
心
と
な
っ
て
商
品
開
発
と
販
路
開
拓
を
目
的

に
、
バ
ー
チ
ャ
ル
モ

l
ル
と
直
販
庖
を

一
体
的
に
運
営

す
る

「府
中
も
の
づ
く
り
直
販
工
房
」

を
立
ち
上
げ
た
。

、

-圃・・・・・
問
中
老
の
づ
く
り
直
販
工
房
が
聞
庖

従
来
か
ら
の
商
品
を
た
だ
作
り
続
け
て
い
た
だ
け
で

は
、
海
外
製
品
と
の
競
合
で
次
第
に
売
れ
な
く
な
る
。

そ
こ
で
、
各
企
業
は
消
費
者
ニ

l
ズ
の
変
化
に
対
応
し

よ
う
と
、
新
た
な
商
品
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
家
具
メ
ー
カ
ー
の
職
人
が
高
級
家
具

の
端
材
を
使
っ
て
工
芸
品
を
作

っ
た
り
、
桐
箱
を
携
帯

用
の
名
刺
入
れ
や
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
に
す
る
な
ど
、

遊
び
心
あ
ふ
れ
る
ア
イ
デ
ア
商
品
が
次
々
と
生
ま
れ
て

い
る
。

平
成
十
三
年
十

一
月
に
開
庖
し
た
「
府
中
も
の
づ
く

り
直
販
工
房
」
は
、
こ
の
よ
う
な
ま
だ
販
売
ル

l
ト
に

乗
っ
て
い
な
い
、
し
か
も
当
市
で
開
発
・
製
造
さ
れ
た

「
メ
イ
ド
イ
ン
府
中
」
の
商
品
を
集
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
使

っ
た
バ
ー
チ
ャ
ル
モ

l
ル
「

e
1も
ん
」
と

商
庖
街
の
中
の
空
き
庖
舗
を
活
用
し
た
リ
ア
ル
(
直
販

庖
)

一
体
で
販
売
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
開
庖

当
時
、
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
だ
と
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
素
人
が
手
作
り
で
始
め
た

バ
ー
チ
ャ
ル
モ

l
ル
に
す
ぐ
に
ア
ク
セ
ス
が
増
え
、
販

売
に
結
び
つ
く
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
メ

イ
ド
イ
ン
府
中
の
商
品
を
全
国
に
知

っ
て
も
ら
う
こ
と

が
第

一
の
目
的
だ
っ
た
と
は
い
え
、
商
品
が
売
れ
な
い

~.目
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府
中
商
工
会
議
所

和
田
達
雄

の
で
は
販
売
支
援
に
は
な
ら
な
い
。
ア
ク
セ
ス
数
を
増

や
し
、
購
入
に
結
び
つ
け
て
い
く
た
め
に
は
、
常
に
画

面
を
更
新
し
て
、
リ
ピ
ー
タ

l
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
次
々
と
新
商
品
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
バ
ー
チ
ャ
ル
の
中
に
も
の
づ
く
り
の
職
人
技

を
紹
介
す
る
「
ス
ー
パ
ー
職
人
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

た
り
、
会
議
所
の
職
員
が
工
場
を
訪
ね
て
も
の
づ
く
り

を
体
験
す
る
「
ホ
リ
ち
ゃ
ん
の
も
の
づ
く
り
奮
戦
記
」

の
コ
ー
ナ
ー
を
つ
く
る
な
ど
、
情
報
内
容
の
充
実
と
更

新
に
努
め
た
。
オ
ー
プ
ン

二
カ
月
目
に
入
り
、
開
設
時

の
ブ

l
ム
が

一
段
落
し
て
ア
ク
セ
ス
カ
ウ
ン
ト
が
落
ち

よ
う
や
く
商
品
が
売
れ
始
め

着
き
は
じ
め
た
こ
ろ
に
、

て
き
た
。

困
l
チ
ヤ
凡
で
メ
ー
カ
ー
と
消
費
奮
が
直
結

ま
だ
開
発
し
た
ば
か
り
の
ソ
ー
ラ
ー
換
気
扇
を
バ
ー

チ
ャ
ル
モ

l
ル
へ
出
展
し
て
い
る
、
あ
る
弱
電
メ
ー
カ

ー
は
注
文
し
た
お
客
に
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
兼
ね

て
、
取
り
付
け
後
の
換
気
扇
の
調
子
や
効
果
な
ど
を
メ

ー
ル
で
た
ず
ね
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
担
当
の
藤
井
さ

ん
は
「
府
中
も
の
づ
く
り
直
販
工
房
は
、
お
客
さ
ん
と

直
接
メ

l
ル
で
や
り
取
り
で
き
る
の
で
、
業
者
と
の
取

り
引
き
で
は
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
、
消
費
者
の
生
の

声
が
聞
け
る
。
通
常
、
こ
の
よ
う
な
機
会
の
な
い
メ

l

a門
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カ
l
の
開
発
担
当
者
に
と

っ
て
は
非
常
に
あ
り
が
た

い
」
と
話
す
。
こ
の
よ
う
に
、
直
販
工
房
は
、
お
客
に

新
商
品
の
モ
ニ
タ
ー
の
役
割
を
果
た
し
て
も
ら
い
、
メ

ー
カ
ー
と
消
費
者
を
直
接
結
び
つ
け
る
製
販

一
体
型
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
現
さ
せ
る
有
力
な
ツ

l
ル
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

現
在
、
バ
ー
チ
ャ
ル
の
大
幅
な
リ
ニ
ュ

i
ア
ル
作
業

を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
紙
面
を
お
読
み
い
た
だ
く
こ

ろ
に
は
、
消
費
者
と
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
が
意
見
交
換

す
る
場
と
し
て
、
新
し
く
開
設
す
る
「
も
の
づ
く
り
交

流
会
議
室
(
仮
称
)
」
が
、
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
か

ど
う
か
、
ご
確
認
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

回
草
案
で
"
の
新
商
品
開
発

昨
年
暮
、
商
品
開
発
に
取
り
組
む
た
め
の
「
商
品
開

発
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
当
会
議
所

か
ら
の
呼
び
掛
け
に
応
え
た
二
十
七
社
が
、
木
工
チ
ー

ム
、
食
品
、
繊
維
、
環
境
の
四
チ

l
ム
に
分
か
れ
、
広

島
県
立
東
部
工
業
セ
ン
タ
ー
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
異

業
種
交
流
に
よ
る
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
四
カ
月

間
の
活
動
の
結
果
、
十
九
点
の
新
商
品
を
開
発
。
ま
だ
、

開
発
途
上
の
商
品
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
商
品
は
す
べ

て
、
府
中
も
の
づ
く
り
直
販
工
房
の
バ
ー
チ
ャ
ル
と
直

販
庖
で
販
売
し
て
い
る
。

こ
の
研
究
会
は
、
今
年
七
月
か
ら
パ

l
ト
E
と
し
て

再
ス
タ
ー
ト
、
来
年
二
月
ま
で
の
八
カ
月
間
を
か
け
て
、

売
れ
る
商
品
の
開
発
を
目
指
し
た
本
格
的
な
研
究
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

直
販
庖
は
、
開
庖
時
約
百
品
目
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
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現
在
は
三
百
品
目
に
迫

っ
て
い
る
。
地
元
商
府
街
で
直

販
庖
の
運
営
を
担
当
し
て
い
る
中
村
さ
ん
は

「も
の
づ

く
り
直
販
工
房
の
商
庖
街
へ
の
出
庖
は
、
単
に
空
き
庖

舗
が

一
庖
舗
埋
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
止
ま
ら
な
い
。

こ
の
庖
を
中
心
に

「も
の
づ
く
り
の
ま
ち
』
に
ふ
さ
わ

し
い
商
庖
街
づ
く
り
を
進
め
、
ま
ち
全
体
の
活
性
化
を

図
り
た
い
」
と
話
し
、
「
今
後
、

二
号
庖
、

三
号
庖
を

オ
ー
プ
ン
し
、
そ
こ
で
は
、
職
人
が
つ
く
っ
て
い
る
と

こ
ろ
を
体
験
し
気
に
入
っ
た
商
品
を
買
う
、
そ
ん
な
庖

舗
を
つ
く
り
た
い
」
と
意
気
込
む
。

直
販
庖
は
、
消
費
者
の
意
見
を
出
展
メ
ー
カ
ー
へ
伝

え
る
と
い
う
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
役
割
も
果
た
し
て

い
る
。
桐
箱
を
買
い
求
め
に
き
た
人
に
「
色
紙
を
入
れ

る
サ
イ
ズ
の
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
た
ず
ね
ら
れ

た
。
早
速
、
中
村
さ
ん
が
メ
ー
カ
ー
に
伝
え
、
そ
の
後
、

定
番
商
品
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
事

例
も
あ
る
。

現
在
、
来
街
者
を
増
や
そ
う
と
、
家
主
の
協
力
を
得

て
隣
接
す
る
空
き
庖
舗
を
無
償
で
借
り
受
け
、
桐
の
は

が
き
に
押
し
花
や
絵
を
描
く
技
術
を
教
え
た
り
、
廃
材

を
利
用
し
て
調
度
品
を
工
作
す
る
「
も
の
づ
く
り
教
室
」

を
開
催
し
て
い
る
。
教
室
に
は
市
外
か
ら
の
参
加
も
あ

り
、
「
十
数
年
ぶ
り
に
府
中
の
商
庖
街
に
足
を
運
ん
だ
」

と
い
う
人
も
い
る
な
ど
、
集
客
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

回
販
工
房
を
観
山
π資
源
に

「
メ
イ
ド
イ
ン
府
中
」
の
商
品
を
買
っ
て
も
ら
う
た
め

に
は
、
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
と
し
て
、
府
中
市
を
全
国

へ
P
R
し
、
知
名
度
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
が
、
直
販
工
房
の
目
的
の

一
つ
で
も
あ
る
。
今
後
は

さ
ら
に
、
バ
ー
チ
ャ
ル
を
見
た
人
が
、
産
地
で
あ
る
府

中
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
仕
掛
け
が
必
要
だ
。
そ
の

た
め
に
は
、
「
も
の
づ
く
り
」
テ

l
マ
に
産
業
の
観
光

化
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

幸
い
、
市
内
に
は
上
場
企
業
が
四
社
あ
り
、
こ
れ
ら

企
業
や
大
手
家
具
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
は
、
年
間
で
相
当

数
の
視
察
が
あ
る
。
と
く
に
、
世
界
で
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

を
誇
る
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
メ
ー
カ
ー
に
は
、

年
間
約
百
台
も
の
パ
ス
が
視
察
の
た
め
訪
れ
る
。
ま
た
、

あ
る
味
噌
メ
ー
カ
ー
で
は
、
「
自
分
だ
け
の
手
づ
く
り

味
噌
を
つ
く
り

ま
せ
ん
か
」
と

呼
び
掛
け
、
味

噌
づ
く
り
の
体

験
を
さ
せ
て
い

る
。
こ
れ
ら
を

一
種
の
観
光
資

源
と
と
ら
え
、

ル
ー
ト
化
す
る

こ
と
で
、
も
の

づ
く
り
体
験
と

工
場
見
学
の
観

光
ツ
ア
ー
を
企

画
し
て
み
る
の

も
面
白
い
の
で

は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

--
a，
 

商
庖
街
の
中
に
開
設
し
た

府
中
も
の
づ
く
り
直
販
工
房
の
直
販
庖

http://www.e-mon.jp 



開

幽

⑦
高
知
県
海
洋
深
水
で
高
知
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

関
連
商
晶
の
売
り
上
げ
百
億
円
超
え
る

室
戸
市
と
い
え
ば
か
つ
て
は
捕
鯨
、
近
く
は
遠
洋
マ

グ
ロ
漁
の
基
地
と
し
て
、
ま
た
近
海
・
沖
合
漁
業
を
基

幹
産
業
と
す
る
ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
段
丘
状

の
地
形
に
黒
潮
が
洗
う
雄
大
な
海
岸
線
を
有
す
る
自
然

景
観
が
人
び
と
を
ひ
き
つ
け
、
さ
ら
に
四
国
八
十
八
カ

所
の
霊
場
の
う
ち
三
カ
所
の
霊
場
が
存
在
す
る
な
ど
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
高
知
県
を
代
表
す
る
地
域
の

一
つ
で
あ
る
。

四
国
に
尭
駆
け
研
究
に
着
手

し
か
し
、
近
年
の
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ

を
増
し
、
観
光
面
で
も
入
り
込
み
客
の
低
迷
と
い
う
情

勢
が
続
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
市
民
生
活
と
の
か

か
わ
り
が
深
い
室
戸
の
海
に
着
目
し
た
取
り
組
み
の

一

つ
と
し
て
海
洋
深
層
水
の
研
究
開
発
を
進
め
て
お
り
、

事
業
が
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
室
戸
市
が
海
洋
深
層
水
の
研
究
を
始
め

よ
う
と
し
た
の
は
、
昭
和
六
十
年
、
旧
科
学
技
術
庁
の

ア
ク
ア
マ
リ
ン
計
画
海
洋
深
層
水
資
源
の
有
効
利
用
技

術
に
関
す
る
研
究
の
モ
デ
ル
海
域
に
室
戸
岬
海
域
が
指

定
さ
れ
た
こ
と
が
発
端
で
あ
っ
た
。

ど
う
し
て
こ
こ
か
、
と
言
え
ば
、
陸
か
ら
急
に
水
深

が
深
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
立
地
条
件
は
も
と
よ
り
、

室
戸
岬
の
東
側
に
は
南
西
か
ら
北
東
に
流
れ
る
深
層
水

‘' 

の
流
れ
が
あ
り
、
こ
れ
が
岬
の
壁
に
あ
た
り
昇
る
と
い

う
特
色
あ
る
海
域
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
流
れ
は
湧
昇
流
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
あ
る
学

説
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
湧
昇
域
は
全
海
域
の

0
・

一
%
な
の
に
、
そ
こ
で
の
漁
獲
量
は
全
漁
獲
量
の
三
分

の
二
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
栄
養
分
が
湧
き
上

が
り
、
非
常
に
良
い
漁
場
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
室

戸
岬
の
東
側
で
は
、
古
く
か
ら
ブ
リ
、
マ
グ
ロ
の
定
置

網
漁
が
盛
ん
で
、
さ
ら
に
は
ク
ジ
ラ
も
現
れ
る
。
こ
れ

も
湧
昇
に
よ
っ
て
豊
富
な
栄
養
分
が
得
ら
れ
る
た
め
で

あ
る
。
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
か
ら
小
型
、
そ
し
て
大
型
の
魚

と
い
う
よ
う
に
食
物
連
鎖
を
呼
ぶ
地
域
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。

海
洋
深
層
水
は
、
陸
棚
外
縁
部
、
光
合
成
が
行
わ
れ

る
限
界
で
あ
る
お
よ
そ
水
深
二
百

1
三
百
灯
以
深
に
あ

る
海
水
を
総
称
し
て
呼
ば
れ
て
い
る
。

平
成
元
年
に
室
戸
岬
に
日
本
で
初
め
て
開
設
さ
れ
た

高
知
県
海
洋
深
層
水
研
究
所
の
取
水
口
の
設
置
水
深
は

三
百
二
十

M
で
あ
っ
た
。
七
年
に
増
設
し
た
三
百
四
十

回
目
と
合
わ
せ
、

二
カ
所
で
合
計
九
百
二
十
ト
ン
を
取
水

す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
十
二
年
に
県
の
取
水
施
設
と

は
別
に
総
事
業
費
十
六
億
円
で
室
戸
市
が
建
設
し
た
取

水
施
設
「
ア
ク
ア
フ
ァ
ー
ム
」
は
、

三
百
七
十
四
れ
、

同
四
千
トン
の
規
模
で
あ
る
。

I由滋づくり2∞2制 月号⑨20

高
知
県
海
洋
深
層
水
対
策
室
長

池
田
敏
宏

圏
雲
分
野
で
商
晶
化
進
む

高
知
県
海
洋
深
層
水
研
究
所
は
わ
が
国
で
唯

一
、
陸

上
で
の
研
究
施
設
で
あ
っ
た
の
で
、
開
設
後
は
特
性
の

把
握
と
い
っ
た
基
礎
的
な
研
究
は
も
と
よ
り
、
水
産
や

工
業
と
い
っ
た
産
業
面
を
は
じ
め
と
し
た
各
分
野
へ
の

利
活
用
研
究
が
容
易
と
な
っ
た
。
基
礎
的
な
分
析
研
究

を
蓄
積
し
な
が
ら
産
業
分
野
や
医
療
分
野
な
ど
へ
の
応

用
利
用
の
研
究
を
続
け
る
と
と
も
に
、
無
機
栄
養
塩
に

4 濯事

富
み
、
清
浄
性
、
低
温
安
定
性
に
優
れ
て
い
る
海
洋
深

層
水
を
用
い
た
商
品
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら

う
た
め
、
七
年
の
十
月
か
ら
企
業
な
ど
へ
無
償
で
分
水

を
始
め
た
。

県
の
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
試
作
開
発
が
始

ま
り
、
県
特
産
の
ユ
ズ
と
深
層
水
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
飲

料
水
の
商
品
化
が
さ
き
が
け
と
な
り
、
続
い
て
深
層
水

の
ミ
ネ
ラ
ル
特
性
・
清
浄
性
に
着
目
し
た
ミ
ネ
ラ
ル
ウ

ォ
ー
タ
ー
が
生
ま
れ
、
酒
、
し
よ
う
油
、
豆
腐
、
パ
ン
、

ま
た
化
粧
品
な
ど
多
岐
多
様
な
分
野
で
の
商
品
化
が
加

守



速
さ
れ
た
。

酒
や
し
よ
う
油
、
パ
ン
な
ど
の
発
酵
食
品
分
野
で
深

層
水
を
用
い
る
と
、
発
酵
が
促
進
さ
れ
香
気
が
増
し
、

酒
に
お
い
て
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
量
も
多
く
な
る
と
い
っ

た
効
果
が
得
ら
れ
た
。
豆
腐
で
は
キ
メ
が
整
い
、
保
水

性
が
増
す
と
い
っ
た
こ
と
や
、
化
粧
品
で
は
し
っ
と
り

感
、
肌
へ
の
な
じ
み
の
良
さ
と
い
っ
た
使
用
成
果
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
室
戸
海
洋
深
層
水
の

利
活
用
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
売
り
上
げ
の

推
移
を
見
る
と
、
実
質
の
初
年
と
も
い
え
る
八
年
は
八

社
合
計
で
約
二
億
円
、
九
年
は
二
十
四
社
で
十
三
億
円
、

十
年
は
三
十

一
社
で
二
十
六
億
円
、
十

一
年
は
五
十
四

社
で
三
十
九
億
円
、
そ
れ
が
十
二
年
に
は
七
十
四
社
で

百
五
億
円
と
百
億
円
を
超
え
、
ま
さ
に
急
成
長
し
た
。

中
で
も
十

一
年
に
は
メ
デ
ィ
ア
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
年
か
ら
翌
年
の
売
り
上
げ

は
二

・
七
倍
と
急
激
な
伸
び
を
示
し
た
。

商
品
数
も
先
ほ
ど
の
分
野
に
、
さ
ら
に
冷
菓
、
水
菓

子
、
漬
物
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
入
浴
剤
な
ど
が

加
わ
り
四
十
品
目
を
数
え
る
に
至
っ
て
い
る
。

園
ラ
ン
ド
マ

1
2制
定
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商
品
化
に
当
た
っ
て
は
、
海
洋
深
層
水
の
特
長
を
ど

う
引
き
出
し
も
の
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
か
、
と
い
う
点

か
ら
の
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
を
大
事
に
し
て
い
る
。
海
洋

深
層
水
は
生
き
た
海
水
な
の
で
厳
し
い
管
理
も
求
め
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
商
品
化
の
た
め
の
分

水
を
許
可
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
県
と
室
戸
市
が
合
同

で
審
査
組
織
を
設
け
チ
ェ

ッ
ク
し
、
こ
の
中
か
ら
生
ま

れ
た
商
品
に
は
県
が
商
標
登
録
し
て
い
る
「
ブ
ラ
ン
ド

マ
l
ク
」
の
使
用
を
認
め
て
い
る
。

マ
ー
ク
は
濃
紺

(
深
層
水
)
と
淡
い
青
(
表
層
水
)
の
リ
ン
グ
を
重
ね

合
わ
せ
た
も
の
で
、
室
戸
海
洋
深
層
水
の
い
わ
ば
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
識
別
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
今
で
は
九
十
社
を
超
え
る
商
品

に
使
用
が
拡
大
し
て
い
る
。

同

次

ぐ
県
外
企
業
の
進
出

一
方
、
地
域
の
振
興
と
い

っ
た
面
か
ら
と
ら
え
る
と
、

冷
え
込
む
二
次
産
業
が
多
い
中
で
、
取
水
地
で
あ
る
室

戸
市
で
は
、
進
出
企
業
の
受
け
皿
と
し
て
取
水
地
に
隣

接
し
た
エ
リ
ア
な
ど
で
の
工
業
団
地
づ
く
り
が
進
ん
で

い
る
。
側
シ
ユ
ウ
ウ
エ
ム
ラ
化
粧
品
(
本
社
東
京
)
、

赤
穂
化
成
附
(
兵
庫
県
赤
穂
市
)
と
い
っ
た
企
業
に
加

え
、
こ
の
四
月
に
は
飲
料
販
売
の
ダ
イ
ド

l
ド
リ
ン
コ

側
(
大
阪
市
)
と
地
元
資
本
の
共
同
出
資
会
社
の
新
工

場
が
着
工
さ
れ
る
な
ど
、
県
内
企
業
も
数
社
加
わ
り
深

層
水
関
連
企
業

が
集
積
・
立
地

し
、
新
た
な
雇

用
の
創
出
と
い

っ
た
面
で
も
地

域
経
済
に
大
き

く
寄
与
し
て
い

る
。ま

た
室
戸
市

で
は
、
深
層
水

. .. 

を
産
業
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
健
康
づ
く
り
と
い

っ
た

切
り
口
で
地
域
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
る
。
か
つ
て
海

水
は
暮
ら
し
の
知
恵
と
し
て
、
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
多
様
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
室
戸
市
で
は
市
民

の
皆
さ
ん
に
海
洋
深
層
水
を
分
水
し
有
効
利
用
し
て
も

ら
っ
て
お
り
、
炊
飯
に
用
い
る
と
お
い
し
い
ご
飯
に
な

る
と
か
、
コ
ー
ヒ
ー
を
た
て
る
と
ま
ろ
や
か
さ
が
増
す
、

と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
生
活
の
中
へ
も
海

洋
深
層
水
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。

海
洋
深
層
水
を
資
源
と
し
て
産
業
利
用
し
て
い
く
の

み
な
ら
ず
、
市
民
の
暮
ら
し
の
中
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

で
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
作
用
し
、
地
域

の
存
在
感
を
高
め
る
起
爆
剤
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る

〉
』
回
E

、っ
。

闘
し
さ
増
す
地
域
・
自
治
傭
関
節
争

海
洋
深
層
水
を
用
い
た
商
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ

け
で
話
題
と
な
り
、
も
て
は
や
さ
れ
た
時
期
は
過
ぎ
、

今
後
真
の
評
価
が
問
わ
れ
る
。
高
知
県
で
は
信
頼
と
い

う
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
第

一
歩
を
築
く
た
め
、
商
品
開
発

の
段
階
で
審
査
を
行
い
商
品
化
に
取
り
組
ん
で
き
た

し
、
特
性
把
握
や
機
能
解
明
と
い
っ
た
基
礎
的
・
基
盤

的
な
研
究
や
応
用
利
用
開
発
に
力
を
注
い
で
き
た
。
海

洋
深
層
水
は
事
業
と
し
て
地
域
間
・
自
治
体
間
競
争
と

い
っ
た
様
相
を
呈
し
て
き
た
が
、
時
代
に
流
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
資
源
と
し
て
海
洋
深
層
水
と
向
き
合
い
、
科

学
的
に
探
求
し
て
い
く
取
り
組
み
と
信
頼
さ
れ
る
商
品

づ
く
り
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
肝
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
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形
県
の
母
な
る
川
・
最
上
川
。
西
国
り
航
路
に

E
tよ
る
舟
運
が
華
や
か
な
り
し
こ
ろ
、
こ
の
川
の

道
は
「
紅
の
道
」
と
も
呼
ば
れ
、
出
羽
国
の
歴
史
に
燦

然
と
し
た
栄
光
を
も
た
ら
し
た
。
紅
の
道
の
「
紅
」
は

言
う
ま
で
も
な
く
紅
花
の
こ
と
で
あ
り
、
山
形
県
の
県

花
で
あ
る
。

紅
花
の
原
産
地
は
地
中
海
沿
岸
、
エ
ジ
プ
ト
と
い
わ

れ
て
お
り
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
か
ら
中
国
、
そ
し
て
日
本

へ
と
伝
来
し
た
。
現
在
の
最
上
川
中
流
部
に
あ
た
る
地

方
は
高
品
質
の
紅
花
の
産
地
と
し
て
江
戸
時
代
に
注
目

さ
れ
、
舟
で
運
ば
れ
た
紅
花
は
織
物
や
口
紅
と
な
っ
て

江
戸
や
京
都
の
暮
ら
し
を
彩
り
、
そ
の
類
ま
れ
な
艶
や

か
な
色
で
人
び
と
を
魅
了
し
た
。

漂
泊
の
俳
人
・
松
尾
芭
蕉
が
夏
の
出
羽
路
を
来
訪

し
、
野
趣
豊
か
な
自
然
や
温
か
い
人
情
に
触
れ
て
旅
を

し
た
の
は
、
折
し
も
紅
花
の
最
盛
期
。
可
憐
な
花
の
揺

ら
ぐ
憧
僚
か
ら
山
形
で
、
「
眉
掃
き
を
悌
に
し
て
紅
粉

の
花
」
と
「
行
く
す
ゑ
は
誰
が
肌
触
れ
む
紅
の
花
」
の

句
を
詠
ん
で
い
る
。
愛
ら
し
い
姿
と
鮮
や
か
な
紅
色
に

心
う
ば
わ
れ
る
人
は
多
い
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
紅
花
、
最
近
で
は
栽
培
農
家
の
減

少
な
ど
に
よ
り
、
生
産
量
も
年
々
落
ち
込
ん
で
い
る
。

そ
こ
で
、
紅
花
の
も
つ
歴
史
や
生
活
文
化
を
し
の
び
、

c明mm

〆、

ば
紅
花
の
あ
る
日
常
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
取
り
組
み

が
各
地
で
な
さ
れ
て
い
る
。

Aru-日
、
将
棋
駒
で
有
名
な
天
童
温
泉
で
紅
花
を
食

F
1ノ
材
に
し
た
創
作
料
理
の
発
表
会
が
あ
っ
た
。
紅

花
は
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
効
能
が
あ
る
と
言
わ

れ
、
健
康
食
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
食
前
酒
の

「
紅
花
酒
」
は
ウ
オ
ツ
カ
が
ベ

l
ス
の
澄
ん
だ
黄
色
を

し
た
カ
ク
テ
ル
。
紅
花
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
使
っ
た
「
サ

ラ
ダ
風
お
造
り
」
、
紅
花
ソ

l
ス
が
か
け
ら
れ
た
「
甘

鯛
ワ
イ
ン
蒸
し
」
、
紅
花
の
芽
を
あ
し
ら
っ
た
「
山
形

牛
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
紅
花
が
ふ
ん
だ

ん
に
使
わ
れ
た
十
二
品
の
コ

i
ス
が
披
露
さ
れ
、
参
加

者
は
鮮
や
か
な
料
理
に
驚
き
と
感
心
に
満
ち
た
表
情
で

舌
鼓
を
打
っ
て
い
た
。

こ
の
創
作
紅
花
膳
の
発
表
会
は
、
紅
花
料
理
の
普
及

に
よ
り
紅
花
の
需
要
拡
大
や
観
光
振
興
を
図
る
た
め
県

が
企
画
し
た
も
の
。
今
後
は
県
内
の
各
温
泉
旅
館
で
紅

花
料
理
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
要
望
し
て
い

針
だ
。

県
内
指
折
り
の
紅
花
の
生
産
地
で
あ
り
、
宮
崎
駿
監

督
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
「
お
も
ひ
で
ほ
ろ
ぼ
ろ
」

の
舞
台
と
な
っ
た
山
形
市
高
瀬
地
区
を
通
る
ス
ー
パ
ー

農
道
、
通
称
「
山
形
べ
に
ば
な
ロ

l
ド」
。
今
年
、
県

な

ヰ1

国

で
は
ロ

l
ド
沿
い
で
紅
花
の
栽
培
を
地
元
生
産
者
に
委

託
し
た
。
今
ま
で
は
、
生
産
者
の
畑
は
山
林
に
隠
れ
、

見
え
な
い
状
態
だ
っ
た
が
、
こ
の
夏
は
道
路
沿
い
に
点

在
す
る
紅
花
畑
が
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
た
。
将
来
的
に
は
、
本
県
の
代
表
的
観
光
地
で

あ
る
山
寺
や
天
童
、
蔵
王
な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し
、

広
域
的
な
観
光
拠
点
と
し
て
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

ItIl威づくり2002年9月号⑨22

t
、
た
、
産
地
で
あ
る
山
形
市
、
天
童
市
、
寒
河
江

τ
c市
、
河
北
町
な
ど
で
は
毎
年
紅
花
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
、
紅
花
染
め
体
験
や
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の

趣
向
を
凝
ら
し
、
県
内
外
か
ら
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
た
。
地
元
の
人
た
ち
は
、
遠
方
か
ら
わ
ざ
わ
ざ

花
を
見
に
来
て
く
れ
る
人
と
の
交
流
を
楽
し
み
に
し
、

紅
花
の
魅
力
を
懇
切
丁
寧
に
伝
え
よ
う
と
す
る
。

十
年
前
に
は
「
べ
に
ば
な
国
体
」
を
開
催
し
、
ま
た
、

「
紅
花
の
山
形
路
」
を
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
と
し
て
採
用
す
る
な
ど
、
県
民
の
紅
花
に
対

す
る
思
い
入
れ
は
強
い
。
華
や
か
な
時
代
を
復
活
し
、

名
実
共
に
べ
に
ば
な
王
国
を
標
梼
す
る
た
め
に
、
紅
花

の
魅
力
を
広
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

金森義弘
山形県副知事

山

形
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霜降り野菜=茨城県総和町農業生産法人・茨城白菜栽培組合 |奥出雲プラント‘確立事業=島根県横田町奥出雲能力開発振興協会

おいしい!1ff菜は健康な土作りからと、完熟たい肥と100%有機肥料 |横IJIIIIJは裳州そろばんで有名な町だが、近代化の遅れ、従業員の高
を使い、循環型農業に取り組む。関東近県6県の契約農家に生産を |齢化と後継者不足に悩んでいる。そこで地場産業の木工家具におい
委託、霜降り野菜は鮮やかな黄芯で精度約五くサラダに最適 |て新しいうt!l!i"""-挑戦しようと、建築家と共同で、ダ不ニング、セットを開発

県産大豆で豆腐づくり=秋田市臨海食品協業組合

輸入大立による商品がl陥を利かす中で、 「安全」と 「本物」を提供

しようと、大潟村産大豆と赤秘塩田のにがりを使った統一フ守ランド

の立腐を開発、評判は上々で 「立腐のおいしい秋田」を目指す

-



Kブランド=香川県

讃11皮うどんはだれでユもが知っているブランド。香川県では、第2、

第3の全国ブランドをつくろうと、とくに品質の優れている野菜、

果実を iKブランド」と名付け、情報発信を強化している

瀬つきあじ=山口県

京野菜=京都府

みず菜、壬生菜、九条ねぎ、賀茂なすなどいかにも京都らしいイメ

ージを持つとくに品質の優れものだ、けを「京のブランド・産品」として

認証。「おいしさと信頼」のブランドマークを貼り、首都圏でも販売

n刻あじ」ブランドに対抗しようと、 11旧県では日本海で独れるあじを 「瀬つきあじ」のブランド名で巻き返し。
瀬つきあじは回避するアジと異なり、瀬に住みつき豊富で=良質なエサを食べて成十長するため脂がのっている。

!こl・だい、たこ、太刀魚など豊富な魚種もPRしている

、，

~ 

曹

， 
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lま

お

A
6
月
十
五
日
、
オ
ペ
ラ
・
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
が
小

!
寸
1

国
ド

l
ム
で
催
さ
れ
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
二
つ
の
特
色
が
あ
る
。

は
日
本
で
は
な
じ
み
が
薄
い
が
東
欧
ス
ロ
パ
キ
ア
国
立

オ
ペ
ラ
座
の
洗
練
さ
れ
た
ソ
リ
ス
ト
た
ち
に
よ
る
本
格

的
な
コ
ン
サ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
。
も
う

一
つ
は
小
田
町

の
小
・
中
・
高
生
全
員
が
総
合
学
習
の

一
環
と
し
て
鑑

賞
し
た
こ
と
で
あ
る
。

つ

こ
の
縁
は
、
東
欧
と
交
流
の
深
い
小
樽
市
に
あ
る
森

ヒ
ロ
コ
・
ス
タ
シ
ス
美
術
館
館
長
の
長
谷
川
洋
行
さ
ん

が
小
国
を
訪
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま

っ
た
。
長
谷
川
さ
ん

は
、
小
国
杉
を
活
用
し
た
木
造
立
体
ト
ラ
ス
構
法
で
建

て
た
小
国
ド

l
ム
を
見
学
。
当
時
小
国
ド

l
ム
は
、
日

本
最
大
の
木
造
建
築
で
あ

っ
た
。
建
築
基
準
法
、
消
防

法
の
難
関
を
ク
リ
ア
し
て
建
築
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の

シ
ン
ボ
ル
と
な

っ
た
建
物
で
あ
る
。
長
谷
川
氏
は
、

錘山mn
つ
の
日
に
か
こ
の
ド

l
ム
で
本
格
的
な
オ
ペ
ラ
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
た
い
と
熱

っ
ぽ
く
語

っ
た
。
私
は
と
く

に
オ
ペ
ラ
フ

ァ
ン
で
は
な
か

っ
た
が
、
フ

ァ
ジ
ー
な
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
私
た
ち
は
、
面
白
い
人

コ
ラ
ム
j

i
---

宮
崎
暢
俊
熊本県小国町長

も

し

ろ

しミ

で
あ
り
、
考
え
だ
と
受
け
入
れ
た
。

ス
ロ
パ
キ
ア
の
広
さ
は
北
海
道
の
六
割
ぐ
ら
い
、
人

口
は
約
五
百
万
人
、
そ
こ
に
三
つ
の
国
立
オ
ペ
ラ
座
が

あ
る
。
そ
の

一
つ
パ
ン
ス
カ
・
ビ
ス
ト
リ

ッ
ツ
ア
の
オ

ベ
ラ
座
の
ソ
リ
ス
ト
た
ち
に
よ
る
公
演
で
あ

っ
た
。
今

世
界
の
プ
リ
マ
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
エ
デ
ィ
タ
・
グ

し、

ル
ベ
ロ

1
パ
、
ル
ビ
カ
・
オ
ル
ゴ
ナ
ヴ

ァ
、
セ
ル
ゲ

イ
・
コ
プ
チ
ャ
ク
は
、
こ
の
オ
ペ
ラ
座
か
ら
世
界
へ
羽

ば
た
い
た
。
こ
の

一
座
は
冬
季
に
パ
リ
を
中
心
に
公
演

を
行

っ
て
い
る
。
出
演
者
は
パ
ス
で
、
舞
台
装
置
や
衣

装
は
ト
レ
ー
ラ
ー
で
地
方
都
市
ま
で
巡
回
す
る
。
オ
ペ

ラ
は
も

っ
と
も
身
近
な
大
衆
文
化
で
あ
る
。

長
谷
川
さ
ん
と
の
出
会
い
か
ら
小
国
の
と

っ
ぱ
す

(方
言
で
、
挑
ね
上
が
り
者
、
新
し
が
り
や
の
意
味
)

た
ち
四
人
が
ス
ロ
パ
キ
ア
の
旅
に
出
か
け
た
。
目
的
は
、

地
ピ

l
ル
探
訪
と
オ
ペ
ラ
鑑
賞
で
あ

っ
た
。
西
欧
の
オ

ペ
ラ
座
に
引
け
を
取
ら
な
い
素
晴
ら
し
い
施
設
で
、
料

金
は
ボ

ッ
ク
ス
席
四
人
約

一
万
円
余
だ

っ
た
。
私
た
ち

の
オ
ペ
ラ
鑑
賞
は
ア
イ

l
ダ
で
始
ま

っ
た
。
天
井
桟
敷

に
は
、
正
装
し
た
子
供
た
ち
が
熱
心
に
聴
き
い

っ
て
い

た
。
幕
あ
い
に
は
、
ロ
ビ

l
で
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
グ
ラ
ス
に

注
が
れ
た
ワ
イ
ン
を
味
わ

っ
た
。

旅
行
中
、
ス
ロ
パ
キ
ア
の
人
た
ち
の
生
活
の
豊
か
さ

を
感
じ
た
。
こ
の
国
の
人
た
ち
と
は
、
な
ぜ
か
自
然
体

で
交
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
言
葉
は
通
じ
な
く
と
も
心

が
通
じ
た
。

日
本
で
の
公
演
を
実
現
し
て
い
る
ス
ロ
パ
キ
ア
国
立

オ
ペ
ラ
座
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
ル
ド
ル
フ
・
フ
ロ
マ
ダ

さ
ん
は

「
日
本
公
演
は
大
都
市
の
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

う
だ
け
で
な
く
、

生
の
オ
ペ
ラ
と
は
全
く
縁
の
な
い
地

域
で
上
演
す
る
こ
と
も
重
要
な
活
動
」
と
話
し
て
い
る
。

小
国
ド

l
ム
で
公
演
を
聴
い
た
子
供
た
ち
は
「
マ
イ
ク

な
し
で
歌

っ
て
い
る
の
に
び

っ
く
り
し
た
」
「
お
な
か

か
ら
声
を
出
す
と
大
き
な
声
が
出
る
の
を
知

っ
た
」
な

ど
感
動
を
語

っ
た
。

い
つ
の
日
か
ト
レ
ー
ラ
ー
と
パ
ス
に
よ
る
巡
回
公
演

が
日
本
で
行
わ
れ
、
多
く
の
オ
ペ
ラ
フ
ァ
ン
に
な

っ
た

人
た
ち
と

一
緒
に
ピ

l
ル
と
ワ
イ
ン
を
味
わ
い
な
が

ら
、
地
方
で
オ
ペ
ラ
を
楽
し
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

27⑨tttJ織づくり2002年9月号



盟
国商去

年震i
7京.EI.聞

き墾
iま品

宗青
値τ
が閉
lOS 
i~l~ 
l号を
. -. ーーーー一“

上三
にシ
ド
化

は
や
す
い
の
せ
と

大
分
県
佐
賀
関
町
は
速
吸
瀬
戸
を
望
む
、
県
の
ほ
ぼ

中
央
部
の
東
端
に
位
置
し
、
北
は
大
分
市
、
南
は
臼
杵

市
、
東
は
速
吸
瀬
戸
を
十
三キロ
で
挟
み
、
愛
媛
県
佐
田

岬
と
接
す
る
関
あ
じ
、
関
さ
ば
の
町
で
あ
る
。

闘
志
の
」
を
特
別
扱
い

水
揚
げ
の
減
少
、
組
合
員
の
高
齢
化
、
漁
協
を
取
り

巻
く
急
激
な
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
十

四
年
四
月

一
日
全
国
に
先
駆
け
大
分
県
下
二
十
七
組
合

が
合
併
し

一
県

一
漁
協
の
大
分
県
漁
協
が
発
足
し
、
佐

賀
関
町
漁
協
は
大
分
県
漁
協
佐
賀
関
支
応
と
な
っ
た
。

佐
賀
関
支
庖
の
組
合
員
数
は
今
年
四
月
現
在
、
正
組

合
員
四
百
三
十
九
人
、
准
組
合
員
四
百
四
十
人
、
計
八

百
七
十
九
人
を
有
し
、
組
合
員
の
八
O
%
が
昔
な
が
ら

の

一
本
釣
り
漁
業
に
従
事
し
て
い
る
。
正
組
合
員
の
年

齢
構
成
は
六
十

一
歳
以
上
が
二
百
八
十
人
、
全
体
の
六

四
%
を
占
め
、

二
十

1
三
十
歳
が
わ
ず
か
二
人、

三
十

一
1
四
十
歳
が
十

一
人
と
、
佐
賀
関
漁
業
の
将
来
を
考

え
た
と
き
に
漁
業
後
継
者
の
問
題
が
大
き
な
課
題
の

一

つ
で
あ
る
。

主
な
漁
業
種
類
は
、
ア
ジ
、
サ
パ
、
タ
イ
、
ブ
リ
、

太
万
魚
な
ど
の

一
本
釣
り
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
採

貝
、
磯
建
網
、
採
藻
に
も
従
事
し
て
い
る
。

水
揚
実
績
を
み
る
と
、
水
揚
量
・
金
額
と
も
減
少
傾

， 

向
に
あ
り
、
十
三
年
度
水
揚
額
は
十
四
億
二
千
三
百
万

円
で
っ
ち
、
関
あ
じ
三
億
八
千
七
百
万
円
、
関
さ
ば
三

億
五
千
五
百
万
円
)
で
あ
る
。

瀬
戸
内
海
と
豊
後
水
道
の
分
岐
点
に
あ
た
る
速
吸
瀬

戸
が
主
な
漁
場
で
あ
り
、
潮
の
流
れ
が
早
く
海
底
の
地

形
が
非
常
に
起
伏
に
富
ん
だ
天
然
礁
に
恵
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
日
本
で
も
有
数
の

一
本
釣
り
漁
場
と
な
っ

て
い
る
。

豊
富
な
餌
に
よ
っ
て
ほ
ど
よ
く
太
り
、
潮
流
の
速
さ

か
ら
身
が
引
き
締
ま
り
、
関
も
の
な
ら
で
は
の
味
と
歯

ご
た
え
が
こ
の
漁
場
環
境
か
ら
生
ま
れ
る
。
関
あ
じ
、

関
さ
ば
は
す
べ
て

一
本
釣
り
で
漁
獲
す
る
と
と
も
に
、

餌
は
擬
似
餌
か
ゴ
カ
イ
し
か
使
わ
な
い
こ
と
を
決
め
て

お
り
、
こ
こ
に
も
お
い
し
さ
の
秘
密
が
あ
る
。
レ
ジ
ャ

ー
釣
り
の
よ
う
に
ま
き
餌
で
釣
る
と
、
獲
れ
た
魚
が
臭

く
な
る
か
ら
だ
。

大
分
中
央
市
場
で
は
佐
賀
関
か
ら
出
荷
す
る
も
の
は

「
関
も
の
」
と
し
て
関
コ
ー
ナ
ー
で
競
売
さ
れ
て
お
り
、

昔
か
ら
特
別
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
。

仲
買
人
の
買
い
方
も
独
特
で
あ
る
、
昭
和
五
十
七
年

ご
ろ
よ
り
タ
イ
、
ブ
リ
、
ア
ジ
、
サ
バ
、
イ
サ
キ
な
ど

の
活
魚
は
「
面
買
い
」
と
い
う
買
い
方
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
魚
を
計
量
せ
ず
に
泳
い
で
い
る
魚
を
目
で
見

て
、
魚
の
重
さ
、
品
質
を
目
測
し
て
魚

一
本
ず
つ
値
段

1[IJ協づくり2∞2年9月号⑨28

大
分
県
漁
業
協
同
組
合
佐
賀
関
支
庖
長

岡
本
喜
七
郎

を
決
め
る
や
り
方
で
あ
り
、
現
在
も
面
買
い
で
魚
を
受

け
入
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
方
法
を
採
る
の

か
と
い
う
と
、
重
さ
を
計
る
と
魚
が
暴
れ
る
、
魚
と
魚

が
当
た
る
と
擦
れ
て
筋
肉
に
無
理
が
い
き
身
が
割
れ

る
、
こ
れ
を
防
止
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
仲
買
人
は

昔
か
ら
鮮
度
を
大
事
に
し
て
商
品
の
価
値
を
落
と
さ
な

い
た
め
行
っ
て
き
た
。
こ
こ
に
も
お
い
し
さ
の
秘
密
が

あ
る
。

四
売
事
業
の
改
革

昭
和
六
十
三
年
か
ら
販
売
事
業
の
改
革
に
着
手
す
る

こ
と
に
な
り
、
全
組
合
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
儲
け
す
ぎ
て
い
る
な
ど
、
仲
買
人
に
対

す
る
不
満
は
強
く
、
信
用
度
が
低
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、
「
共
同
出
荷
方
式
」
が
い
い
か
、

「
買
い
取
り
方
式
」
が
い
い
か
を
協
議
し
た
結
果
、
魚

価
の
安
定
と
組
合
員
の
収
入
を
上
げ
る
に
は
買
い
取
り

方
式
が
適
し
て
い
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
組
合
員
の
自
由
選
択
と
な
っ
て
い
る
。

買
い
取
り
方
式
は
、
漁
業
職
員
が
組
合
員
と
相
対
で

値
段
を
決
め
直
接
買
い
付
け
る
も
の
で
、
あ
と
は
組
合

の
判
断
で
市
場
へ
の
出
荷
量
・
出
荷
先
が
決
め
ら
れ

る
。
そ
れ
ま
で
何
十
年
間
も
漁
協
は
直
接
販
売
な
ど
を

行
っ
た
こ
と
が
な
か

っ
た
の
で
、
大
変
苦
労
し
た
。
こ
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の
時
の
漁
協
の
元
管
理
が
そ
の
後
の
関
あ
じ
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
当
た

っ
て
の
伏
線
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

漁
協
が
直
接
販
売
を
す
る
こ
と
を

P
R
す
る
た
め
、

大
分
県

一
村

一
品
運
動
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
販
売
、

県
水
産
振
興
祭
や
町
産
業
文
化
祭
で
の
販
売
、
グ
ル
メ

番
組
や
テ
レ
ビ
、
雑
誌
の
取
材
の
対
応
を
積
極
的
に
行

っ
た
。
県
水
産
振
興
祭
は
毎
年
別
府
市
で
開
催
さ
れ
て

い
る
が
、
当
初
、
関
さ
ば
の
刺
し
身
を
別
府
市
民
が
全

然
受
け
付
け
て
く
れ
な
か

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ぜ

ひ
関
さ
ば
を
刺
身
で
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
の
努
力
が

実
り
、

二
年
後
に
は
関
さ
ば
が
飛
ぶ
よ
う
な
売
れ
行
き

を
示
し
、
人
の
波
が
で
き
る
よ
う
な
反
響
を
見
て
い
る
。

回
売
厳
略
を
強
化

昭
和
六
十
三
年
日
本
文
理
大
学
の
藤
沢
先
生
よ
り
、

関
あ
じ
、
関
さ
ば
の
販
売
戦
略
に
つ
い
て
、

①
地
元
市
場

の
重
視
②
県
外
を
重
点
と
す
る
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
③
多

様
な
流
通
ル

l
ト
の
模
索
④
産
地
出
荷
体
制
の
強
化
ー

の
四
点
を
内
容
と
す
る
推
進
方
策
の
提
言
が
あ
っ
た
。

元
年
か
ら
は
大
分
県
、
佐
賀
関
町
よ
り
補
助
金
を
受

け
、
水
産
物
販
売
流
通
促
進
事
業
の
取
り
組
み
を
始
め

た
。
ま
ず
、
福
岡
市
を
県
外
重
点
市
場
と
し
て
、
福
岡

中
央
卸
売
市
場
内
の
会
議
室
に
市
場
関
係
者
を
招
待
し

て
関
あ
じ
、
関
さ
ば
の
試
食
会
な
ど
を
催
し
た
。
二
年

に
は
北
九
州
中
央
卸
売
市
場
内
で
、
ま
た
、

三
年
に
は

築
地
魚
市
場
内
で
、
四
年
に
は
大
阪
中
央
卸
売
市
場
と

相
次
い
で
料
理
庖
、
デ
パ
ー
ト
、
マ
ス
コ
ミ
、
地
元
出
身
者

を
招
待
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
、
関
あ
じ
、
関
さ

ば
の
試
食
と
懇
談
を
行
っ
た
。
東
京
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

特集=地域フランド

.匹

を
開
催
す
る
に
当
た
り
当
初
、
有
名
ホ
テ
ル
を
会
場
と

し
て
お
願
い
し
た
が
、
ホ
テ
ル
側
か
ら
サ
パ
の
刺
身
の
取

り
扱
い
は
で
き
な
い
と
断
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

今
は
関
さ
ば
の
良
い
も
の
が
揚
が
れ
ば
東
京
に
七

O
%

以
上
は
出
荷
す
る
ほ
ど
主
力
市
場
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
市
場
開
拓
が
で
き
た
の
も
、
大
分
県
、
佐

賀
関
町
、
漁
協
が
三
位

一
体
と
な

っ
て
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

高
値
で
も
ど
ん
ど
ん
売
れ
た
バ
ブ
ル
期
で
あ
り
、
こ
れ

に
グ
ル
メ
ブ

1
ム
が
重
な
る
な
ど
取
り
組
み
を
行

っ
た

時
期
が
良
か

っ
た
の
も
幸
運
で
あ

っ
た
。

マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
多
く
な
り
、

関
あ
じ
、
関
さ
ば
が
高
級
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
定
着
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
ア
ジ
、
サ
パ
の
代
名
調
化
し
、
関
あ
じ
、

関
さ
ば
の
偽
物
が
横
行
す
る
よ
う
に
な
り
、
苦
情
を
受

け
る
回
数
が
多
く
な

っ
た
。
こ
の
た
め
、
消
費
者
に
安

心
し
て
賞
味
し
て
い
た
だ
く
方
法
を
検
討
し
た
結
果
、

四
年
十
月
商
標
登
録
を
申
請
、
八
年
十
月
商
標
登
録
の

認
可
を
受
け
た
。
九
年
九
月
に
は
大
分
市
の
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
「
関
あ
じ
、
関
さ
ば
商
標
登
録

・
特
約
庖
制

度
の
発
表
会
」
を
開
催
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
十
月
か

ら
は
注
文
の
あ

っ
た
関
あ
じ
、
関
さ
ば
に
は

一
匹
、
ず
つ

尻
尾
に
シ

i
ル
を
付
け
て
販
売
す
る
と
と
も
に
、
漁
協

と
継
続
的
な
取
り
扱
い
の
あ
る
庖
に
特
約
庖
看
板
を
掛

け
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
し
た
こ
と
で
魚
価
は
急
上
昇
し

た
。
昭
和
六
十
三
年
か
ら
平
成
元
年
ま
で
関
さ
ば

一
本

の
漁
民
か
ら
買
う
浜
値
は
二
百
五
十
円
だ
っ
た
の
が
、

今
年

一
1
三
月
に
は
二
千
五
百

1

千
円
。
末
端
価
格

d 

は
東
京
、
大
阪
は
六
、
七
千
円
、
地
元
大
分
で
も
五
千

五
百

1
六
千
円
と
な

っ
て
い
る
。
お
よ
そ
十
五
年
で、

浜
値
は
十
倍
以
上
値
上
が
り
し
た
こ
と
に
な
る
。
一

方

関
あ
じ
は
、
昔
か
ら
関
も
の
の
代
表
魚
種
と
し
て
高
値

で
取
り
引
き
さ
れ
て
き
た
た
め
、

一
本
二
千
円
と
倍
の

値
上
が
り
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。

開
あ
じ
祭
り
で
町
外
と
交
涜

こ
う
し
た
状
況
も
あ
っ
て
、

地
元
の
町
民
か
ら
関
あ
じ
、
関

さ
ば
は
高
い
、
口
に
入
ら
な
い
、

漁
協
は
東
京
に
目
を
向
け
す
ぎ

て
地
元
の
こ
と
は
考
え
て
な
い

と
不
満
の
声
を
聞
く
こ
と
が
多

く
な

っ
た
。
そ
こ
で
、
町
と
協

議
し
て
、

J
A
、
商
庖
街
に
声

を
掛
け
、
十
三
年
二
月
漁
協
魚

市
場
周
辺
を
会
場
に
第

一
回
関

あ
じ
、
関
さ
ば
祭
り
を
開
催
、

町
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
に
も
好

評
で
あ
っ
た
。
本
年
二
月
の
二

回
目
の
祭
り
で
は
、
高
速
道
路
の
開
通
も
あ
り
県
外
か

ら
も
お
客
さ
ん
が
多
く
来
町
し
た
。
こ
の
お
祭
り
で
町

外
と
の
交
流
人
口
を
増
や
し
、
町
、
活
性
化
の
た
め
継

続
し
て
い
き
た
い
。

最
後
に
、
ブ
ラ
ン
ド
と
は
消
費
者
が
信
用
し
、
安
心

し
て
買
う
物
で
あ
る
と
思
う
の
で
、
消
費
者
に
品
質
の

よ
い
関
あ
じ
、
関
さ
ば
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思

っ

て
い
る
。
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露児島県
産
地
の
顔
が
見
え
る
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

食
肉
偽
装
問
題
に
黒
豚
1
頭
ご
と
の
証
明
書

鹿
児
島
県
で
は
温
暖
な
気
候
、
広
大
な
畑
地
な
ど
恵

ま
れ
た
条
件
を
活
か
し
、
畜
産
、
園
芸
を
中
心
に
わ
が

屈
の
南
の
食
料
供
給
基
地
と
し
て

「食
の
創
造
拠
点
か

ご
し
ま
」
の
形
成
を
目
指
し
た
施
策
の
展
開
を
図

っ
て

お
り
、
平
成
元
年
度
か
ら

「
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
確
立

運
動
」
を
実
施
し
て
い
る
。

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
が
、
農
産
物
の
輸
入
増
加
を

は
じ
め
、
市
場
に
お
け
る
予
約
相
対
取
引
の
増
大
、

量

販
問
の
大
量

一
括
仕
入
れ
な
ど
取
引
形
態
の
多
様
化
や

大
型
化
の
進
展
、
消
費
者
の
健
康

・
安
全
志
向
の
高
ま

り
に
よ
り
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、

本
県
農
業
を
振
興
し
、

農
家
経
営
の
安
定
と
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
高
品
質
の
農
畜
産
物
を
安
定
的
に

供
給
で
き
る

「
産
地
づ
く
り
」
と
流
通
・
販
売
体
制
を

整
備
し
、
県
産
農
畜
産
物
の

一
層
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ

に
よ
る

「販
路
拡
大
」
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

る
。

園
ラ
ン
ド
マ

l
Z品
質
保
証

かとじまフランド

「
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
確
立
運
動
」

で
は
、

一
定
基
準
以
上
の
品
質
と
量

を
確
保
し
、

計
画
的
な
出
荷
が
行
わ

れ
、
市
場
や
消
費
者
な
ど
か
ら
高

い

評
価
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
を
継

続
し
て
行
う
産
地
で
県
内
他
産
地
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ

う
な
産
地
を
知
事
が、

「
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
産
地
」

と
し
て
指
定
す
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
ブ
ラ
ン
ド
産
地
と

し
て
本
県
を
代
表
す
る
さ
つ
ま
い
も
や
カ
ボ
チ
ャ
、
ピ

ー
マ
ン
、
空
豆
、
黒
牛

・
黒
豚
な
ど
十

一
品
目
十
六
産

地
を
指
定
し
た
。

こ
れ
ら
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
産
品
に
は
、
鹿
児
島
の

イ
メ
ー
ジ
を
高
め、

高
品
質
の
農
畜
産
物
を
広
く
全
国

の
市
場
や
消
費
者

へ
お
届
け
す
る
に
あ
た
り
、
ブ
ラ
ン

ド
産
地
の
誇
り
と
品
質
を
保
証
す
る
証
と
し
て
、

「
か

ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
マ

l
ク
」
を
貼
付
し
て
い
る
。

こ
の
運
動
は
、

三
つ
の
活
動
を
基
本
に
展
開
し
て
お

り、

①
話
し
合
い
活
動
や
各
種
研
修
な
ど
を
通
じ
て
、

運
動
の
地
域
へ
の
浸
透
と
ブ
ラ
ン
ド
産
地
づ
く
り
の
機

運
を
醸
成
す
る
啓
発

・
普
及
②
品
質
の
良
い
も
の
を
安

定
的
に
出
荷
で
き
市
場
対
応
力
の
あ
る
広
域
的
な
産
地

づ
く
り
③
県
産
農
畜
産
物
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
と
販
路

拡
大
の
た
め
の
販
売
戦
略
の
展
開
|

こ
の
三
つ
を
有
機

的
に
結
び
つ
け
て
運
動
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

園
ラ
ン
ド
マ
ス
ヲ
l
の
認
定

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
当
た

っ
て
は
、

生
産
か
ら

流
通

・
販
売
ま
で
生
産
者
、
農
業
団
体
、
行
政
な
ど
の
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鹿
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長
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， 
を
は
じ
め
、
東
京
や
大
阪
な
ど
の
量
販
庖
な
ど
に
お
い

て
、
産
地
の
女
性
生
産
者
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
品
目
な
ど

の
試
食
宣
伝
販
売
や
、
各
種
広
告
媒
体
を
活
用
し
た

P

R
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

間
世
田
カ
ボ
チ
ャ
の
こ
だ
わ
り

こ
れ
ら
ブ
ラ
ン
ド
産
地
づ
く
り
の
中
で
、
平
成
三
年

度
に
「
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
産
地
」
の
第

一
号
と
し
て

指
定
さ
れ
た
「
加
世
田
の
カ
ボ
チ
ャ
」
は
、
交
配
し
て

六
十
日
を
過
ぎ
て
は
さ
み
を
入
れ
る
。
通
常
は
、
交
配

後
五
十
五
日
で
収
穫
で
き
る
も
の
を
、
さ
ら
に
五

l
十

日
ほ
ど
樹
上
で
完
熟
さ
せ
る
な
ど
徹
底
し
て
完
熟
に
こ

だ
わ
り
、
ホ
ク
ホ
ク
し
た
味
わ
い
は
ど
こ
に
も
負
け
な

い
一
級
品
で
、
糖
度
が
高
く
、
ま
さ
に
果
物
並
み
の
お

い
し
き
で
あ
る
。
一

玉

一
玉
に
完
熟
マ

l
ク
シ

l
ル
を

貼
付
し
、
市
場
や
量
販
庖
関
係
者
か
ら
も
高
い
評
価
を

得
て
い
る
。
当
初
、
産
地
で
は
も
と
も
と
若
い
新
カ
ボ
チ

ャ
を
好
む
傾
向
が
あ
っ
た
た
め
、
「
ど
う
し
て
、
も
う
食

べ
ら
れ
る
カ
ボ
チ
ャ
を
ち
ぎ
っ
て
は
い
け
な
い
の
か
」

「
何
日
間
も
置
く
と
硬
く
な
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど

危
倶
や
反
発
な
ど
も
生
産
者
か
ら
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、

完
熟
に
徹
底
し
て
こ
だ
わ
ろ
う
と
、
昭
和
五
十
二
年
か

ら
地
域
を
挙
げ
て
本
格
的
に
完
熟
カ
ボ
チ
ャ
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
商
品
と
し
て
の
認
識
や
技
術
向
上
な
ど
、

長
年
の
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
り
現
在
で
は
、
需
要
に

応
じ
き
れ
な
い
ほ
ど
人
気
が
高
く
、
市
場
か
ら
も
注
目

さ
れ
て
い
る
産
地
に
育
っ
て
い
る
。
生
産
者
自
ら
が
ブ

ラ
ン
ド
産
地
と
し
て
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
生
産
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
他
産
地
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

特集=地域ブランド

園
信
感
払
し
ょ
〈
へ
黒
豚
証
聞
制
度

ま
た
、
黒
豚
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
は
肥
育
期
間

が
長
く
、
産
子
数
が
少
な
い
黒
豚
は
経
済
効
率
が
悪
い

た
め
、
高
度
経
済
成
長
時
代
に
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
た

が
、
黒
豚
を
愛
す
る
生
産
者
や
関
係
者
の
努
力
と
情
熱

で
、
「
か
ご
し
ま
黒
豚
」
と
し
て
よ
み
が
え
っ
た
。

別
名
を
「
六
白
(
ろ
っ
ぱ
く
)
」
と
言
い
、
四
肢
と

鼻
筋
、
尾
の
六
カ
所
に
白
斑
が
あ
る
の
が
外
見
上
の
大

き
な
特
徴
で
あ
る
。
「
丹
念
に
育
て
ら
れ
た
黒
豚
だ
か

ら
こ
そ
、
す
べ
て
を
無
駄
な
く
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら

い
た
い
。
そ
れ
が
彼
ら
の
命
を
有
意
義
に
生
か
す
こ
と

な
の
で
す
」
と
語
る
生
産
者
に
は
、
こ
だ
わ
り
続
け
た

こ
と
に
自
負
心
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
「
い
く
ら
い

い
も
の
を
作
っ
て
も
黒
豚
の
価
値
を
正
当
に
評
価
し
て

く
れ
る
消
費
者
が
い
な
い
と
、
農
家
は
生
産
を
続
け
ら

れ
な
い
」
と
訴
え
て
お
り
、
ブ
ラ
ン
ド
を
支
え
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
、
消
費
者
に
も
大
き
な
責
任
が
あ
る
の

だ
と
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
全
国
的
な
黒
豚
ブ

l
ム
が
起
こ
り
、

生
産
量
を
は
る
か
に
超
え
る
量
の
黒
豚
が
庖
頭
に
出
回

り
、
「
黒
豚
」
に
対
す
る
消
費
者
の
不
信
感
も
高
ま
っ

た
た
め
、
黒
豚
の
主
産
地
で
あ
る
本
県
で
は
、
品
質
の

優
れ
た
本
物
の
「
か
ご
し
ま
黒
豚
」
を
消
費
者
に
確
実

に
届
け
る
体
制
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
平
成
四
年
か
ら

「
か
ご
し
ま
黒
豚
証
明
制
度
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
こ
れ
は
、
「
か
ご
し
ま
黒
豚
証
明
書
」
を
出
荷
す

る

一
頭
ご
と
に
添
付
し
、
こ
れ
を
確
実
に
回
収
す
る
こ

と
で
生
産
者
の
特
定
と
そ
の
生
産
、
肥
育
、
出
荷
な
ど

の
生
産
履
歴
な
ど
が
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

B
S
E
の
発
生
や
相
次
ぐ
食
肉
偽
装
表
示
問
題
な
ど

で
、
消
費
者
の
食
へ
の
不
信
感
が
強
ま
る
中
、
消
費
者

が
求
め
る
「
品
質
が
良
く
、
安
全
で
安
心
し
て
購
入
で

き
る
農
畜
産
物
」
を
提
供
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
た
め
に
は
、
生
産
物
に
対
す
る

生
産
者
の
責
任
の
所
在
を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
県
と
し
て
は
今
後
と
も
、
か

ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
推
進
本
部
を
核
と
し
て
、
県
園
芸
振

興
協
議
会
な
ど
の
作
目
別
協
議
会
と
の
連
携
を
密
に
し

て
、
ブ
ラ
ン
ド
産
地
の
さ
ら
な
る
体
制
の
強
化
や
、
産

地
指
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積

極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
農

業
団
体
と

一
体
と
な
っ
て
市
場
や

消
費
者
な
ど
へ
の

P
R
活
動
を
積

極
的
に
行
い
、
正
確
な
産
地
情
報

の
伝
達
な
ど
、
生
産
者
の
「
顔
」

が
見
え
る
信
頼
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド

産
地
づ
く
り
、
商
品
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

-
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⑩
沖縄県
健
康
・
長
寿
の
「
沖
縄
」
を
ブ
ラ
ン
ド
に

わ
し
た
シ
ョ
ッ
プ
を
全
国
展
開

園
祭
事
た
ら
し
た
N
B
の
は
九
ら
九

沖
縄
は
、
長
い
米
軍
支
配
に
よ
り
、
基
地
依
存
の
経

済
体
質
と
な
り
、
物
づ
く
り
を
担
う
第

一
次
、
第
二
次

産
業
の
規
模
は
極
端
に
小
さ
く
、
第
三
次
産
業
に
片
寄

っ
た
産
業
構
造
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
貿
易
収
支
は

恒
常
的
に
入
超
と
な
り
、
赤
字
補
て
ん
し
た
の
が
基
地

か
ら
派
生
す
る
収
入
で
あ
り
、
日
本
政
府
の
援
助
金
で

あ
っ
た
。

こ
の
経
済
構
造
は
、
昭
和
四
十
七
年
の
復
帰
に
よ
っ

て
も
基
本
的
に
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
復
帰
に
よ

っ
て

一
体
化
し
た
経
済
は
、
急
速
に
本
土
化
し
、
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
製
品
が
市
中
に
は
ん
ら
ん
す
る
こ

と
と
な
り
、
地
場
の
産
業
は
衰
退
の

一
途
を
た
ど
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
た
産
業
界
は
、
地
場

産
品
で
あ
る
県
産
品
の
使
用
奨
励
運
動
を
展
開
す
る
と

と
も
に
、
沖
縄
県
に
対
し
て
製
造
業
の
振
興
策
を
強
く

求
め
た
。

時
あ
た
か
も
沖
縄
電
力
の
民
営
化
が
実
現
し
、
政
府

保
有
株
の
売
却
が
姐
上
に
の
ぼ
っ
て
い
っ
た
。

沖
縄
県
は
、
好
機
到
来
と
ば
か
り
に
売
却
益
か
ら
百

億
円
の
産
業
振
興
基
金
を
造
成
す
る
こ
と
を
政
府
に
強

く
要
求
し
、
そ
の
実
現
を
み
た
の
が
六
十
三
年
で
あ
っ

た
。

F 

固
ま
解
決
ヘ
三
セ
ワ
構
想

沖
縄
県
の
よ
う
な
島
し
ょ
県
で
産
業
振
興
な
か
ん
ず

く
製
造
業
の
振
興
を
図
る
に
は
、
流
通
問
題
を
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
産
業
が
未
成
熟
で
中
小

零
細
企
業
が
大
部
分
の
沖
縄
に
お
い
て
は
、
メ
ー
カ
ー

が
独
自
で
流
通
を
開
拓
し
て
い
く
こ
と
は
至
難
な
こ
と

と
い
わ
れ
た
。
そ
こ
で
産
地
問
屋
機
能
を
持
っ
た
卸

・

小
売
販
売
会
社
を
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
設
立
す
る
構

想
が
、
沖
縄
県
、
産
業
界
で
検
討
さ
れ
た
。

当
時
、
同
じ
よ
う
な
理
由
か
ら
す
で
に
岩
手
県
や
長

崎
県
に
先
進
事
例
が
あ
っ
た
の
で
、
両
県
を
視
察
す
る

と
と
も
に
、
産
業
界
、
物
産
振
興
会
関
係
者
と
の
検
討

会
議
を
重
ね
た
結
果
、
よ
う
や
く
、
関
係
者
の
同
意
を

取
り
付
け
、
資
本
金
二
億
五
千
万
円
で
側
沖
縄
県
物
産

公
社
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
五
年
に
制
沖
縄
県
物
産
振
興
会
を
発
展
的
に
解

消
し
、
制
沖
縄
県
工
業
連
合
会
の
物
産
展
示
販
売
セ
ン

タ
ー
を
統
合
し
て
発
足
し
た
附
物
産
公
社
は
、
初
年
度

の
総
取
扱
高
十
億
円
、
従
業
員
数
三
十
七
人
で
あ
っ
た
。

四
し
た
シ
ョ
ッ
プ
が
相
次
い
で
方
l
ブ
ン

六
年
三
月
に
銀
座
わ
し
た
シ
ョ
ッ
プ
を
開
庖
し
、
続

い
て
名
古
屋
わ
し
た
シ
ョ
ッ
プ
、
七
年
に
は
、
海
外
支

側
沖
縄
県
物
産
公
社
代
表
取
締
役
専
務

宮
城
春
一

(従業員数) ・250人

.100人

• 50人

〈
国
田
F

・
g則
的

〈
目
的
戸
煙
ミ

70億・(総取扱高)

〈
田
円
・
題
目
戸

40f意・

30億・

20億・だ
cη 

埋E
Cコ

10億・

60億・

50i!意・

庖
の
台
北
わ
し
た
シ
ョ
ッ
プ
を
開
庖
し
た
。
そ
の
年
、

沖
縄
県
県
産
品
販
売
セ
ン
タ
ー
を
移
転
し
、
わ
し
た
シ

ョ
ッ
プ
本
庖
を
開
設
、
同
年
の
十
二
月
に
資
本
金
を
現

在
の
四
億
四
千
五
百
万
円
に
変
更
し
た
。

さ
ら
に
、
九
年
に
は
大
阪
わ
し
た
シ
ョ
ッ
プ
、
十

一

年
に
札
幌
わ
し
た
シ
ョ
ッ
プ
お
よ
び
空
港
わ
し
た
シ
ョ

ッ
プ
を
そ
れ
ぞ
れ
開
設
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の

問
、
囲
内
の
わ
し
た
シ
ョ
ッ
プ
は
順
調
に
業
績
を
伸
ば

し
た
が
、
台
北
わ
し
た
シ
ョ
ッ
プ
は
業
績
が
低
迷
、
つ

い
に
十
三
年
に
休
業
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
。
し
か
し
、

十
四
年

一
月
に
台
湾
が

W
T
O
に
加
盟
し
た
こ
と
か

ら
、
今
後
の
貿
易
の
自
由
化
が
進
展
す
る
こ
と
が
期
待

I目成づくり2002年9月号⑨32
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で
き
る
と
判
断
、
本
年
六
月
に
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
、
支
庖
活
動
を
再
開
し
た
。

こ
の
よ
う
に
物
産
公
社
は
、
わ
し
た
シ
ョ

ッ
プ
を
中

心
に
業
容
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
物
産
展
や
卸
販
売
、

通
信
販
売
に
も
力
を
注
い
だ
結
果
、
十
四
年
三
月
期
の

決
算
で
は
、
総
取
扱
高
六
十
億
四
千
万
円
を
記
録
し
、

経
常
利
益
も

一
億
三
千
万
円
余
を
計
上
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

さ
ら
に
、
設
立
後
九
年
目
で
よ
う
や
く
配
当
を
実
施

で
き
た
こ
と
は
、
経
営
を
預
か
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ

以
上
の
喜
び
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
物
産
公
社
の
業
績
は
い
た
っ
て
順
調

の
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
に
は
沖
縄
県
の
資
金
援
助

が
大
き
な
力
に
な

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
設

立
時
か
ら
、
今
日
ま
で
十
億
円
余
の
公
的
資
金
が
投
入

さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
と
ど
め
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
昨
年
の
役
員
交
代
期
に
内
紛
が
あ
り
、
多
く

の
取
引
先
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
が
、
大
方

の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
従
来
に
も
増
し
て
取
り
引
き

を
拡
大
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
と

し
て
の
公
的
信
用
と
当
社
職
員
に
対
す
る
信
頼
の
証
で

あ
り
、
何
も
の
に
も
変
え
が
た
い
財
産
と
し
て
、
今
後

の
経
営
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
社
員
同
肝
に
銘
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

特集=地域ブランド

と
こ
ろ
で
、
沖
縄
の
物
産
は
そ
の
す
べ
て
が
中
小
零

細
業
者
に
よ
り
生
産
さ
れ
て
お
り
、
メ
ジ
ャ
ー
商
品
と

な
っ
て
い
る
も
の
は

一
つ
と
し
て
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

ま
た
長
い
間
、
沖
縄
県
内
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
中
心
に
販

売
し
て
い
た
商
品
で
あ
る
た
め
、
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
は
試
食
、
試
飲
販
売
な
ど
の
説
明
を
要
す
る
商
品
が

大
部
分
で
、
認
知
し
て
も
ら
え
る
ま
で
に
か
な
り
の
時

間
と
人
手
を
要
し
た
こ
と
な
ど
苦
労
の
連
続
で
あ
っ
た
。

固
き
間
市
場
を
開
拓

こ
れ
ら
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
は
、
あ
る
意
味
に
お

い
て
当
社
に
と
っ
て
、
有
利
に
働
い
た
と
い
え
る
。

つ

ま
り
、
商
品
が
メ
ジ
ャ
ー
で
な
い
た
め
、
大
手
は
関
心

が
な
く
、
商
品
の
認
知
を
し
て
も
ら
え
ば
リ
ピ
ー
タ
ー

と
な
り
、
メ
ジ
ャ
ー
商
品
の
は
ん
ら
ん
す
る
巨
大
市
場

の
す
き
間
を
縫
っ
て
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
か

ら
で
あ
る
。

1761万円

1525万円

1503万円

③ゴーヤー(にがうり)

⑨ちゅうらMild230ml 

⑩PB秋ウコン粒 1000粒

わしたショップ全信商品売り上げ
bestlO(平成13年7月~平成14年E月)

①純系ウコン粒 1000粒 5906万円

②黒糖黒麹もろみ酢 720ml 5315万円

③無糖黒麹もろみ酢 720ml 4072万円

④ちゅううRegular230ml 3097万円

⑤ちゅううスペシャJレ230ml 2972万円
⑥PB醗酵ウコン粒 500粒 2632万円

⑦オリオンドラフト 350ml 1990万円

さ
ら
に
、
食
の
安
全
に
対
す
る
信
頼
感
が
大
き
く
揺

ら
ぐ
中
で
、
国
民
が
健
康
と
長
寿
に
多
大
な
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
長
寿
県
沖
縄
の
地
域
イ

メ
ー
ジ
を
高
め
る
客
観
的
要
因
が
増
え
、
従
来
に
も
増

し
て
沖
縄
ブ

l
ム
と
ま
で
い
わ
れ
た
状
況
が
出
現
し

た
。
そ
の
う
え

N
H
K
の
ち
ゅ
ら
さ
ん
の
放
映
に
よ
る

沖
縄
の
お
ば
あ
の
元
気
、
高
校
球
児
の
健
闘
の
影
響
な

ど
、
元
気
印
の
沖
縄
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

た
こ
と
な
ど
が
背
景
に
あ
る
。

い
ま
や
沖
縄
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
「
健
康
、
長
寿
、

安
全
、
安
心
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

亜
熱
帯
、
海
洋
性
気
候
に
よ
る
温
暖
な
気
候
は
、
ま
さ

に
都
市
文
明
に
疲
れ
た
人
間
の
心
と
体
を
い
や
し
元
気

を
取
り
戻
し
て
く
れ
る
。
物
産
公
社
の
試
み
は
沖
縄
の

イ
メ
ー
ジ
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
琉
球
王
朝
時
代
か
ら
の
伝
統
文
化
や
工
芸

は
、
先
人
の
遺
産
と
し
て
今
に
息
づ
い
て
お
り
、
沖
縄
の

光
、
音
、
風
が
訪
れ
る
者
を
や
さ
し
く
迎
え
て
く
れ
る
。

青
い
海
、
青
い
空
、
白
い
雲
は
沖
縄
を
代
表
す
る
景
観
と

し
て
人
び
と
の
心
を
と
ら
え
て
離
さ
な
い
魅
力
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
気
候
風
土
に
は
ぐ
く
ま
れ
、
育

っ
た
物

産
は
、
健
康
、
長
寿
を
も
た
ら
し
食
へ
の
安
全
、
安
心

を
つ
な
ぎ
と
め
て
く
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

当
社
と
し
て
は
、
全
国
の
沖
縄
フ
ァ
ン
の
要
望
や
、

健
康
、
長
寿
を
願
う
人
び
と
の
要
望
に
応
え
る
べ
く
中

期
経
営
計
画
に
基
づ
い
て
、
十
六
年
度
ま
で
に
全
国
主

要
都
市
に
わ
し
た
シ
ョ
ッ
プ
の

F
C
脂
、
特
約
庖
の
二

十
庖
舗
開
設
を
目
標
に
、
今
年
度
中
に
は
首
都
圏
で
直

営
庖
を
含
め
二
1
三
庖
舗
の
開
設
を
計
画
し
て
い
る
。
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地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
l
T
の
活
用

ー
一は
じ
め
に

「
わ
が
国
が
五
年
以
内
に
世
界
最
先
端
の

I
T
国
家
と

な
る
」
こ
の
野
心
的
な
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
以
来
、
わ

が
国
に
お
い
て
は
、
官
民
の
総
力
を
挙
げ
た
取
り
組
み

を
図
っ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
「

e
'
J
a
p
a
n
重

点
計
画
」
「
e
l
J
a
p
a
n
2
0
0
2
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と

い
っ
た
政
府
の
行
う
べ
き
施
策
を
定
め
た
各
種
計
画
を

次
々
に
策
定
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
施
策
に
つ
い

て
、
着
実
に
実
施
し
て
き
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
成
果
を
踏
ま
え
、

「
?
J
a
p
a
n
重
点
計
画
」
を
見
直
し
、
目
標
達
成
を

さ
ら
に
確
実
に
す
る
も
の
と
す
る
べ
き
施
策
の
全
容
を

明
ら
か
に
す
る
「

e
'
J
a
p
a
n
重
点
計
画
1
2
0
0

2
」
が
平
成
十
四
年
六
月
十
八
日
に
策
定
さ
れ
た
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な

I
T
施
策
の
中
で

も
、
地
域
文
化
・
伝
統
芸
能
の
保
存
と
継
承
、
地
域
の

活
性
化
、
地
域
情
報
の
発
信
、
地
域
へ
の
愛
着
を
高
め

る
た
め
の
教
育
な
ど
幅
広
い
行
政
分
野
に
お
い
て
、
そ

の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム

構
想
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
意
見
に

わ
た
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
私
見
で
あ
る
こ
と
を
お
断

り
し
て
お
く
。

2
一デ
ジ
タ
ル
ミ
ユ
ー
ジ
ア
ム
構
想

総
務
省
に
お
い
て
は
、
平
成
十

一
年
度
か
ら
「
デ
ジ

タ
ル
・
ミ
ユ

1
ジ
ア
ム
構
想
」
を
推
進
し
て
い
る
。

本
構
想
で
は
、
近
年
、
文
化
財
な
ど
を
電
子
的
に
保

存
す
る
「
デ
ジ
タ
ル

・
ア
ー
カ
イ
ブ
」
が
注
目
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
デ
ジ
タ
ル

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時

代
に
お
け
る
ア

l
カ
イ
ビ
ン
グ
の

一
環
と
し
て
、
地
域

の
美
術
館
や
博
物
館
な
ど
の
文
化
施
設
を
地
域
文
化
の

情
報
蓄
積

・
発
信
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ

る
。
構
想
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

①
デ
ジ
タ
ル

画
像
技
術
を
用
い
て
、
有
形
・
無
形
の
文
化
財
な
ど
を

記
録
す
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ

を
だ
れ
で
も
自
由
に
閲
覧
で
き
る
仕
組
み
の
構
築

{た

め
る
}
②
地
域
間
の
文
化
財
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、

地
方
公
共
団
体
の
施
設
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お

い
て
情
報
の
送
受
信
・
閲
覧
を
可
能
と
す
る
{
つ
な
ぐ
}

③

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

・
ミ
ユ

l
ジ
ア
ム

・
シ
ス
テ
ム
な
ど

既
存
シ
ス
テ
ム
と
の
整
合
性
を
考
慮
し
、
美
術
館
や
博

物
館
が
従
来
か
ら
所
有
す
る
画
像
資
産
の
有
効
活
用
を

図
る

【
い
か
す
}
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
地
域
が

主
体
と
な
れ
る
、
情
報
資
産
を
高
度
に
利
活
用
す
る
た

め
の
環
境
整
備
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ι 

本
構
想
に
つ
い
て
は
、
情
報
通
信
技
術

(
I
T
)
の

進
展
下
に
お
い
て
地
方
公
共
団
体
が
早
急
に
取
り
組
む

べ
き
事
項
な
ど
に
つ
い
て
提
示
し
た
「

I
T
革
命
に
対

応
し
た
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
情
報
化
施
策
等
の
推

進
に
関
す
る
指
針
」
(
平
成
十
二
年
八
月
二
十
八
日
情

報
通
信
技
術

(
I
T
)
革
命
に
対
応
し
た
地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
情
報
化
推
進
本
部
決
定
)
お
よ
び
、
本
指

針
に
盛
り
込
ま
れ
た
内
容
の
計
画
的
推
進
を
図
る
た

め
、
自
治
省
(
総
務
省
)
と
し
て
取
り
組
む
事
項
な
ど

を
年
度
ご
と
に
提
示
し
た
「
地
域

I
T
推
進
の
た
め
の

自
治
省
ア
ク
シ
ョ
ン

・
プ
ラ
ン
」
(
十
二
年
十
二
月
二

十
五
日
岡
本
部
決
定
)
に
お
い
て
も
、
電
子
自
治
体
構

築
の
た
め
の
重
要
施
策
の

一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
施
策
を
具
体
的
に
支
援
す
る
た
め
、
地
方

公
共
団
体
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
に

対
す
る
財
政
支
援
に
つ
い
て
は
、
十
二
年
度
は
、
都
道

府
県
分
を
普
通
交
付
税
の
単
位
費
用
(
総
額
二
十
五
億

円
)
で
、
市
町
村
分
を
特
別
交
付
税
(
総
額
五
億
円
)

で
措
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
四
十
五
市
町
村
に
お
い

て
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
が
行
わ
れ
、
所
要

の
経
費
に
つ
い
て
特
別
交
付
税
措
置
を
行
っ
た
。

ま
た
、
標
記
シ
ス
テ
ム
の
整
備
(
ハ

l
ド
事
業
)
に
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地方行財政関連施策解説

• 

-

「
地
域
活
力
創
出
プ
ラ
ン
」
の

一
事
業
で
あ

る
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
の
対
象
と
し
、
地
域

総
合
整
備
事
業
債
に
よ
る
財
政
措
置
を
講
じ
た
。

}
}
一平
成
旧
年
度
の

3
一取
り
組
み
の
結
果
に
つ
い
て

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
基
に
、
総
務
省
に
お
い
て
は
、

十
三
年
度
も
引
き
続
き
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
構
想

の
普
及
推
進
を
行
っ
て
き
た
。

十
三
年
度
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
に
対
す
る
財
政
支
援
に

つ
い
て
は
、
都
道
府
県
分
を
普
通
交
付
税
の
単
位
費
用

(
総
額
十
億
円
)
で
引
き
続
き
措
置
し
た
。

市
町
村
分
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
構
想
の
浸
透
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、

特
別
交
付
税
措
置
額
を
十
二
年
度
の
倍
に
当
た
る
総
額

十
億
円
を
措
置
し
た
。

こ
の
結
果
、
十
二
年
度
か
ら
八
団
体
増
と
な
る
五
十

三
市
町
村
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作

つ
い
て
、

コンテンツの内容

市博物館所蔵資料

江戸期民族資料(弘前藩海運史資料)

市人文系博物館収蔵品

J¥ーチャル鉄の歴史館展示品

寓鉄五郎作品

御所野遺跡センター資料

市所蔵美術資料ほか

米沢市新博物館 {上杉家文書など]

陶芸の歴史、益子再発見(祭り・伝統芸能)

おもちゃ博物館

歴史の里吉井町 [文化財、歴史散歩道]

ふるさと歴史館及び鴎外記念室資料

郷土資料館所蔵晶

郷土歴史博物館所蔵品

五箇山周辺民具・生活用具等記録

町文化センタ一所蔵品

九谷焼美術館 [古九谷、加賀の茶器など]収蔵品

町内民話(版画)

民俗芸能(紅富士太鼓、笹子追分人形)

北アルプスの四季~松本城

上田市博物館所蔵品、養蚕資料ほか

21世紀に伝える風景ほか

佐久市近代美術館

民族伝統芸能記録保存

村伝説絵本

市川里美絵本原画ほか

報道記録、青頓記念館所蔵品ほか

民族伝統芸能の記録保存 [竹鼻祭の山車]

発掘調査等記録ほか

文化財、祭りほか

自然・歴史・文化財ほか

文化財ほか

文化の里収蔵資料

白川の文化財

文化財

尾張藩三浦山ー三ケ村山守文書

文化財

岩屋岩蔭遺跡記録

世界文化遺産冬の白川郷の風景絵画

遠江国分寺史跡

生命の海科学館収蔵品

赤目四十八滝、民族文化財映像記録

久保惣記念美術館所蔵晶

市美術館博物館の所蔵晶、民謡方言の記録保存

洋学資料館所蔵品

埋蔵文化財調査結果ほか

錦帯橋平成の架替事業記録映像

高松市美術館所蔵品

民俗芸能・伝承記録(虫追祭、河童伝承)

郷土芸能 [浮流ほか}

天草切支丹館展示品ほか

臼杵石仏等歴史遺産映像

読谷バーチャル平和資料館

県

県

県

府

県

岡

知

重

阪

山

静

愛

三

大

岡

山口県

香川県

福岡県

長崎県

熊本県

大分県

沖縄県

計

平成14年度における支援措置
地域情報化推進事業の「電子自治体の推進」の内数として措置。

市町村

紋別市

鯵ケ沢町

花巻市

釜石市

東和町

一戸町

仙台市

米沢市

益子町

壬生町

吉井町

文京区

厚木市

新潟市

上平村

福野町

加賀市

志雄町

大月市

松本市

上田市

塩尻市

佐久市

丸子町

南箕輪村

大垣市

中津川市

羽島市

土岐市

笠松町

南濃町

安八町

伊自良村

白川町

東白川村

加子母村

山岡町

金山町

白川村

磐田市

蒲郡市

名張市

和泉市

岡山市

津山市

防府市

岩田市

高松市

田主丸町

時津町

本渡市

臼杵市

読谷村

53 

群馬県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

都道府県

北海道

青森県

岩手県

宮城県

山形県

栃木県

石川県

山梨県

長野県

岐阜県

-対象経費

撮影許可料、企画づくり、撮

影料、デジタル化経費、書誌

データ作成費、インターネッ

ト変換経費、その他

-措置内容 (平成13年度)

都道府県普通交付税(単位

費用)による措置総額25億

円標準団体〔人口:170万

人〕当たり 36，054干円

→普通交付税として、東京都

を除く46道府県に措置

市区町村特別交付税による

措置総額10億円

→事業の有無について照会→

3月に事業費の50%程度を

交付

〔市町村の実績〕

53市区町村においてデジタ

ルコンテンツを制作(前年度

45市町村)

事業費総額324，000千円

程度(前年度350，000千円

程度)

-制度の慨要

地域の美術館・博物館芯どに

収蔵されている有形の文化財

や地域の祭礼などの無形の文

化財など広義の「地域文化」

をデジタルデータ化する経費

について地方交付税措置を講

じる。

.対象事業

広く地域文化一般をデジタル

化する事業

35⑨地威づくり2002間月号
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デジタルコンテンツ制作に対する地方交付税措置

地域の美術館・博物館等に収蔵されている、有形の文化財や地域の祭礼な
どの無形の文化財をデジタルデータ化する経費について地方交付税措置を
講じる。

対象事業→広く地域文化一般をデジタル化する事業

-地方の美術館・博物館・伝統工芸館・郷土資料館などに所蔵されている
文化財など。
-地方公共団体が有する文化財、地域文化に関する資料など。
(例)美術晶、埋蔵文化財、祭り、伝統舞踊など

都道府県→普通交付税で措置
市町村→特別交付税で措置

が
行
わ
れ
、
所
要
の
経
費
に
つ
い
て
特
別
交
付
税
措
置

を
行
っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
内
容
も
地
域
の
風
景
、

祭
り
、
文
化
財
か
ら
、
民
俗
芸
能
、
伝
承
の
保
存
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
、
地
域
の
独
自
性
を
前
面
に
打
ち
出
し

た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
支
援
施
策
の
ほ
か
に
も
デ
ジ
タ
ル
ミ

ュ
l
ジ
ア
ム
推
進
協
議
会
と
協
力
し
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー

に
お
い
て
講
演
を
行
う
な
ど
、
積
極
的
な
普
及
施
策
に

宇

地域情報通信基盤整備事業による
デジタル・ミユージ‘アム・システムの整備

平成12年度より、デジタル ・ミュージアム・システム (コンテンツは含
ます)の整備に対して、地域情報通信基盤整備事業により財政支援措置を
講じている。

参考・地域情幸院通信基盤整備事業
情報通信技術を最大限に活かし、社会の変化に対応した地域の活性化、住民サービスの向上およ
び地域再明各差の是正を図るため、高速・超高速ネットワークインフラなと‘の整備を推進する事業。

デジタル・ミュージ‘アム・システムの財政措置スキーム

元利償還分30%
地方交付税措置

地域活性化事業債
75% 

努
め
て
き
た
。

4
一今
後
の
展
望
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
構
想
に
つ
い
て
は
、
電
子

自
治
体
構
築
の
た
め
の
重
要
施
策
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
、
他
の
電
子
自
治
体
関
連
施
策
と
連
携
し
つ

つ
、
そ
の
推
進
に
引
き
続
き
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
構
想
は
、
既
に

述
べ
た
「
た
め
る
」
「
つ
な
ぐ
」
「
い
か
す
」
の
三
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
理
念
と
す
る
、
幅
広
い
行
政
分
野
に
か

か
わ
る
施
策
で
あ
る
。

「た
め
る
」

地
域
文
化、

伝
統
芸
能
の
保
存
に
つ
い
て

は、

有
形
の
文
化
財
の
保
存
の
み
な
ら
ず、

無
形
の
文

化
財
、
た
と
え
ば
地
域
の
祭
り
、
地
域
に
の
み
継
承
さ

れ
て
い
る
舞
踊
、
美
し
い
自
然
な
ど
の
み
な
ら
ず
、

地

域
住
民
の
日
常
生
活
や
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
の
保
存
も
ま

た、

重
要
な
「
文
化
の
保
存
」

と
も
言
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の

デ
ジ
タ
ル
・
コ

ン
テ
ン

ツ
制
作
に
つ
い

て

も
、
地
方
公
共
団
体
職
員
の
み
が
行
う
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
り
制
作
す
る
こ
と
で
、
行
政

と
住
民
の
信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ

、つ
ノ。「
つ
な
ぐ
」
全
国
の
美
術
館
や
博
物
館
に
相
互
リ
ン
ク

な
ど
に
よ
り
接
続
す
る
の
み
な
ら
ず
、
ホ
ー
ム
ベ

l
ジ

上
に
掲
載
し
、
地
域
住
民
、
学
識
経
験
者
に
も
情
報
を

公
開
し、

掲
示
板
な
ど
の
活
用
に
よ
り
情
報
の
交
換
を

活
発
に
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
交
流
の
輪
が
広
が
る
こ

と
と
な
る
。
ま
た
、
同
様
の
伝
承
を
有
す
る
地
域
と
の

情
報
交
換
お
よ
び
交
流
が
深
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。「い

か
す
」
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
を
編
集
し
、
地
域

の
発
信
の
た
め
の
番
組
制
作
、
教
育
用
コ
ン
テ
ン
ツ
の

制
作
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
単
な
る
文
化
財
の
保
存
の

み
な
ら
ず
、
地
域
文
化

・
伝
統
芸
能
の
全
国
へ
の
発
信
、

教
育
へ
の
活
用
で
子
供
た
ち
へ
の
地
域
へ
の
興
味
を
呼

び
起
こ
し
、
愛
着
を
高
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

.. 
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6
9
「
青
森
」
そ
の
も
の
を

品
ブ
ラ
ン
ド
に

-
町
イ
メ
ー
ジ
リ
ー
ダ
ー
に
白
神
山
地

トピックス

F 

青
森
県
は
す
ば
ら
し
い
商
品
や
資
源
が

た
く
さ
ん
眠

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
際
立
っ

た
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
十
分
な
競
争
力
を
発
揮
で

き
な
い
た
め
に
苦
戦
し
て
い
る
の
が
実
情

で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
ん
な
状
況
を
何
と
か
打
破
し
よ
う

と、

青
森
県
庁
内
の
若
手
職
員
十
四
人
が

志
を

一
つ
に
集
ま
り
、
部
局
横
断
型
の
調

査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l
ム
を
結
成

し、

「青
森
」
の
地
域
と
し
て
の
ブ
ラ
ン

ド
(
地
域
版
コ
ー
ポ
レ

l
ト
ブ
ラ
ン
ド
)

構
築
を
テ
l
マ
に
、
調
査
研
究
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
の
立
場
か
ら

ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
考
え
た
ま
さ
に
新
し

い
試
み
な
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
本
県
の
あ
ら
ゆ
る
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
競
争
力
ア

ッ
プ
を
図

る
べ
く
、
新
た
な
戦
略
と
し
て
、
「
地
域
」

そ
の
も
の
に

「ブ
ラ
ン
ド
」
を
適
用
し
て

村ZZZ
-τー 県ン県
I、 農工A

d、禁15
ー『 産リ調
ー一 部|査
ダ研
|究

-

-

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
と

か
く
前
例
主
義
が
横
行
す
る
役
所
の
論
理

の
中
で
、
ど
こ
も
挑
ん
だ
こ
と
の
な
い
斬

新
な
テ
l
マ
だ
け
に
、
少
し
ば
か
り
、

県

庁
内
で
の
逆
風
も
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な

U
A
M
-
-
-

昨
年
、
電
通
総
研
と
共
同
で
、

首
都
圏

で
行

っ
た
観
光
イ
メ
ー
ジ
調
査
の
結
果
、

本
県
の
観
光
力
指
数
は
何
と
予
想
を
上
回

る
全
国
七
位
!
北
海
道
や
京
都
な
ど
に

こ
そ
及
ば
な
い
が
、
東
北
、
北
関
東
、
北

陸
の
中
で
は
ト

ッ
プ
と
い
う
好
結
果
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

み
よ
う
、

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
好
結
果
に
つ
な
が

っ

た
の
か
?
い
ろ
い
ろ
と
探

っ
て
み
た
結

果
、
そ
の
カ
ギ
を
握

っ
て
い
る
の
は
ど
う

も
「
白
神
山
地
」
や
「
下
北
半
島
」
ら
し
い

と
い
う
こ
と
が
分
か

っ
て
き
た
。
い
ず
れ

も
が
持
つ

「自
然
」
や

「
ミ
ス
テ
リ
ア
ス

性
」
と
い
う
要
素
は
、
と
く
に
、
何
度
も

青
森
を
訪
れ
る
フ

ァ
ン
層
(
い
わ
ゆ
る
ヘ

ピ
l
青
森
ト
ラ
ベ
ラ
l
)
に
は
非
常
に
高

く
評
価
・
支
持
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
般
的
に
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
基
本
要
件

，.，. 

と
し
て
①
差
別
化
②
約
束
性
③
顧
客
満
足

④
一

流
性
ー
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

「青
森
」
の
個
別
資
源
を
見
て
い

っ
た
と

こ
ろ
、
こ
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て

最
も
高
く
評
価
さ
れ
た
の
が
世
界
自
然
遺

産
「
白
神
山
地
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

か
と
い

っ
て
、
決
し
て
白
神
山
地

の
観
光
開
発
を
促
そ
う
と
し
て
い
る

の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
観
光
地
化

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
白
神
の
魅
力

が
あ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
高

い
ブ
ラ

「青
森
」
の

「キ
ム
タ
ク

(
?
こ

の
よ
う

な
存
在
な
の
で
あ
る
。

地
方
分
権
が
進
み
、
地
域
間
競
争
の

一

層
の
激
化
が
予
想
さ
れ
る
中
、
地
域
活
性

化
の
た
め
の
新
た
な
起
爆
剤
と
し
て
、

ン
ド
性
を
も
っ
資
源
白
神
を
イ
メ
ー

ジ
リ
ー
ダ
ー
に
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
再
構
築
、
つ
ま
り
は
白
神
起
点
の

統

一
的
コ
ン
セ
プ
ト
で
本
県
の
地
域

資
源
群
を
再
定
義
す
る
こ
と
を
提
案

し
た
。
自
分
を
見
つ
め
直
す

(人
間

性
を
回
復
す
る
)
機
会
を
提
供
で
き

る
よ
う
な
旅
、
こ
れ
を
演
出
す
る
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
白
神
が
使
え
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
今
回
の
調
査
で
、
本
県

の
白
神
山
地
は
、
意
外
に
も

一
般
の

認
知
度
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
か

っ
た
。

こ
れ
を
ど
う
高
め
、
さ
ら
な
る
ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
っ
て
い
け
る
か
が
今
後
の
課

題
だ
。

「地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
と
い
う
新
た
な
コ
ン

セ
プ
ト
を
ぜ
ひ
全
国
の
自
治
体
の
皆
さ
ん

に
提
唱
し
た
い
。
ま
た
、
そ
の
確
立
に
向

け
て
、
官
民

一
体
で
、
全
国
に
先
駆
け
大

胆
か
つ
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。
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「白
神
」
を
生
か
さ
ず
し
て
「
青
森
」
の

地
域
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
難
し
い
と

考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

「白
神
」
は
、



E置町
住
民
参
加
で

親
し
め
る
広
報
誌
づ
く
り

編
集
委
員
制
度
が
軌
道
に

-
住
民
に
も
好
評

城
辺
町
で
は
、
親
し
み
の
持
て
る
広
報

誌
づ
く
り
を
目
指
し
、
昨
年
四
月
、
広
報

編
集
委
員
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
新

生
広
報
誌
に
住
民
の
反
応
も
上
々
で
、
広

報
編
集
委
員
が
た
く
さ
ん
町
に
巣
立
っ

て
、
地
域
づ
く
り
の
き

っ
か
け
に
な
れ
ば

と
期
待
し
て
い
る
。

城
辺
町
で
は
こ
れ
ま
で
、
情
報
公
開
と

住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
二
つ
を

テ
l
マ
に
し
て
き
た
。
広
報
編
集
委
員
に

よ
る
広
報
誌
づ
く
り
は
、
こ
の
テ

l
マ
に

沿
っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
ち
づ
く
り
と

い
え
ば
何
だ
か
難
し
そ
う
で
あ
る
が
、
広

報
誌
を
作
る
こ
と
で
自
分
の
町
を
知
り
、

よ
り
好
き
に
な
り
、
よ
り
良
く
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
れ
ば
、
そ
れ
で
十

分
で
あ
る
と
思
う
。

広
報
編
集
委
員
は

一
般
公
募
と
し
、
男

城
辺
町
商
工
観
光
課

本
多
清
彦

--

性
三
人
、
女
性
四
人
を
採
用
し
た
。
年
齢

は
二
十
代
か
ら
七
十
代
ま
で
、
職
業
も
主

婦
、
会
社
員
、
公
民
館
員
と
さ
ま
ざ
ま
で
、

住
民
の
代
表
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

構
成
と
な

っ
た
。

皆
さ
ん
に
応
募
し
た
動
機
を
聞
く
と
、

「
こ
ち
ら
に
来
て
間
も
な
い
の
で
、
城
辺

を
も

っ
と
知
り
た
く
て
」
「
文
化
に
関
す

る
記
事
が
も

っ
と
あ

っ
て
よ
い
と
思
う
の

で
、
そ
の
方
面
で
何
か
手
助
け
が
で
き
れ

ば
」
「
聞
か
れ
た
行
政
に
参
加
し
た
い
」

な
ど
で
あ

っ
た
。
皆
さ
ん
に
、
広
報
誌
を

自
分
た
ち
で
作

っ
て
、
も

っ
と
面
白
く
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
た
。

新
任
だ

っ
た
私
は
、
広
報
誌
を
作
る
だ

け
で
も
大
変
な
の
に
、
広
報
編
集
委
員
の

運
営
ま
で
や
れ
る
か
不
安
だ

っ
た
が
、
そ

れ
は
杷
憂
に
終
わ

っ
た
。
さ
す
が
立
候
補

し
た
つ
わ
も
の
ぞ
ろ
い
、
ズ
パ
ズ
パ
と
も

の
を
言

っ
た
り
、
提
案
し
て
く
れ
る
の
で
、

'

助
か
る
こ
と
が
多
い
。

以
前
、
紙
面
構
成
に

つ
い
て
意
見
の
ま

と
ま
ら
な
い
こ
と
が
あ

っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
-

感
性
が
違
う
の
で
当
然
で
あ
る
。
結
局
、

そ
の
日
は
話
し
合
い
が
つ
か
ず
、
後
日
も

う

一
度
話
し
合

っ
た
末
に
ま
と
ま

っ
た
。

徹
底
的
に
話
し
合
い
、
双
方
納
得
し
て
、

一
つ
の
方
向
に
進
ん
だ
こ
と
に
時
間
が
か

か
っ
た
が
、
大
変
よ
い
経
験
に
な

っ
た
。

編
集
委
員
の
活
動
に
つ
い
て
触
れ
る

と
、
集
ま
り
は
月
三
回
く
ら
い
、
内
容
は

企
画
の
検
討
、
取
材
、
原
稿
作
成
、
校
正

な
ど
で
、

写
真
撮
影
以
外
は
す
べ
て
に
携

わ
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
報
酬
は
月

一
万

円
、
任
期
は
原
則

一
年
0

・
・
住
民
の
日
常
を
紹
介

新
生
広
報

「
じ
よ
う
へ
ん
」
が
ど
の
よ

う
に
変
わ

っ
た
か
と
聞
か
れ
れ
ば
、

主
な

も
の
と
し
て
、

①
住
民
の
顔
が
写
っ

て
い

る
写
真
を
で
き
る
だ
け
採
用
す
る
②
表
紙

で
読
者
の
気
を
引
く
と
中
を
見
て
も
ら
い

や
す
く
な
る
の
で
、
と
く
に
写
真
に
配
慮

す
る
③
広
報
誌
は
地
位
の
あ
る
人
や
す
ご

い
こ
と
を
し
た
人
が
載
る
も
の
と
い
う
意

識
を
変
え
る
た
め
、
住
民
の
日
常
の
姿
を

紹
介
す
る
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

と
に
か
く
、
毎
月
た
く
さ
ん
の
住
民
を

載
せ
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

広
報
誌
に
対
す
る
住
民
の
反
応
は

「変

わ

っ
た
ね
」
「
面
白
く
な

っ
た
よ
」
「
が
ん

ば
っ
て
」
な
ど
が
多
く
、
編
集
委
員
を
喜

ば
し
て
い
る
。
自
分
た
ち
で
苦
労
し
て
作

っ
た
広
報
誌
に
対
し
、
こ

の
よ
う
な
言
葉

が
ん
ば
る
ぞ
」
と

い
う
気
に
な
る
も
の
で
、

全
員
気
合
い
を

入
れ
直
し
て
編
集
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

編
集
委
員
の
活
動
も

一
年
が
過
ぎ
、
当

初
の
目
標
で
あ

っ
た
親
し
ま
れ
る
広
報
誌

に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
自
負
し
て
い
る
。

特
集
「
ご
み
の
こ
と
は
私
た
ち
の
こ
と
」

で
は

N
H
K
の
取
材
を
受
け
る

1由戚づくり2∞2国月号⑨38

を
聞
く
と
、

「
よ
し
、

次
の
目
標
は
、
住
民
に
と

っ
て
今
関
心
の

あ
る
出
来
事
を
じ

っ
く
り
企
画
を
練

っ
て

特
集
を
組
ん
で
い
く
こ
と
で
あ
る
。
広
報

に
携
わ
る
者
に
と

っ
て
は
当
た
り
前
の
よ

う
な
目
標
で
あ
る
が
、

今
後
も
住
民
の
視

線
で
、
広
報
じ
よ
う
へ
ん
を

一
つ
ひ
と
つ

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

... 
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メ
ル
モ
一
で

住
民
と
意
見
交
挽

全
国
初
の
試
み
も
好
評

す
る
こ
と
で
、
将
来

を
担
う
若
い
世
代
と

行
政
と
の
関
係
を
少

し
で
も
近
づ
け
た
い

と
い
う
意
図
も
あ

る
。
市
民
参
加
と
い

う
お
題
目
か
ら
の
脱

-

今
年

一
月
か
ら
、
市
民
と
行
政
を
つ
な

ぐ
新
し
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
・

二
十

一
世
紀
型

の
ア
ン
ケ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

「
鈴
鹿
市
メ
l

(
メ
ル

モ
ニ
)
が
ス
タ
ー
ト

ル
モ
ニ
タ
ー

し
た
。

-
ポ
イ
ン
ト
制
を
採
用

「
メ
ル
モ
ニ
」
は
、
メ
ー
ル
で
モ
ニ
タ
ー

の
略
。
市
民
が
パ
ソ
コ
ン
や
i
モ
l
ド
を

使
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
モ
ニ
タ
ー

登
録
し
、
月
に

一
回
の
行
政
の
ア
ン
ケ
ー

ト
や
ク
イ
ズ
に
答
え
て
も
ら
う
も
の
。
ア

ン
ケ
ー
ト
は
地
区
別
、
年
齢
別
、
男
女
別

な
ど
に
自
動
集
計
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

ホ
l
ム
ベ

l
ジ

(
H
P
)
に
公
表
す
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
テ
l
マ
に
関
す

る
意
見
や
考
え
を
書
き
込
む
こ
と
の
で
き

る
掲
示
板
を
設
け
、
誹
詩
や
中
傷
を
除
き

H
P
上
に
掲
載
し
て
い
る
。

た
だ
、
ネ
ッ
ト
の
世
界
は
顔
の
見
え
な

ま
た
、

鈴
鹿
市
市
長
公
室
広
報
広
聴
課

砂
原
宗
幸

い
怖
さ
が
危
倶
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
シ

ス
テ
ム
で
は
「
な
り
す
ま
し
防
止
」
の
た

め
、
本
登
録
前
に
必
ず
住
民
基
本
台
帳
で

個
人
認
証
し
て
い
る
。
登
録
者
に
は
I
D

と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
付
与
し
、
配
信
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
は
ク
イ
ズ
に
参
加
す
る
際
に

入
力
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。

メ
ル
モ
ニ
の
も
う

一
つ
の
特
徴
は
、
ポ
イ

ン
ト
制
を
採
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ン
ケ
l
ト
や
ク
イ
ズ
に
正
解
す
る
と
、
ポ

イ
ン
ト
が
た
ま
り
、
点
数
に
応
じ
て

一
年

に

一
回
図
書
券
と
交
換
で
き
る
。
こ
れ
は
、

i
モ
l
ド
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
経
費
を

実
費
弁
済
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
か
ら
導

入
し
た
も
の
で
あ
り
、

一
人
で
も
多
く
の

市
民
参
加
を
促
進
す
る
た
め
で
あ
る
。

・・3つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

メ
ル
モ
ニ
シ
ス
テ
ム
導
入
に
当
た
っ
て

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
「
市
民
参
加
」
「
情
報

化
の
推
進
」
「
環
境
」
の
三
つ
と
し
た
。

市
民
参
加
H

メ
ル
モ
ニ
は
自
宅
に
い
な

が
ら
気
楽
に
参
加
で
き
る
機
会
と
し
て
と

ら
え
て
お
り
、
対
象
者
を
十
六
歳
以
上
と ア

皮
で
も
あ
る
。

情
報
化
の
推
進
H

約
七
千
人
の

I
T
講

習
会
の
受
講
者
が
学
ん
だ
こ
と
を
市
民
の

情
報
化
推
進
に
活
用
で
き
る
。

環
境
H

ア
ン
ケ
ー
ト
を
紙
媒
体
か
ら
電

子
媒
体
へ
移
す
こ
と
で
紙
が
不
要
と
な

り
、
環
境
に
配
慮
で
き
る
。

こ
う
し
た
狙
い
以
外
に
も
、
メ
ル
モ
ニ

が
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
多
く
の
メ
リ

ッ

ト
が
出
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

一
部
を
挙
げ

る
と
、

①
約
四
カ
月
か
か

っ
て
い
た
郵
送

方
法
に
対
し
約

一
週
間
で
完
結
で
き
る
②

約
三
百
万
円
を
要
し
た
市
政
ア
ン
ケ
ー
ト

の
費
用
に
比
べ
約
五
万
円
で
済
む
③
パ
ソ

コ
ン
の
み
な
ら
ず
携
帯
電
話
が
使
え
る
こ

と
で
若
年
層
・
婦
人
層
の
参
加
を
促
す
こ

と
が
で
き
た
④
メ
ル
モ
ニ
参
加
者
に
災
害

情
報
と
同
様
の
情
報
を
送
れ
る
ー
な
ど
。

八
月
現
在
の
参
加
者
は
、
八
百
二
十
七

人
。
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ク
イ
ズ
に
対
し
参
加

者
か
ら
は
「
市
の
こ
と
が
勉
強
で
き
行
政

が
身
近
な
も
の
に
な

っ
た」

「役
所
の
イ

メ
ー
ジ
が
変
わ

っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

~ 

ら
れ
て
い
る
0

ポ
イ
ン
ト
制
は
三
十
代
・
四

十
代
の
女
性
層
に
人
気
と
な
っ
て
い
る
。

全
国
的
に
も
初
め
て
の
試
み
で
も
あ

り
、
運
用
で
の
失
敗
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
も
の
と
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
幅
広

い
ユ
ー
ザ
ー
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
。
本
市
と
し
て
は
行
政
が
「
お
お
ま
か

e 
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な
市
民
の
意
向
」
を
つ
か
む
場
合
の

つ

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
有
用
な
も
の
と
考

え
て
お
り
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
メ
ル
モ

ニ
シ
ス
テ
ム
が
広
く
地
方
行
政
で
活
用
さ

れ
、
将
来
的
に
は
地
方
自
治
体
の
標
準
装

備
と
な
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
認
知

さ
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

メ
ル
モ
ニ
の
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
は

「
ヤ
ッ
ホ
l
」
。
市
民
参
加
が
も

っ
と

増
え
、
可
愛
が
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
。
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今
回
訪
れ
た
の
は
、
滋
賀
県
東
北
部
、

琵
琶
湖
東
岸
に
位
置
す
る
ぴ
わ
町
の
北
富

田
地
区
で
活
動
し
て
い
る
富
田
人
形
共
遊

団
(
以
下
、
共
遊
団
)
。
古
く
か
ら
こ
の

地
域
に
伝
わ
る
「
富
田
人
形
」
を
媒
介
と

し
て
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

強
化
と
団
結
を
図
っ
て
い
る
と
い
う
彼
ら

の
活
動
に
つ
い
て
、
共
遊
団
の
中
心
的
役

割
を
担
っ
て
き
た
団
長
の
阿
部
秀
彦
さ
ん

に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

聖
地
滅
復
活
の

-Z
願
い
を
込
め
再
結
成

ー
天
保
六
年
(
一
八
三
五
年
)
、
大
雪

の
た
め
興
行
に
失
敗
し
た
阿
波
の
人
形
座

が
、
帰
り
の
路
銀
の
カ
タ
に
、
人
形
の
頭

や
道
具
類
を
村
人
に
預
け
て
い
っ
た
。
し

か
し
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
引
き
取
り
に

来
な
か
っ
た
た
め
、
村
の
歌
舞
伎
愛
好
者

が
そ
れ
ら
を
使
っ
て
人
形
の
稽
古
を
始
め

た
|
。

こ
れ
が
、
富
田
人
形
の
こ
と
の
お

こ
り
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

明
治
七
年
に
は
正
式
に
滋
賀
県
の
興
行
許

可
を
受
け
、
昭
和
三
十
二
年
に
は
滋
賀
県

の
無
形
民
俗
文
化
財
に
認
定
さ
れ
た
と
い

う
、
歴
史
の
古
い
土
着
の
人
形
浄
瑠
璃
で

あ
る
。

し
か
し
、
昭
和
に
な
っ
て
押
し
寄
せ
る

社
会
構
造
の
変
化
の
波
は
こ
の
地
区
に
と

っ
て
も
例
外
で
は
な
く
、
専
業
農
家
は

一

軒
も
な
く
な
り
、
休
日
や
夜
間
の
勤
務
も

多
く
な
る
に
つ
れ
、
い
つ
し
か
富
田
人
形

喝国

とんだ

滋賀県びわ町 富田人形共遊団

人
形
矛
瑠
璃
が

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
紳
に

米
国
と
も
草
の
根
交
流

は
休
眠
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
「地

域
は
だ
ん
だ
ん
、
水
く
さ
く
な
っ
て
い
き
ま

し
た
」
と
阿
部
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
る
。

そ
ん
な
中
、
昭
和
五
十
四
年
に
富
田
人

形
を
も
う

一
度
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
動

き
が
若
者
の
中
か
ら
お
こ
り
、
今
の
冨
田

人
形
共
遊
団
が
再
結
成
さ
れ
た
。
再
結
成

に
当
た
っ
て
は
、
「
富
田
人
形
の
保
存
・

伝
承
は
も
と
よ
り
、
人
形
の
力
を
借
り
て

地
域
社
会
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
も
、
も
う

一
つ
の
大
き
な
狙
い
で
し
た
」
と
阿
部
さ

ん
は
語
る
。

現
在
は
男
性
十
四
人
、
女
性
四
人
の
十

八
人
が
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
の

職
業
は
公
務
員
、
会
社
員
、
団
体
職
員
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
大
半
が
北
富
田

地
区
の
人
た
ち
で
あ
る
。何
よ
り
、
か
つ
て

の
女
人
禁
制
と
い
う
決
ま
り
を
捨
て
て
い

る
点
が
今
の
共
遊
団
の
大
き
な
特
徴
だ
。

筆
者
が
取
材
に
訪
れ
た
と
き
は
、
ち
ょ

う
ど
公
演
の
五
日
前
、
練
習
に
も

一
層
緊

張
感
が
み
な
ぎ
る
こ
ろ
で
あ
る
。
練
習
会

場
で
あ
り
、
共
遊
団
の
活
動
の
拠
点
で
あ

る
富
田
人
形
会
館
に
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

• 
り
、
練
習
が
始
ま
っ
た
の
は
午
後
九
時
を

過
ぎ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
皆
忙
し
い
中
、

何
と
か
時
間
を
つ
く
っ
て
年
十
数
回
の
公

演
を
こ
な
し
て
い
る
よ
う
だ
。
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-一人
形
が

里
架
け
橋
に

共
遊
団
は
公
演
活
動
の
ほ
か
交
流
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
米
国
と

の
交
流
活
動
だ
。
米
国
公
演
は
平
成
十

一

年
か
ら
毎
年
行
っ
て
お
り
、
何
と
昨
年
は

米
国
同
時
多
発
テ
ロ
発
生
か
ら
わ
ず
か

一

カ
月
後
の
十
月
に
上
演
し
た
。
も
ち
ろ
ん

初
め
は
中
止
に
し
よ
う
と
し
た
が
、
「
ぜ

ひ
来
て
ほ
し
い
、
中
止
し
な
い
で
ほ
し
い
」

と
の
旨
の
手
紙
や

F
A
X
が
何
通
も
届

き
、
そ
の
熱
意
に
何
と
か
応
え
よ
う
と
、

危
険
を
承
知
で
渡
米
し
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
「
初
め
は
何
と
か
し
て
あ
げ
た
い
と

い
う
一
心
で
し
た
が
、
あ
ん
な
と
き
で
も

彼
ら
が
人
形
を
純
粋
に
楽
し
ん
で
く
れ
た

こ
と
が
、
こ
ち
ら
に
と
っ
て
も
逆
に
励
み

に
な
り
ま
し
た
」
と
阿
部
さ
ん
は
語
る
。

富
田
人
形
と
米
国
の
架
け
橋
と
な
っ
た

の
が
、
ベ
レ
ア
大
学
教
授
の
マ

l
テ
イ

ン
・
ホ
ル
マ
ン
氏
で
あ
る
。
彦
根
市
に
あ

る
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
連
合
日
本
セ
ン
タ
ー

所
長
で
あ
っ
た
彼
は
、
日
本
に
い
た
と
き

冨
田
人
形
に
興
味
を
持
ち
、
何
と
実
際
に

共
遊
団
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い

た
と
い
う
。
人
形
を
通
じ
た
ホ
ル
マ
ン
氏

と
の
交
流
の
過
程
を
阿
部
さ
ん
は

「
は
じ

-‘ 



-
め
は

『外
人
』
と
し
て
異
質
な
人
と
い
う

意
識
で
し
た
が
、

一
緒
に
人
形
を
動
か
し

て
い
く
う
ち
に
自
然
と
「ホ
ル
マ
ン
さ
ん
』

と
い
う
意
識
に
な
り
、
違
和
感
が
全
く
な

く
な
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。
人
形
が

心
の
国
境
を
取
り
除
い
て
く
れ
た
の
で
あ

ろ、っ
。

ホ
ル
マ
ン
氏
は
共
遊
団
の
米
国
公
演
の

仲
立
ち
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
富
田
人

形
を
学
ば
せ
る
た
め
、
自
分
の
生
徒
た
ち

を
留
学
生
と
し
て
び
わ
町
に
派
遣
し
て
い

る
。
た
ま
た
ま
取
材
の
と
き
に
富
田
人
形

会
館
に
遊
び
に
来
て
い
た
同
大
学
三
年
生

の
セ
レ
ス
ト
・
リ
ー
さ
ん
も
そ
の

一
人
。

大
阪
で
文
楽
を
見
て
人
形
浄
瑠
璃
に
感
動

し
た
と
い
う
彼
女
は
「
こ
こ
で
実
際
に
人

地域づくり団体探訪

形
に
触
れ
て
み
る
こ
と
で
、
人
形

浄
瑠
璃
に
対
す
る
興
味
が
さ
ら
に

深
ま
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ

た
。
彼
女
た
ち
留
学
生
は
、
地
元

の
小
学
生
た
ち
と
人
形
浄
瑠
璃
を

競
演
し
た
り
、
共
遊
団
メ
ン
バ
ー

宅
へ
ホ

l
ム
ス
テ
イ
し
た
り
し

て
、
び
わ
町
の
人
び
と
と
草
の
根

の
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
他
の
交
流
活
動
と
し
て
、

長
野

・
岐
阜
・
滋
賀
・
愛
知

・
三

重
五
県
の
十

一
団
体
で
構
成
さ
れ

る
中
部
文
楽
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加

し
、
人
形
浄
瑠
璃
を
持
つ
中
部
地

区
の
保
存
会
同
士
で
共
演
、
意
見

酒... 

交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
同
サ
ミ
ッ
ト

は
今
年
で

一
巡
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

「
今
ま
で
は
人
形
を
維
持
す
る
こ
と
の
課

題
や
悩
み
な
ど
を
話
し
合
う
こ
と
が
多
か

っ
た
け
ど
、
こ
れ
か
ら
は
よ
り
技
術
を
高

め
る
た
め
の
サ
ミ
ッ
ト
に
し
た
い
」
と
阿

部
さ
ん
は
前
向
き
だ
。

里
後
継
若
養
成
ど

-一財
政
運
営
が
課
題

と
は
い
う
も
の
の
、
共
遊
団
も
同
サ
ミ

ッ
ト
の
他
の
団
体
同
様
、
後
継
者
養
成
と

財
政
運
営
に
は
苦
心
し
て
お
り
、
各
メ
ン

バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
と
知
恵
を
絞
り

出
し
な
が
ら
、
何
と
か
頑
張
っ
て
い
る
と

い
う
の
が
現
状
の
よ
う
だ
。

ま
ず
、
後
継
者
養
成
面
で
は
、
地
元
の

-・惨
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子
供
た
ち
に
冨
田
人
形
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
た
め
、
び
わ
北
小
学
校
の
人
形
ク

ラ
ブ
に
メ
ン
バ
ー
が
指
導
に
行
っ
た
り
、

地
元
の
小
中
学
校
の
「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
に
お
い
て
人
形
浄
瑠
璃
を
上
演
し

た
り
し
て
い
る
。
「
子
供
の
こ
ろ
に
富
田

人
形
に
親
し
ん
だ
記
憶
が
、
古
典
を
習
う

こ
ろ
に
よ
み
が
え
り
、
そ
の
子
た
ち
が
ま

た
戻
っ
て
き
て
く
れ
た
り
す
る
ん
で
す
」

と
阿
部
さ
ん
は
期
待
を
込
め
て
語
る
。
子

供
の
こ
ろ
に
い
か
に
し
て
人
形
に
馴
染
ま

せ
る
か
が
、
富
田
人
形
伝
承
の
カ
ギ
と
み

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
財
政
運
営
面
で
は
「
冨
田
人
形

応
援
団
」
と
称
し
、
カ
ン
パ
を
募
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
ま
だ
ま
だ
足
り

な
い
た
め
、
壊
れ
た
人
形
は
自
分
た
ち
で

修
理
、
人
形
の
衣
装
も
人
間
の
着
物
を
人

形
用
に
直
し
た
物
だ
。
「
人
形
用
で
は
な

い
の
で
と
て
も
重
い
ん
で
す
」
と
の
言
葉

ど
お
り
、
人
形
は
大
変
重
い
も
の
で
あ
っ

た
。
客
席
で
は
分
か
ら
な
い
苦
労
が
垣
間

見
ら
れ
た
。

-一人
形
が

-一あ
れ
ば
唱
』
そ

な
ぜ
、
こ
こ
ま
で
苦
労
し
て
富
田
人
形

を
守
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
答

え
は
、
「
人
形
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
辺

に
は
も
っ
と
人
は
お
ら
ん
か
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
な
あ
」
と
い
う
阿
部
さ
ん
の
言

葉
に
集
約
さ
れ
よ
う
。

冨
田
人
形
は

「主
遣
い
」

「
左
遣
い
」

「
足
遣
い
」
と
い
う
三
人
の
人
形
遣
い
の

息
が
ぴ

っ
た
り
と
合
っ
て
初
め
て
命
を
吹

き
込
ま
れ
る
人
形
だ
。
そ
の
ほ
か
に
「
浄

瑠
璃
の
太
夫
」
「
三
味
線
」
「
舞
台
道
具
方
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
が
か
か
わ
ら

な
け
れ
ば
公
演
は
成
り
立
た
な
い
。
す
な

わ
ち
、
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
る
富
田
人
形

は
地
域
の
連
帯
が
な
く
て
は
成
り
立
た
な

い
も
の
な
の
で
あ
る
。

共
遊
団
再
結
成
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

地
域
の
人
び
と
の
聞
に
「
自
分
た
ち
の
人

形
を
自
分
た
ち
の
手
で
守
ろ
う
」
と
い
う

共
通
の
意
識
が
再
び
芽
生
え
る
と
と
も

に
、
自
分
た
ち
の
地
域
に
お
け
る
役
割
感

ゃ
、
地
域
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
も
同
時

に
醸
成
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今

で
は
共
遊
団
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
い
地
元

の
人
た
ち
も
、
衣
装
の
修
理
や
照
明
な
ど

を
積
極
的
に
手
伝
っ
て
く
れ
て
お
り
、

「
や
っ
と
地
域
は
か
つ
て
の
結
び
つ
き
を

取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
」
と
阿
部

さ
ん
は
し
み
じ
み
と
話
し
て
く
れ
た
。

偶
然
地
域
に
も
た
ら
さ
れ
た
人
形
を
先

祖
代
々
大
切
に
守
っ
て
き
た
。
今
度
は
人

形
が
、
失
わ
れ
か
け
て
い
た
地
域
の
連
帯

感
を
取
り
戻
し
て
く
れ
た
。
天
保
の
時
代

の
質
草
は
、
思
い
も
よ
ら
な
い
果
実
を
地

域
に
も
た
ら
し
て
く
れ
た
よ
う
だ
。
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関
東
平
野
の
最
東
端
に
位
置
す
る
千
葉

県
銚
子
市
は
、
古
く
か
ら
漁
業
と
醤
油
の

ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
J
R
銚
子

駅
を
出
る
と
、
車
道
と
同
じ
く
ら
い
幅
が

あ
る
広
々
と
し
た
歩
道
が
、
利
根
川
に

一

直
線
に
伸
び
て
い
る
。
利
根
川
沿
い
に
河

口
に
下
る
こ
と
数
分
、
漁
船
の
ひ
し
め
く

銚
子
漁
港
に
た
ど
り
着
く
。
港
に
は
、
ポ

ケ
ッ
ト
パ

l
ク
が
あ
り
、
そ
の

一
角
に

一

つ
の
銅
像
が
目
に
つ
く
。
・:
か

っ
ぱ
の
像

で
あ
る
。
母
親
か
っ
ぱ
の
手
の
中
か
ら
、

愛
く
る
し
い
顔
を
し
た
子
か
っ
ぱ
が
今
に

も
飛
び
出
そ
う
と
両
手
を
天
に
向
け
て
伸

び
を
し
て
い
る
。

だ
い
し
ん
か
し

こ
こ
銚
子
に
は
昔
、
大
新
河
岸
と
い
う

船
着
場
に
母
子
か

っ
ぱ
が
住
ん
で
い
て
、

人
び
と
を
水
難
か
ら
守

っ
た
と
い
わ
れ

る
。
か
っ
ぱ
は
き
れ
い
な
水
に
し
か
住
ま

な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
人
と
か
っ
ぱ
と

が
共
生
で
き
る
水
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

と
、
ふ
る
さ
と
銚
子
の
ま
ち
お
こ
し
を
祈

念
し
て
、
平
成
七
年
こ
の
銅
像
は
建
て
ら

れ
た
。
銅
像
の
説
明
書
き
の
最
後
に
は
、
銚

子
市
・
銚
子
か
っ
ぱ
村
と
書
い
て
あ
る
。

今
回
は
、
こ
の
「
銚
子
か
っ
ぱ
村
」
を

訪

た

。

ぱ
ハ
ウ
ス
に

タ
ッ
ズ

母
子
河
像
の
す
ぐ
近
く
に
、

て
の
建
物
が
あ
る
。
一

階
の
ガ
ラ
ス
越
し

に
ビ
ニ
ー
ル
製
の
大
き
な
か
っ
ぱ
が
こ
っ

-

二
階
建

時銚子市側蹴ぬ@

ま水イ主か

; 

ち
を
見
て
い
る
。
こ
の
建
物
は
、

H

大
内

か
っ
ぱ
ハ
ウ
ス
H

と
言
い
、
か

っ
ぱ
の
魅

力
を
少
し
で
も
知
っ
て
も
ら
う
た
め
平
成

十
二
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
建
物
に
は
、
銚
子
か

っ
ぱ
村
の
村
長

(
代
表
)
大
内
恭
平
さ
ん
の
長
年
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
、
大
小
約
四
千
点
の
か

っ
ぱ
グ

ッ
ズ
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
今
で

は
、
銚
子
の
観
光
ス
ポ

ッ
ト
の

一
つ
に
な

り
、
観
光
振
興
に

一
役
買

っ
て
い
る
。

こ
こ
大
内
か

っ
ぱ
ハ
ウ
ス
に
村
長
の
大

内
さ
ん
、
助
役
の
永
津
さ
ん
、
事
務
局
長

の
角
田
さ
ん
の
三
人
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
話
を
う
か
が

っ
た
。

「
茶
目
で
、
陽
気
で
、
嘘
を
つ
か
な
い
」
。

大
内
さ
ん
は
か
つ
ば
を
そ
う
語
る
。
そ
の

言
葉
は
大
内
さ
ん
本
人
を
表
し
て
い
る

と
、
永
揮
さ
ん
と
角
田
さ
ん
は
口
を
そ
ろ

え
て
言
う
。
も
と
も
と
趣
味
の
会
と
し
て

昭
和
六
十
年
に
発
足
し
た
こ
の
村
は
、
そ

ん
な
大
内
さ
ん
の
人
柄
に
ひ
か
れ
集
ま

っ

た
人
び
と
の
か

っ
ぱ
談
義
の
場
で
あ

っ

た
。
以
前
は
、
大
内
さ
ん
宅
が
銚
子
か

っ

ぱ
村
の
集
合
場
所
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
か

母
子
河
童
像

つ
ぱ
ハ
ウ
ス
が
で
き
て
か
ら
は
、

銚
子
か

っ
ぱ
村
の
拠
点
と
な

っ
た
。

村
民
は
、
現
在
四
十
人
(
う
ち
女
性
十

人
)
。
村
と
言
う
だ
け
あ
り
、
村
民
の
職

業
は
、
郷
土
史
家
、
詩
人
、
歌
人
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
、
宮
司
、
僧
侶
、
本
屋
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
建
築
士
、
銭
湯
、
銀
行
員
、

公
務
員
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い

ヲ心
。時

代
の
変
化
に
伴
い
、
銚
子
か

っ
ぱ
村

は
、
単
な
る
趣
味
の
部
分
の
み
な
ら
ず
、

地
域
づ
く
り
活
動
の
展
開
な
ど
、
取
り
組

み
が
広
が

っ
て
き
て
い
る
。

平
成
七
年
の
開
村
十
周
年
の
節
目
に
、

「銚
子
の
水
辺
環
境

・
現
状
と
課
題
」
と

題
し
た
報
告
書
を
発
行
し
た
。
こ
れ
は
、

水
の
浄
化
運
動
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
ふ

る
さ
と
の
川
や
沼
の
水
資
源
の
現
状
を
知

る
こ
と
が
、
す
べ
て
の
出
発
点
と
考
え
、

銚
子
の
川
や
池
な
ど
、
水
辺
環
境
に
つ
い

て
の
水
質
や
生
物
の
生
息
状
況
な
ど
を
調

査
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
報
告
書
で
は
、

水
辺
環
境
の
改
善
方
策
と
し
て
、

「
条
例

の
制
定
」
「
水
辺
環
境
の
多
自
然
型
工
法

-・四



... 
に
よ
る
改
修
」
「
住
民
と
水
と
の
ふ
れ
あ

い
環
境
の
整
備
」
な
ど
調
査
デ
l
タ
を
基

に
関
係
機
関
へ
の
提
言
と
し
て
ま
と
め
て

い
る
。

ま
た
、
十
五
周
年
の
十
二
年
に
は
、
続

編
と
し
て
「
銚
子
の
市
街
地
河
川
・
水
道

水
源
は
い
ま
」
を
発
行
し
、
改
善
状
況
を

検
証
し
て
い
る
。
分
析
結
果
は
残
念
な
が

ら
、
七
年
の
調
査
か
ら
改
善
が
進
ん
で
い

る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
地
域
の
水
環
境

の
現
状
を
目
で
見
え
る
形
で
示
す
こ
と

で
、
地
域
住
民
の
関
心
や
環
境
保
全
へ
の

取
り
組
み
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え

た
と
と
£

、っ
。
感
謝
を

ぱ
村
は
、
水
環
境
の
保
全
と

と
も
に
青
少
年
の
健
全
育
成
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。

郷
土
史
家
で
も
あ
る
永
津
さ
ん
は
、

「
昔
は
、
泳
ぎ
の
初
心
者
が
川
で
泳
ぐ
と

き
は
、
か
っ
ぱ
に
わ
か
る
よ
う
に
海
老
茶

色
の
ふ
ん
ど
し
を
し
て
泳
い
で
い
た
が
、

い
つ
か
ら
か
、
か
っ
ぱ
が
い
て
危
な
い
か

ら
川
で
泳
ぐ
な
、
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
う
。
危
険
と
い
う

一
面
だ
け
と
ら
え
、

自
然
と
の
距
離
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

で
、
自
然
へ
の
感
謝
や
大
切
に
す
る
心
が

薄
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
関
村
十
周
年
記
念
事
業
の

一

地域づくり団体探訪

環
と
し
て
、
子
供
た
ち
に
地
域
の
水
環
境

の
現
状
を
見
て
も
ら
い
、
考
え
て
も
ら
う

こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
自
然
の
大
切
さ
を

学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
「
か
っ
ぱ
が
ガ
イ

ド
す
る
銚
子
の
水
辺
探
検
!
」
が
実
施
さ

れ
た
。
参
加
者
は
、
約
七
十
人
。
ガ
イ
ド

の
か
っ
ぱ
(
村
民
)
た
ち
と
銚
子
市
内
の

川
や
池
な
ど
を
パ
ス
で
回
り
、
子
供
た
ち

に
感
想
を
思
い
思
い
に
書
い
て
も
ら
っ

た
。
探
検
中
は
、
川
の
浄
化
の
仕
組
み
ゃ

昔
の
人
と
水
と
の
か
か
わ
り
合
い
を
か
っ

ぱ
の
話
を
交
え
て
学
ん
で
も
ら
っ
た
。
か

っ
ぱ
の
話
を
交
え
る
こ
と
で
子
供
た
ち
の

水
に
対
す
る
興
味
も
深
く
な
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
永
揮
さ
ん
は
こ
の
と
き

参
加
し
た
子
供
が
川
を
見
て
、
「
水
の
赤

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
い
る
よ
」
と
言

っ
た

の
が
非
常
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
い

う
。
子
供
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
わ
っ
て

い
る
だ
け
で
、
自
然
に
飛
び
込
め
ば
子
供

の
心
は
柔
軟
に
対
応
で
き
る
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
十
五
周
年
を
迎
え
た
十
二
年
に
は
、

子
供
た
ち
と
保
護
者
を
対
象
に
竹
炭
の
炭

焼
き
体
験
を
行
っ
て
い
る
。
竹
炭
の
作
製

や
効
能
を
知
る
こ
と
に
よ
り
エ
コ
ロ
ジ
ー

な
も
の
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
た
。
当
日
は
、
あ
い
に

く
の
雨
だ
っ
た
が
、
子
供
た
ち
は
初
め
て

体
験
す
る
炭
焼
き
を
、
遊
び
感
覚
で
と
て

も
楽
し
ん
で
い
た
そ
う
だ
。
「
た
だ
し
、

こ
れ
は
準
備
が
非
常
に
大
変
で
し
た
」
と
、

事
務
局
長
の
角
田
さ
ん
は
語
る
。
竹
炭
を

作
る
に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
竹
が
な
い

と
話
に
な
ら
な
い
。
村
民
の

一
人
が
所
有

す
る
山
に
入
り
、
竹
を
切
り
出
す
。
夏
の

暑
い
中
、
山
か
ら
竹
を
運
び
出
す
の
は
重

労
働
で
あ
る
。
ま
た
、
竹
を
燃
や
す
た
め
の

ド
ラ
ム
缶
の
加
工
な
ど
下
準
備
は
大
変
だ

っ
た
と
い
う
。
そ
ん
な
大
変
な
作
業
で
も

成
し
遂
げ
ら
れ
る
の
は
、
環
境
保
全
へ
の

真

り

組

み

の

表

れ

で

あ

ろ

う

。

の
風
習
が

銚
か
ぱ
村
で
は
恒
例
と
な
っ
た
行

事
が
あ
る
。
十

一
年
に
復
活
し
た
川
ぴ
た

り
行
事
で
あ
る
。
川
ぴ
た
り
と
は
、
こ
の

地
域
で
昔
行
わ
れ
て
い
た
風
習
で
、
旧
暦

の
十
二
月

一
日
、
あ
ん
の
つ
い
た
餅
を
利

根
川
に
ま
き
、
子
供
の
お
し
り
を
川
に
つ

け
水
難
の
な
い
こ
と
を
願
っ
た
も
の
で
あ

4 
銚子かっぱ村.プロフィール

・設立年=昭和60年5月・設立・運営主体=自主的組織.会員数40人
・代表者=大内恭平・事務局連絡先=干288ー 0041 千葉県銚子市中央町6-25 n0479-20一0088

る
。
復
活
さ
せ
た
川
ぴ
た
り
だ
が
、
現
代

風
に
ア
レ
ン
ジ
が
加
え
ら
れ
た
。
水
環
境

の
保
護
の
た
め
、
川
に
餅
を
ま
く
の
を
や

め
、
行
事
の
参
加
者
に
配
る
こ
と
に
し
た
。

行
事
で
は
提
灯
行
列
と
か
っ
ぱ
供
養
が
行

わ
れ
、
そ
の
中
で
水
資
源
の
大
切
さ
を
参

加
者
に
訴
え
て
い
る
。
行
事
の
最
後
は
か

つ
ぱ
に
つ
き
も
の
(
?
)
の
酒
が
出
て
き

て
宴
会
と
な
り
、
茶
目
で
陽
気
な
か
っ
ば

た
ち
で
に
ぎ
わ
う
。

こ
の
川
ぴ
た
り
は
、
銚
子
か
っ
ぱ
村
の

恒
例
行
事
と
し
て
そ
れ
以
降
、
毎
年
実
施

さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
市
民
の
参
加
を
得

て
い
る
と
い
う
。

村
の
節
目
節
目
に
お
い
て
、
水
辺
環
境

の
保
全
や
青
少
年
育
成
に
関
す
る
事
業
を

展
開
し
て
い
る
銚
子
か
っ
ぱ
村
。
「
基
本

は
、
遊
び
心
を
大
切
に
し
、
肩
肘
は
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
地
道
に
活
動
を
続
け
た

い
」
と
語
る
。
次
は
、

三
年
後
に
二
十
周
年

記
念
事
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
と
い
う
。

銚
子
か
っ
ぱ
村
の
人
た
ち
は
、
「
茶
目

で
、
陽
気
で
、
嘘
を
つ
か
な
い
」
と
い
う

か
つ
ぱ
の
精
神
ど
お
り
の
、
と
て
も
気
さ

く
な
方
々
で
あ
っ
た
。

数
年
後
、
数
十
年
後
、
こ
の
方
々
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
銚
子
の
ま
ち
が
か
っ
ぱ

の
住
む
き
れ
い
な
水
環
境
の
ま
ち
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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企
業
家
精
神
を
伝
え
る

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
l
ジ
ア
ム

大
阪
は
昔
か
ら
「
天
下
の
台
所
」
と
し

て
わ
が
国
経
済
を
け
ん
引
し
て
き
た
。
ま

た
進
取
の
気
性
に
富
み
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
あ
ふ
れ
る
企
業
家
を
あ
ま
た
輩
出
し
て

き
た
都
市
で
も
あ
る
。
大
阪
商
工
会
議
所

は
、
こ
の
よ
う
な
企
業
家
た
ち
の
志
と
英

知
、
創
意
工
夫
を
後
世
に
伝
え
、
次
代
を

担
う
人
材
の
育
成
を
は
か
る
た
め
、
大
阪

企
業
家
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
を
開
設
し
た
。

当
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
は
平
成
十
三
年
六

月
、
大
阪
市
お
よ
び
大
商
会
員
企
業
の
協

力
を
得
て
、
大
阪
産
業
創
造
館
に
オ
ー
プ

ン
。
テ
ー
マ
は
、
「
企
業
家
た
ち
の
チ
ヤ

レ
ン
ジ
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

で
あ
る
。

館
内
を
「
プ
ロ
ロ
ー
グ
シ
ア
タ
ー
」
「
主

展
示
エ
リ
ア
」
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」

「
企
業
家
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
に
分
け
、
豊

臣
・
徳
川
の
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま

で
、
大
阪
で
活
躍
し
た
企
業
家
た
ち
の
事

績
を
紹
介
し
て
い
る
。
と
く
に
「
主
展
示

エ
リ
ア
」
で
は
、
小
林

二
二
氏
、
安
藤
百

福
氏
な
ど
明
治
以
降
の
大
阪
で
活
躍
し
た

回世 大大
rnr阪阪

山望
英霊

BB Z 

弓-

企
業
家
百
五
人
を
取
り
上
げ
、
彼
ら
が
何

を
成
し
た
か
だ
け
で
な
く
、
な
ぜ
、
ど
の

よ
う
に
し
て
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で
事
業

を
成
し
遂
げ
た
の
か
、
解
説
し
て
い
る
。

「
志
、
変
化
、
先
見
、
挑
戦
、
創
意
、
自

助
、
意
志
」
、
当
ミ
ユ

l
ジ
ア
ム
の
キ

l
ワ

ー
ド
と
な
る
「
企
業
家
精
神
」
と
は
こ
の

七
つ
を
指
す
。
当
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
が
紹
介

し
て
い
る
企
業
家
は
、
い
ず
れ
も
、
市
井

の
声
な
き
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
時
々
の

変
化
を
い
ち
早
く
察
知
し
て
市
場
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、
自
身
の
企
業
家
精

神
を
総
動
員
し
て
、
事
業
と
い
う
形
で
そ

れ
に
応
え
て
い
る
。
彼
ら
の
企
業
家
精
神

を
、
具
体
的
に
来
館
者
に
伝
え
る
こ
と
が

当
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の
使
命
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
黒
田
善
太
郎
氏
が
創
業
し

た
コ
ク
ヨ

。
社
名
は
国
誉
す
な
わ
ち
、

「
国
の
誉
れ
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま

た
、
井
植
歳
男
氏
が
戦
後
創
業
し
た
三
洋

電
機
。
三
洋
と
は
太
平
洋
、
大
西
洋
、
イ

ン
ド
洋
を
指
す
。
わ
ず
か
な
人
数
で
ス
タ

ー
ト
し
た
直
後
か
ら
、
こ
の
三
つ
の
海
洋

に
つ
な
が
る
国
々
、
す
な
わ
ち
全
世
界
を

相
手
に
事
業
を
展
開
し
て
い
こ
う
と
い
う

気
概
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

社
名

一
つ
を
取
り
上
げ
て
も
企
業
家
た
ち

の
思
い
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

わ
が
国
は
現
在
、
戦
後
の
成
長
を
支
え

て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
が
ほ
こ
ろ

び
を
見
せ
、
変
革
の
時
を
迎
え
て
い
る
。

企
業
家
精
神
は
起
業
家
だ
け
に
求
め
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
産
業
界
の
み
な
ら
ず

あ
ら
ゆ
る
分
野
、
あ
ら
ゆ
る
組
織
に
お
い

企業家ライブラリー
現役企業家のインタビュービデオの視聴コーナー

て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
断
行
で
き
る
人

材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
変
革
の
時
代
は

チ
ャ
ン
ス
の
時
代
で
も
あ
る
。
ミ
ュ

l
ジ

ア
ム
を
訪
れ
た
人
び
と
が
、
大
き
な
足
跡

を
し
る
し
た
先
達
の
心
に
触
れ
る
こ
と

で
、
企
業
家
精
神
を
奮
い
立
た
せ
、
変
化

ひ
ら

を
友
と
し
て
新
た
な
時
代
を
切
り
拓
い
て

い
く
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。

ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の
来
館
者
数
は
開
設
以

来
、
既
に

一
万
二
千
人
を
超
え
た
。
企
業

経
営
者
を
は
じ
め
自
治
体
関
係
者
ま
で、

全
国
各
地
か
ら
見
学
が
相
次
い
で
い
る
。

さ
ら
に
は
中
学
生
や
高
校
生
が
、
「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
の
一
環
と
し
て
、
企

業
家
の
こ
と
を
調
べ
、
彼
ら
の
創
意
工
夫

や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
学
ぶ
た
め
に
来
館

し
て
お
り
、
幅
広
い
層
か
ら
支
持
を
受
け

て
い
る
。

来
館
者
か
ら
は
「
企
業
家
た
ち
の
奮
闘

が
よ
く
分
か

っ
た
。
わ
れ
わ
れ
も
が
ん
ば

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
「
経
営
の
ヒ
ン

ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
参
考

に
な

っ
た
」
な
ど
、
高
い
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
に
は
、
活
力
あ
る

人
材
が
集
ま

っ
て
い
る
。
当
ミ
ュ

l
ジ
ア

ム
に

一
人
で
も
多
く
の
来
館
者
を
迎
え
、

来
館
者
が
企
業
家
精
神
を
発
揮
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
る
こ

と
を
願

っ
て
い
る
。

※展示企業家リスト、入館料、開館日および開館時間などは、
http://www.kigyoka.jpをご参照ください。

抱織づくり2002同 月号⑨44

ー-



-・・
側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て

い
る
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
、
第
十

四
期
生
の
合
宿
研
修
が
七
月
二
日
か
ら
五

日
ま
で
の
三
泊
四
日
で
、
埼
玉
県
川
越
市

の
「
埼
玉
県
国
民
年
金
健
康
保
養
セ
ン
タ

ー
む
さ
し
の
」
で
行
わ
れ
た
。

今
期
第
三
回
目
の
研
修
は
合
宿
形
式
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
と
環
境
を
変
え
、
四
日

間
寝
食
を
共
に
し
、
塾
生
同
士
が
交
流
を

深
め
合
い
な
が
ら
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

取
り
組
ん
だ
。

初
日
、
合
宿
施
設
に
入
る
前
に
、
「
地

域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
、
川
越
市
の
「
蔵
造
り
の
町

並
み
」
の
視
察
を
行
っ
た
。
現
地
で
活
躍

す
る
地
域
づ
く
り
団
体
「
川
越
蔵
の
会
」

会
長
の
原
知
之
氏
と
、
川
越
市
都
市
計
画

課
の
荒
牧
澄
多
氏
か
ら
、
蔵
造
り
の
町
並

み
の
歴
史
や
背
景
、
川
越
蔵
の
会
の
活
動

に
関
し
て
お
話
を
う
か
が
っ
た
後
、
町
並

み
を
実
際
に
見
て
回
っ
た
。
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
な
蔵
造
り
の
町
並
み
、
残
し
た
い
日

本
の
音
百
選
に
選
ば
れ
た
「
時
の
鐘
」
、

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
雰
囲
気
の
駄
菓
子
屋

が
軒
を
連
ね
る
「
菓
子
屋
横
丁
」
な
ど
、

住
民
主
体
で
守
っ
て
き
た
歴
史
あ
る
町
並

み
に
触
れ
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
り
、

町
並
み
を
大
切
に
守
り
続
け
て
き
た
地
域

住
民
の
心
を
感
じ
取
っ
た
。
地
域
住
民
が

主
体
と
な
り
行
政
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い

全国地域リーダー養成塾

寝
食
を
共
に
し
合
宿
研
修

埼
玉
県
川
越
市
で
開
講

っ
た
、
ま
ち
づ
く
り
本
来
の
姿
を
体
感
す

る
こ
と
は
、
座
学
で
は
経
験
で
き
な
い
合

宿
研
修
な
ら
で
は
の
収
穫
で
あ
っ
た
。

研
修
施
設
に
入
っ
て
か
ら
は
、
地
域
リ

ー
ダ
ー
養
成
塾
主
任
講
師
で
あ
る
辻
琢
也

政
策
研
究
大
学
院
大
学
助
教
授
に
よ
る
市

町
村
合
併
と
ま
ち
の
将
来
に
つ
い
て
の
講

義
の
ほ
か
、
「
地
域
と
イ
ベ
ン
ト
」
「
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
」
「
地
域
間
交
流
」
「
ス
ポ

ー
ツ
と
ま
ち
づ
く
り
」

「
資
源
循
環
型
の

ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。

合
宿
研
修
で
は
グ
ル
ー
プ
演
習
も
経
験

し
た
。
地
域
産
業
お
こ
し
研
修
と
し
て
行

わ
れ
た
演
習
で
は
、
あ
る
地
域
の
現
状
、

歴
史
な
ど
を
紹
介
す
る
研
修
ビ
デ
オ
を
視

聴
し
、
そ
の
後
五
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

そ
の
地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
各
グ
ル

ー
プ
で
、
ビ
デ
オ
を
見
て
感
じ
取

っ
た
イ

メ
ー
ジ
を
も
と
に
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

一
つ
で
も
多
く
の
地
域
資
源
を
掘
り

起
こ
し
、
そ
の
地
域
に
あ
っ
た
テ

l
マ
と

し、、

P
R
方
法
や
施
策
を
議
論
し
、

プ
ラ
ン
を
完
成
さ
せ
た
。
翌
日
、

各
グ
ル
ー
プ
は
成
果
を
発
表

し
、
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

目
的
で
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
鈴
木
俊
博
講

師
か
ら
演
習
成
果
に
対
す
る
批

評
を
い
た
だ
き
、
地
域
の
イ
メ

ー
ジ
づ
く
り
と
特
産
品
開
発
に

つ
い
て
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
話
を

う
か
が
っ
た
。

ま
た
、
合
宿
二
日
目
の
夕
刻

に
は
、
川
越
蔵
の
会
の
原
氏
、

荒
牧
氏
を
交
え
て
の
「
語
ろ
う

会
」
を
開
催
し
た
。
塾
生
が
地
元
か
ら
持

ち
寄
っ
た
地
酒
や
地
域
産
品
が
テ
ー
ブ
ル

を
飾
り
、
明
る
く
楽
し
い
雰
囲
気
の
会
場

に
お
い
て
、
ス
テ
ー
ジ
で
地
元
の
ア
ピ

l

ル
を
し
た
り
、
講
義
で
は
聞
く
こ
と
の
で

き
な
い
話
で
盛
り
上
が
っ
た
り
、
産
品
を

た
っ
ぷ
り
味
わ
う
な
ど
し
て
塾
生
間
の
親

睦
を
深
め
合
っ
た
。

合
宿
研
修
の
醍
醐
味
は
、
何
と
言

っ
て

も
夜
の
交
流
会
で
あ
る
。
今
回
が
三
回
目

の
集
合
研
修
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
す

っ

か
り
仲
良
く
な
っ
た
塾
生
が

一
つ
の
部
屋

に
集
合
し
、
自
分
た
ち
の
地
域
活
動
や
抱

え
て
い
る
問
題
点
な
ど
多
く
の
こ
と
を
語

り
合
い
、
楽
し
い
時
を
過
ご
し
た
。「
皆
と

話
す
機
会
が
増
え
て
よ
か
っ
た
」
「
楽
し

か
っ
た
」
「
気
持
ち
が
通
じ
合
え
た
」
と

い
っ
た
感
想
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
。

四
日
間
に
わ
た
り
、
現
地
視
察
、
講
義
、

グ
ル
ー
プ
演
習
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

で
開
催
さ
れ
た
今
回
の
合
宿
研
修
。
研
修

で
得
ら
れ
た
知
識
は
も
ち
ろ
ん
、
寝
食
を

共
に
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
た
塾
生
同
士
の

緋
や
結
束
力
も
か
け
が
え
の
な
い
収
穫
で

あ
っ
た
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
研
隻
父
一流課

副
参
事
荒
矢
大
輔
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も，

調ヲ
信?

う
当
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
に

ぐ
校
之
内
氏

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、

七
月
三
十

一
日
の
評
議
委
員
会

で
、
八
月

一
日
付
で
理
事
に
牧
之

内
隆
久
・
前
衆
議
院
調
査
局
第
二

特
別
調
査
室
長
を
選
任
、
同
日
付

で
常
務
に
任
命
し
た
。
牧
之
内
氏

は
昭
和
四
十
三
年
自
治
省
入
省
、

大
臣
官
房
審
議
官
な
ど
を
務
め

た
。
前
常
務
理
事
の
柳
原
瑛
氏
は

す
で
に
水
資
源
開
発
公
団
理
事
に

就
任
し
て
い
る
。

笑
顔
が
い
ち
ば
ん
t

放
送
予
定

-9月
1
日

神
奈
川
県
厚
木
市
、
横
浜
市

ハ
ー
モ
ニ
カ
と
西
洋
館
巡
り

-9月
8
日

放
送
休
み
-9丹
市
日

山
口
県
美
川
町
、
柳
井
市

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
白
壁
の
町

-9月
包
日

大
阪
府
東
大
阪
市
、
岬
町

お
宝
発
見
&
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

-9月
呂
田

大
分
県
別
府
市
、
宇
佐
市

温
泉
と
神
輿
発
祥
の
地

T
B
S系
、
毎
週
日
曜
日

午
前
7
時

1
午
前
7
時
担
分

※
一
部
で
放
送
日
時
が
異
な
る
地
域
が
あ
り
ま
す
も

【福
岡
県
宗
像
市
む
な
か
た
観
光
情
報
館

七
月
七
日
、
福
岡
県
宗
像
市
の
J

R
赤
間
駅
前
の
中
心
市
街
地
に
あ
る

銀
行
跡
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
「
む
な

か
た
観
光
情
報
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。
同
館
は
、
市
内
の
観
光
情
報
を

提
供
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
各

地
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
展
示
す
る
な

ど
観
光
余
暇
活
動
の
情
報
発
信
拠
点

と
し
て
活
動
す
る
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
・
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
地
元

・
伝
統

芸
能
「
お
し
し
さ
ま
お
面
お
ど
り
」

「
ふ
る
さ
と
寄
席
」
の
ほ
か
来
年
四
月

に
合
併
予
定
の
玄
海
町
も
加
わ

っ
て

「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
が
行
わ
れ
、
百

三
十
人
の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

地域活性化
フォーラムin福岡
交流と連携による
まちづくり
21世紀型の地方都市のあり方を考える
分権型社会の到来とともに、まちづくりに関する取り組み

は、行政だけではなく地域住民やNPOなどが主体的に参両
する「住民主導」のまちづくりへと移行しつつあり、個性設か

な魅力ある地域社会の創出に向けて、こうした取り組みと各

主4本相互の連携、協力は不可欠なものとなっています。他方、
各都市問においても、都市機能の分担と相互の交流、連携

を通じて地域の浮揚、活性化を闘っており、近年の広域的な

行政の流れを考慮すると、この傾向は今後さらに大きくなる

と思われます。こうした動向を踏まえ、このフォーラムでは、

「交流と述携Jを通じたまちづくりと、これからの地方都市の
あり方について考えてみたいと思います。ふるってご参加く

ださい。

・開催日時:平成14年10月21日(月)13:∞-17 :∞ 
.会場:西鉄ク、ランド・ホテル(福岡市)付旦:002-771・7171)

.主催:福岡県、側声世リ或活性化センター

.内容

講演西村幸夫(東京大学大学院工学剤汗究科教授)

講演[:大林宣彦(映画監督)

パネルテーイスカッション

<コーテさイネーター>

井上繁 (常鎗大学コミュニティ振興学部教授)

<パネラー>

出口 敦 (九州大学大学院人開票境学研究院助教授)

栗原孝(福岡県大牟田市長)

今泉重敏 (N同地域交流センター理事)

残問里江子(プロテ'.:1..ーサ一、コミュニケーション・プランナー)

.問い合わせ先

同地域活性化センター情報サービス課担当:山辺
四03-5202-61 35四03・5202・0755
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防災宜唖Fづ"玉置ご '圃“』
大豊平成14年度防回)
S弓募集について

・ 「防災まちづくり大賞Jとは
地域の防災力の向上を図るためには、ハーにソフトの

両面から防災に配慮したまちづくりをすすめることが大切
です。このため、地方公共団体や地域のコミュニティ 、事

業者などが行っている防災に関するさまざまな取り組みの

うち、とくに優れたものを表彰する「防災まちづくり大賞」

を実施します。

・応募方法
都道府県の推薦による応$事のほか、債務肖防科学総合セン

ターホームページ (http://www.isad.or.jp/)などを活用し
た自薦による応議事方法があります。

<防災まちづくり大賞の概要>
.実施主体
主催=総務省消防庁、(JI:場消防科学総合センター/後援=日

本加主主協会、(紛日本民間蹴差遠慮、(紛日本新聞協会
.表彰の対象
都道府県、市町村 (一部事務組合を含む)、 消防団、自主

防災組織、婦人防火クラブ、少年・幼年消防クラブ、事業
所、ボランティア団体、NPO、大学などの教育機関、まち

づくり協議会などの各種団体・組織の取り組み。
なお、防災以外に福祉など、複合的な活動についても、

表彰の対象としています。
.表彰の種類およひ吉餐彰事例数
車ま君主大臣賞 (2事例程度)/消防庁長官賞 (3事例程度)/
消防科学総合センタ一理事長賞 (5事例程度)
※冨リ賞として、総額50万円程度の賞品 (Hソコン、デジカ
メなど)を予定。

・締め切り 平成14年9月13日 (金)必着

・応募先
財消防科学総合センター
研究開発部調査研究課小松
干181-0005 三鷹市中原3-14-1
flll0422-49-1113四0422-46-9940
e-mail komatu@isad.or.jp 
.問い合わせ先
例消防科学総合センター

研究開発部調査研究課小松
四0422-49-111 3四0422-46-9940 防提まちづくり大賞マーク=和田蹴
総務省消防庁防災課 村山
四03-5253-7525囚03・5253-7535
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祭
り
ど
こ
ろ
、
姫
路
市
で
は
秋
本
番

を
迎
え
る
十
月
に
な
る
と
、
海
岸
線
で

多
く
の
郷
土
色
豊
か
な
祭
り
が
行
わ
れ

tA
エ9
0
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
十
四
日
か

ら
松
原
八
幡
神
社
で
、
通
称
「
灘
の
け

ん
か
祭
り
」
と
し
て
知
ら
れ
る
「
灘
ま

つ
り
」
が
催
さ
れ
ま
す
。
お
旅
山
に
あ

る
練
り
場
に
豪
華
絢
嫡
な
屋
台
、が
繰
り

， 

さ

p・

出
し
、「
ヨ
l
イ
ヤ
サ
|
」
の
掛
け
声

と
と
も
に
三
台
の
神
輿
が
激
し
く
練
り

合
わ
せ
る
光
景
は
勇
壮
華
麗
で
、
多
く

の
観
衆
が
酔
い
し
れ
ま
す
。

同
じ
目
、
大
塩
天
満
宮
で
は
「
大
塩

と
い
え
ば
獅
子
舞
、
獅
子
舞
と
い
え
ば

大
塩
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
広
く
世
間

に
知
ら
れ
て
い
る
獅
子
舞
が
行
わ
れ
ま

す
。
歴
史
も
古
く
鎌
倉
時
代
か
ら
続
い

... 

て
い
ま
す
。
八
頭
の
獅
子
は
頭
か
ら
胴

体
、
尾
先
ま
で
黒
の
熊
毛
で
お
お
わ
れ

た
全
国
的
に
も
珍
し
い
毛
獅
子
が
特
徴

で
、
野
趣
あ
ふ
れ
る
舞
を
披
露
し
ま
す
。

二
十
一
日
か
ら
は
魚
吹
八
幡
神
社

で
、
「
魚
吹
の
提
灯
ま
つ
り
」
が
聞
か

れ
ま
す
。
呼
び
物
は
何
と
い

っ
て
も
宵

宮
を
彩
る
「
提
灯
練
り
」
で
す
。
暗
閣

の
中
を
ま
る
で
光
の
波
の
よ
う
に
揺
れ

る
提
灯
の
列
は
た
め
息
の
出
る
ほ
ど
幻

想
的
で
す
。
そ
れ
が
桜
門
の
前
に
さ
し

か
か
る
と
一
転
、
提
灯
を
叩
き
合
う
練

り
、が
始
ま
り
、
若
衆
の
叫
び
と
群
衆
の

ど
よ
め
き
、
竹
を
打
ち
鳴
ら
す
音
が
混

じ
り
あ
い
、
祭
り
は
最
高
潮
に
。

そ
の
他
に
も
、
各
地
区
で
勇
壮
な
神

輿
や
屋
台
が
繰
り
出
さ
れ
、
深
ま
り
ゆ

く
秋
を
演
出
し
ま
す
。

.. 
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7月実施イベント

女日本橋プラザビル
イベントスペース

7 月 3 日 ~4 日

木曽御巌観光連盟 (長野県)

誘客キャンぺーン

7 月 10 日 ~11 日
富士川町 (静岡県)

「富士山と川のまち富士川町Jo
司

7月12日
沼田市 (群馬県)
観光キャンペーン@

伊司困*ふるさと情報プラザ
イベントスペース

7 月 1 日~5 日

盛岡市 (岩手県)
魅知の国「いわての観光と物産

展J8

7 月 8 日 ~12日

神戸市
神戸観光キャンぺーン ..... 

世‘

7 月 15 日 ~19日
平田市 (島根県)
映画「白い船jと平田市の観光
PR展

7 月2日 ~26日
石川県
いしかわの魅力

9月のイベント予定

女日本橋プラザビル
イベントスペース

9 月 2 日 ~3 日
伊万里市 (佐賀県)

9 月 5 日 ~6 日
大潟村 (秋田県)

9月11日
鳥取県

9 月 12 日 ~13日
利根沼田広域市町村圏振興整備

組合 (群馬県)

9 月 18 日 ~20日
奥大井地域振興協議会 (静岡県)

9 月 24日 ~26日
山口県

9月27日
和歌山県

*ふるさと情報プラザ
イベントスペース

9 月 2 日 ~6 日
鳥取県

9 月 9 日 ~13日
萩市 (山口県)

9 月 24 日 ~27日
青森県

9 月 30 日 ~10月 4 日
島根県

サ

4 

-
編
集
後
記

ブ
ラ
ン
ド
は

「
焼
印
」

そ
の
後

「
信
用
」
を
意
味
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
今
月

の
特
集
テ
l
マ

「地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
創
る
・
守

る
」
で
は
、
海
洋
深
層
水
で
実
績
を
上
げ
つ

つ

あ
る
高
知
県
の
事
例
や
、
伝
統
産
地
で
の
異
業

種
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
る
統

一
ブ
ラ
ン
ド
へ

の
取
り
組
み
、
県
そ
の
も
の
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し

て
し
ま
お
う
と
い
う
新
し
い
試
み
な
ど
を
紹
介

の
こ
と
、

し
た
。

ブ
ー
ム
が
去
り
、
大
部
分
が
赤
字
と
い
わ
れ

る
地
ビ

l
ル
業
界
に
あ

っ
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
ビ

ー
ル
に
は
今
後
の
取
り
組
む
べ
き
対
応
に
つ
い

て
執
筆
願

っ
た
。
地
元
産
品
の
使
用
な
ど
地
産

地
消
の
原
点
に
徹
す
る
と
い
う
の
が
そ
の
答
え

で
あ
り
、
頑
同
さ
も
必
要
だ
。

U
D
n
に
い
が
た
の
例
を
け
ん
る
よ
う
に
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の
取
り
組
み
で
は

一

致
す
る
が
、
す
で
に
ブ
ラ
ン
ド
を
持
つ
大
企
業

と
そ
の
他
企
業
と
で
は
思
惑
の
違
い
も
あ

っ

て
、
統

一
ブ
ラ
ン
ド
化
は
難
し
い
よ
う
だ
。
だ

が
い
ず
れ
、
ブ
ラ
ン
ド
も
目
的
・
分
野
に
よ

っ

て
、
ど
ん
ど
ん
細
分
化
さ
れ
る
と
思
う
。

一
方

で

「体
験
で
き
る
ま
ち
」
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た

神
戸
な
ど
興
味
あ
る
取
り
組
み
が
出
て
い
る
。

先
日
、
わ
し
た
シ
ョ

ッ
プ
銀
座
屈
を
の
ぞ
い

た
。
五
千
品
目
を
そ
ろ
え
、
販
売
に
徹
し
て
い

る
印
象
で
あ

っ
た
。
沖
縄
が
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る

と
感
じ
た

o
t
日
に
は
三
、
川
千
人
の
来
客
と

い
う
。

(立
)

匝
匡
医
院
届

特
集
H
ど
う
守
る
、
わ
が
ま
ち
の
宝

4l
i
l
i
-
-
-
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